
係　長 課　員 担　当課　長 課長補佐副課長

図面番号

図　　面　　目　　録

図面番号 図面番号 図面番号 図面番号図面名称 図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

管理棟内部改修工事

営繕工事共通仕様書（１）

営繕工事共通仕様書（２）

営繕工事共通仕様書（３）

建築改修工事特記仕様書－１

建築改修工事特記仕様書－２

建築改修工事特記仕様書－３

建築改修工事特記仕様書－４

各部詳細図－３（参考図）

各部詳細図－４（参考図）

各部詳細図－５（参考図）

各部詳細図－６（参考図）

トイレブース詳細図（参考図）

進路応接室 パーティション詳細図1　（参考図）

進路応接室 パーティション詳細図2　（参考図）

汚垂れ陶板・手摺・ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ・ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ詳細図（参考図）

洗面カウンター詳細図（参考図）

各部詳細図－２（参考図）

進路指導室・進路応接室 平面詳細図 <既設>

進路指導室・進路応接室 平面詳細図 <改修後>

全日制職員室 平面詳細図 <既設>

全日制職員室 平面詳細図 <改修後>

全日制職員室 展開図 <既設>

全日制職員室 展開図 <改修後>

保健室 展開図 <既設>

保健室 展開図 <改修後>

大会議室 平面詳細図 <既設>

大会議室 平面詳細図 <改修後>

大会議室 展開図 <既設>

大会議室 展開図 <改修後>

保健室 平面詳細図 <既設・改修後>

渡り廊下(1) ２階女子便所展開図<既設>

１階便所廻り展開図<改修後>

１階・２～５階便所廻り展開図<改修後>

渡り廊下(1) １階職員便所展開図<改修後>

渡り廊下(1) ２階女子便所展開図<改修後>

進路指導室 展開図 <既設>

進路指導室 展開図 <改修後>

進路応接室 展開図 <既設><改修後>

家具詳細図－１

家具詳細図－２

建具表-1

建具表-2

建具表-3

建具表-4

家具詳細図－３

各部詳細図－１（参考図）

渡り廊下(1) １階職員便所展開図<既設>

１階便所廻り展開図<既設> 

１階・２～４階便所廻り展開図<既設> 

５階便所廻り展開図<既設> 

２～４階便所廻り平面詳細図<既設・改修後>

５階便所廻り平面詳細図<既設・改修後>

渡り廊下(1)１階職員便所 平面詳細図<既設･改修後>

渡り廊下(1)２階女子便所 平面詳細図<既設･改修後>

１階便所廻り平面詳細図<既設・改修後>

４階展開図－１

４階展開図－２

４階展開図－３

３階展開図－６

３階展開図－７

３階展開図－８

５階展開図－１

５階展開図－２

４階展開図－４

４階展開図－５

４階展開図－６

５階展開図－３

共通西側階段展開図－１

共通西側階段展開図－２

共通東側階段展開図－１

共通東側階段展開図－２

３階展開図－１

３階展開図－２

３階展開図－３

３階展開図－４

３階展開図－５

２階展開図－10

３階平面詳細図－１

３階平面詳細図－２

４階平面詳細図－１

４階平面詳細図－２

５階平面詳細図

１階展開図－１

１階展開図－２

１階展開図－３

１階展開図－４

１階展開図－５

１階展開図－６

２階平面詳細図－３

２階展開図－１

２階展開図－２

２階展開図－３

２階展開図－４

２階展開図－５

２階展開図－６

２階展開図－７

１階展開図－７

１階展開図－８

１階展開図－９

２階展開図－８

２階展開図－９

１階平面詳細図－１

１階平面詳細図－２

１階平面詳細図－３

２階平面詳細図－１

２階平面詳細図－２

５階天井伏図

１階平面図　<既設>

２階平面図　<既設>

３階平面図　<既設>

４階平面図　<既設>

５階平面図　Ｒ階平面図　<既設>

仕上表－１

仕上表－２

仕上表－３

仕上表－４

仕上表－５

１階天井伏図

２階天井伏図

３・４階天井伏図

南・西立面図

北・東立面図

矩計図

１階平面図　<改修後>

２階平面図　<改修後>

３階平面図　<改修後>

４階平面図　<改修後>

５階平面図　Ｒ階平面図　<改修後>

配置図　　附近見取図　　支障物件図

建築改修工事特記仕様書－５
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Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田



図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

NO SCALENO SCALENO SCALENO SCALENO SCALENO SCALENO SCALE
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章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項 章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項

建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称

I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要I．工事概要

1．工事名称1．工事名称1．工事名称1．工事名称1．工事名称1．工事名称1．工事名称

2．工事場所2．工事場所2．工事場所2．工事場所2．工事場所2．工事場所2．工事場所

3．建物概要3．建物概要3．建物概要3．建物概要3．建物概要3．建物概要3．建物概要

4．工事種目4．工事種目4．工事種目4．工事種目4．工事種目4．工事種目4．工事種目
種　　目種　　目種　　目種　　目種　　目種　　目種　　目 工　事　概　要工　事　概　要工　事　概　要工　事　概　要工　事　概　要工　事　概　要工　事　概　要

構造・規模構造・規模構造・規模構造・規模構造・規模構造・規模構造・規模

敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積

消防法施行令別表第1の区分消防法施行令別表第1の区分消防法施行令別表第1の区分消防法施行令別表第1の区分消防法施行令別表第1の区分消防法施行令別表第1の区分消防法施行令別表第1の区分

5．その他5．その他5．その他5．その他5．その他5．その他5．その他 本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく本工事は，資材価格高騰に対する特例措置について（令和4.12.9建設第686号）に基づく

特例措置の対象工事である。特例措置の対象工事である。特例措置の対象工事である。特例措置の対象工事である。特例措置の対象工事である。特例措置の対象工事である。特例措置の対象工事である。

建築一式工事建築一式工事建築一式工事建築一式工事建築一式工事建築一式工事建築一式工事 長寿命化改修工事長寿命化改修工事長寿命化改修工事長寿命化改修工事長寿命化改修工事長寿命化改修工事長寿命化改修工事

1．適用基準1．適用基準1．適用基準1．適用基準1．適用基準1．適用基準1．適用基準 図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記に

よる。よる。よる。よる。よる。よる。よる。

II. 営繕工事共通仕様書II. 営繕工事共通仕様書II. 営繕工事共通仕様書II. 営繕工事共通仕様書II. 営繕工事共通仕様書II. 営繕工事共通仕様書II. 営繕工事共通仕様書

　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　令和4年版（以下「標仕」という。）

　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　令和4年版

　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　令和4年版

　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和4年版

　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和4年版

　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　令和4年版

　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　令和4年版

　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　令和4年版

　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版　・　敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版

また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。また，次の図書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）を参考とする。

　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）　①　建築工事監理指針（令和4年版）（以下「監理指針」という。）

　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）　③　電気設備工事監理指針（令和4年版）

　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）　②　建築改修工事監理指針（令和4年版）

　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）　④　機械設備工事監理指針（令和4年版）

　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　令和4年版（以下「改標仕」という。）

　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）　・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　令和4年版（以下「標準図」という。）

項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項特　記　事　項

2．優先順位2．優先順位2．優先順位2．優先順位2．優先順位2．優先順位2．優先順位

       　する。       　する。       　する。       　する。       　する。       　する。       　する。

　　（d）訂正時は，適宜とする。　　（d）訂正時は，適宜とする。　　（d）訂正時は，適宜とする。　　（d）訂正時は，適宜とする。　　（d）訂正時は，適宜とする。　　（d）訂正時は，適宜とする。　　（d）訂正時は，適宜とする。

　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変　　 なお，変更登録は工期，技術者に変更が生じた場合に行うものとし，請負代金額のみの変

     更の場合は，原則として登録を必要としない。     更の場合は，原則として登録を必要としない。     更の場合は，原則として登録を必要としない。     更の場合は，原則として登録を必要としない。     更の場合は，原則として登録を必要としない。     更の場合は，原則として登録を必要としない。     更の場合は，原則として登録を必要としない。

4. 工程表4. 工程表4. 工程表4. 工程表4. 工程表4. 工程表4. 工程表

（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，（1）受注者は，請負代金額が500万円以上の工事については受注・変更・しゅん工・訂正時に，

     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の     工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき，工事実績情報として「登録のための確認の

     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登     お願い」を作成し監督員に提出して内容の確認を受けた上，次の期限までに登録機関に登

     録しなければならない。     録しなければならない。     録しなければならない。     録しなければならない。     録しなければならない。     録しなければならない。     録しなければならない。

3. 工事実績データの登録3. 工事実績データの登録3. 工事実績データの登録3. 工事実績データの登録3. 工事実績データの登録3. 工事実績データの登録3. 工事実績データの登録

設計図書の優先順位は，次の順とする。設計図書の優先順位は，次の順とする。設計図書の優先順位は，次の順とする。設計図書の優先順位は，次の順とする。設計図書の優先順位は，次の順とする。設計図書の優先順位は，次の順とする。設計図書の優先順位は，次の順とする。

受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内受注者は，契約書に基づく工程表を契約締結後10日（土曜日，日曜日，祝日等を除く。）以内

に提出すること。に提出すること。に提出すること。に提出すること。に提出すること。に提出すること。に提出すること。

受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除受注者は，設計図書に定めのある場合，又は特別の事情により発注者の承諾があった場合を除

き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。き，工事開始日以降30日以内に工事に着手しなければならない。

なお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めなお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めなお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めなお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めなお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めなお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定めなお，工事開始日とは，契約書に明示した着工の日（特記仕様書において着工の日を別に定め

た場合にあっては，その日）をいう。た場合にあっては，その日）をいう。た場合にあっては，その日）をいう。た場合にあっては，その日）をいう。た場合にあっては，その日）をいう。た場合にあっては，その日）をいう。た場合にあっては，その日）をいう。

（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，（2）受注者は，実績登録完了後，登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には，

     速やかに監督員に提示しなければならない。     速やかに監督員に提示しなければならない。     速やかに監督員に提示しなければならない。     速やかに監督員に提示しなければならない。     速やかに監督員に提示しなければならない。     速やかに監督員に提示しなければならない。     速やかに監督員に提示しなければならない。

　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　　①　質問回答書（②から⑤に対するもの）　

　②　補足説明書　②　補足説明書　②　補足説明書　②　補足説明書　②　補足説明書　②　補足説明書　②　補足説明書

　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）　③　特記仕様書（営繕工事共通仕様書を含む）

　④　図面　④　図面　④　図面　④　図面　④　図面　④　図面　④　図面

　⑤　公共建築工事標準仕様書等　⑤　公共建築工事標準仕様書等　⑤　公共建築工事標準仕様書等　⑤　公共建築工事標準仕様書等　⑤　公共建築工事標準仕様書等　⑤　公共建築工事標準仕様書等　⑤　公共建築工事標準仕様書等

5. 工事の着手5. 工事の着手5. 工事の着手5. 工事の着手5. 工事の着手5. 工事の着手5. 工事の着手

◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書6. 施工計画書等6. 施工計画書等6. 施工計画書等6. 施工計画書等6. 施工計画書等6. 施工計画書等6. 施工計画書等

  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。  並びに施工図等を作成し, 監督員に提出し，監督員の承諾を受けること。

◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。

◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。◎施工図，現寸図，見本等を，工事の施工に先立ち作成し，監督員の承諾を受けること。

◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を◎受注者は，本工事の一部を下請に付する場合は，工事の施工に十分な能力と経験を有した者を7. 下請負人の選定7. 下請負人の選定7. 下請負人の選定7. 下請負人の選定7. 下請負人の選定7. 下請負人の選定7. 下請負人の選定

　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め　選定すると共に，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努め

  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内  なければならない。なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については，徳島県内

  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した  に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した

  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。  理由書を事前に監督員に提出しなければならない。

◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締◎受注者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締

  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指  結してはならない。（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指

  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資  名競争入札参加資格審査要綱（昭和58年1月18日徳島県告示第50号）第5条の規定により参加資

  格の認定を受けた者をいう。）  格の認定を受けた者をいう。）  格の認定を受けた者をいう。）  格の認定を受けた者をいう。）  格の認定を受けた者をいう。）  格の認定を受けた者をいう。）  格の認定を受けた者をいう。）

8. 施工体制台帳及び8. 施工体制台帳及び8. 施工体制台帳及び8. 施工体制台帳及び8. 施工体制台帳及び8. 施工体制台帳及び8. 施工体制台帳及び

　 施工体系図　 施工体系図　 施工体系図　 施工体系図　 施工体系図　 施工体系図　 施工体系図

(1)施工体制台帳の作成(1)施工体制台帳の作成(1)施工体制台帳の作成(1)施工体制台帳の作成(1)施工体制台帳の作成(1)施工体制台帳の作成(1)施工体制台帳の作成

   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，施工体制台帳及

　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると　 び再下請負通知書（以下「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存すると

   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。   ともに，施工体制台帳を工事現場に備え置かなければならない。

(2)施工体系図の作成及び掲示(2)施工体系図の作成及び掲示(2)施工体系図の作成及び掲示(2)施工体系図の作成及び掲示(2)施工体系図の作成及び掲示(2)施工体系図の作成及び掲示(2)施工体系図の作成及び掲示

   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施   受注者は，下請契約（以下の(3)及び(4)の場合を含む。）を締結した場合は，各下請負者の施

   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す   工の分担関係を表示した施工体系図を作成し，公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す

(3)警備業者の記載(3)警備業者の記載(3)警備業者の記載(3)警備業者の記載(3)警備業者の記載(3)警備業者の記載(3)警備業者の記載

   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図   受注者は，交通誘導警備員を配置するときは，警備業者を含めて施工体制台帳及び施工体系図

   を作成・保存しなければならない。   を作成・保存しなければならない。   を作成・保存しなければならない。   を作成・保存しなければならない。   を作成・保存しなければならない。   を作成・保存しなければならない。   を作成・保存しなければならない。

(4)運搬業者の記載(4)運搬業者の記載(4)運搬業者の記載(4)運搬業者の記載(4)運搬業者の記載(4)運搬業者の記載(4)運搬業者の記載

   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及   受注者は，土砂等を運搬する大型自動車を配置するときは，運搬業者を含めて施工体制台帳及

   び施工体系図を作成・保存しなければならない。   び施工体系図を作成・保存しなければならない。   び施工体系図を作成・保存しなければならない。   び施工体系図を作成・保存しなければならない。   び施工体系図を作成・保存しなければならない。   び施工体系図を作成・保存しなければならない。   び施工体系図を作成・保存しなければならない。

(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出(5)施工体制台帳及び施工体系図の提出

   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約   受注者は，施工体制台帳の写し及び施工体系図の写しを，下請契約を締結したときは下請契約

   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を   日から，内容に変更が生じたときは変更が生じた日から，いずれも土曜日，日曜日，祝日等を

　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。　 ただし，提出日について，監督員が承諾したときはこの限りではない。

(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示(6)再下請負通知書を提出する旨の書面の掲示

   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな   受注者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の公衆が見やすい場所に掲示しな

   ければならない。   ければならない。   ければならない。   ければならない。   ければならない。   ければならない。   ければならない。

   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。   る法律に従って，工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監◎電気保安技術者は次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監

  督員の承諾を受けること。  督員の承諾を受けること。  督員の承諾を受けること。  督員の承諾を受けること。  督員の承諾を受けること。  督員の承諾を受けること。  督員の承諾を受けること。

　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任　・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任

　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。　　技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。

　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す　・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第1種又は第2種電気工事士の資格を有す

　　る者とする。　　る者とする。　　る者とする。　　る者とする。　　る者とする。　　る者とする。　　る者とする。

9. 電気保安技術者等9. 電気保安技術者等9. 電気保安技術者等9. 電気保安技術者等9. 電気保安技術者等9. 電気保安技術者等9. 電気保安技術者等

10. 施工中の安全確保10. 施工中の安全確保10. 施工中の安全確保10. 施工中の安全確保10. 施工中の安全確保10. 施工中の安全確保10. 施工中の安全確保

  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。  もに, 施設の運営に支障がないよう，受注者の負担でその都度補修又は補償すること。

  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと  な措置を施さなければならない。万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとと

◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないよう

  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。  物の種類，位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない。

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設

  確認を受けてから工事着手すること。  確認を受けてから工事着手すること。  確認を受けてから工事着手すること。  確認を受けてから工事着手すること。  確認を受けてから工事着手すること。  確認を受けてから工事着手すること。  確認を受けてから工事着手すること。

　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の　仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の

◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等

　法令に従い適切に処理すること。　法令に従い適切に処理すること。　法令に従い適切に処理すること。　法令に従い適切に処理すること。　法令に従い適切に処理すること。　法令に従い適切に処理すること。　法令に従い適切に処理すること。

　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係　第496号）, 建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日 建設省建経発第3号）その他関係

　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示　制法, 大気汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年9月2日付け国土交通省告示

◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規

◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。

　添付すること。　添付すること。　添付すること。　添付すること。　添付すること。　添付すること。　添付すること。

　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を　札には現場代理人，監理技術者，主任技術者の別，氏名，会社名，工事名を記載し，顔写真を

◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること。名

  知徹底すること。  知徹底すること。  知徹底すること。  知徹底すること。  知徹底すること。  知徹底すること。  知徹底すること。

◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周

　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。

　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ　いて，写真等の資料を整備及び保管し，監督員の請求があったときは，直ちに提示しなければ

　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ　該作業を指揮する者を定め，指揮者の合図により行わなければならない。また，作業状況につ

◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当◎受注者は，機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は，当

　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。　含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。

　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を　けの作業を含む。）又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの作業を

◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛◎受注者は，重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛

◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。◎工事用電力設備の保安責任者を関係法令に従って有資格者を定め，監督員に報告すること。

◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移

　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作　動式クレーンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作

　業員により確認しなければならない。　業員により確認しなければならない。　業員により確認しなければならない。　業員により確認しなければならない。　業員により確認しなければならない。　業員により確認しなければならない。　業員により確認しなければならない。

◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置◎受注者は，トラック（クレーン装置付）を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置

　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を　（ブームの格納忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を

　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。　原則使用しなければならない。なお，使用できない場合は事前に監督員と協議を行うこと。

◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。◎休日，夜間に作業を行う時は，事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。

◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安◎受注者は，工事期間中安全巡視を行い，工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い，安

　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても　全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から，資機材の保管状況等についても

　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ　併せて確認すること。また，監督員から「資機材保管計画書」（自由様式）の提出を求められ

　た場合には，速やかに提出すること。　た場合には，速やかに提出すること。　た場合には，速やかに提出すること。　た場合には，速やかに提出すること。　た場合には，速やかに提出すること。　た場合には，速やかに提出すること。　た場合には，速やかに提出すること。

　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ　講じ安全確保を図り，施工手順について監督員の承諾を得たうえで，指定された時間に行うこ

　と。　と。　と。　と。　と。　と。　と。

  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ  資材落下に対する措置を講じなければならない。特に，飛来落下の恐れのある巾木やメッシュ

　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等　シート等の資機材については，足場の上に仮置きせず，設置又は荷下ろしするまでは，番線等

　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険　により固定を行うこと。また，強風，大雨，大雪等の悪天候のため，作業の実施について危険

◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は，原則禁止と

　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を　する。やむを得ず行う場合は，飛来落下の危険を生じるおそれがあるため，適切な防護措置を

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防

　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。　止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。

◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行◎仮囲いを設置する場合は，設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行

　い，その記録を保管すること。　い，その記録を保管すること。　い，その記録を保管すること。　い，その記録を保管すること。　い，その記録を保管すること。　い，その記録を保管すること。　い，その記録を保管すること。

◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や◎受注者は，足場を設置する場合は組立，解体時において，作業前に施工手順を確認し，倒壊や

  が予想されるときは，作業を中止すること。  が予想されるときは，作業を中止すること。  が予想されるときは，作業を中止すること。  が予想されるときは，作業を中止すること。  が予想されるときは，作業を中止すること。  が予想されるときは，作業を中止すること。  が予想されるときは，作業を中止すること。

共-01共-01共-01共-01共-01共-01共-01

12. 発生材の処理等12. 発生材の処理等12. 発生材の処理等12. 発生材の処理等12. 発生材の処理等12. 発生材の処理等12. 発生材の処理等 ◎発生材の処理等は，次により適正に行う。◎発生材の処理等は，次により適正に行う。◎発生材の処理等は，次により適正に行う。◎発生材の処理等は，次により適正に行う。◎発生材の処理等は，次により適正に行う。◎発生材の処理等は，次により適正に行う。◎発生材の処理等は，次により適正に行う。

　 報告及び引き渡しを要する。　 報告及び引き渡しを要する。　 報告及び引き渡しを要する。　 報告及び引き渡しを要する。　 報告及び引き渡しを要する。　 報告及び引き渡しを要する。　 報告及び引き渡しを要する。

(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，(1)工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については，

(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利(2)上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利

   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す   綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管す
   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要   用の促進に関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要

   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12   る場合，または自ら運搬する場合等においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12

   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ   条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては，監督員に報告し指示を仰ぐ

   こと。   こと。   こと。   こと。   こと。   こと。   こと。

(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃(3)産業廃棄物の種類ごとの処分場については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「産業廃

   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。   棄物の処理」又は「発生材の処理等」による。

(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」(4)建設発生土の処理については，各専門特記仕様書の1章一般共通事項「建設発生土の処理」

   による。   による。   による。   による。   による。   による。   による。

(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員(5)解体前に，照明器具，変圧器及び進相コンデンサのPCBの有無を調査し，有れば，監督員

   の指示に従うこと。   の指示に従うこと。   の指示に従うこと。   の指示に従うこと。   の指示に従うこと。   の指示に従うこと。   の指示に従うこと。

(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関(6)空調機等の整備や撤去処分を行う場合は，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関

   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。   当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。

   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該   する法律をはじめとする関係法令に基づき，作業や手続きを行う。家電リサイクル法に該

(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書(7)受注者は， 建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書

   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい   （様式3），産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されてい

　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，　 るか確認するとともに，監督員に建設発生土搬出調書を提出しなければならない。なお，

　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。　 監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。

◎アスベスト◎アスベスト◎アスベスト◎アスベスト◎アスベスト◎アスベスト◎アスベスト

     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，     ていないか調査し，あれば監督員の指示に従うこと。既存の分析調査結果がある場合は，

  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され  (1)解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用され

     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい     受注者がその結果を書類等により確認すること。なお，工事内容に変更がある場合におい

     ても同様とする。     ても同様とする。     ても同様とする。     ても同様とする。     ても同様とする。     ても同様とする。     ても同様とする。

     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。     既存の分析調査結果の貸与（　あり　・　なし　）。

  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により  (2)事前調査を公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）1.5.1及び大気汚染防止法により

     行うこと。     行うこと。     行うこと。     行うこと。     行うこと。     行うこと。     行うこと。

　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す　　 ・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより，労働基準監督署及び自治体に報告す

       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。       ること。監督員へも結果を提出するとともに，その写しを工事の現場に備え置くこと。

　　 ・調査結果は3年間保存すること。　　 ・調査結果は3年間保存すること。　　 ・調査結果は3年間保存すること。　　 ・調査結果は3年間保存すること。　　 ・調査結果は3年間保存すること。　　 ・調査結果は3年間保存すること。　　 ・調査結果は3年間保存すること。

　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。　　 ・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること。

　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。　　 ・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は，JIS A 1481-1によること。

11. 交通安全管理11. 交通安全管理11. 交通安全管理11. 交通安全管理11. 交通安全管理11. 交通安全管理11. 交通安全管理 ◎輸送災害の防止◎輸送災害の防止◎輸送災害の防止◎輸送災害の防止◎輸送災害の防止◎輸送災害の防止◎輸送災害の防止

  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打  受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打

  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交  合せを行い, 交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交

  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員  るおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員

  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え  災害の防止を図らなければならない。特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与え

  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,  通誘導員の配置, 標識, 安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て,

  に報告しなければならない。  に報告しなければならない。  に報告しなければならない。  に報告しなければならない。  に報告しなければならない。  に報告しなければならない。  に報告しなければならない。

◎過積載による違法運行の防止◎過積載による違法運行の防止◎過積載による違法運行の防止◎過積載による違法運行の防止◎過積載による違法運行の防止◎過積載による違法運行の防止◎過積載による違法運行の防止

  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者  受注者は，過積載による違法運行の防止に関し，特に次の事項について留意し，下請負業者

　を指導すること。　を指導すること。　を指導すること。　を指導すること。　を指導すること。　を指導すること。　を指導すること。

　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと　・積載重量制限を超えた土砂等の積込みは行わないこと

　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと　・さし枠装備車，不表示車は使用しないこと

　　当に害さないこと　　当に害さないこと　　当に害さないこと　　当に害さないこと　　当に害さないこと　　当に害さないこと　　当に害さないこと

  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不  ・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては，下請事業者及び骨材納入業者の利益を不

　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと　・過積載車両，さし枠装備車，不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと

  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる  ・過積載による違法通行により，逮捕または起訴された建設業者は，指名停止措置を講ずる

　　場合がある　　場合がある　　場合がある　　場合がある　　場合がある　　場合がある　　場合がある

◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ◎作業にあたって労働災害，公衆災害の事故リスクと対応方法について県監督員と協議するこ

　と。　と。　と。　と。　と。　と。　と。

◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について◎既設配管等を破損させた場合の停電，断水等の影響範囲及び破損防止のための対策について

　関係者と協議すること。　関係者と協議すること。　関係者と協議すること。　関係者と協議すること。　関係者と協議すること。　関係者と協議すること。　関係者と協議すること。

◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を◎事故により，停電，断水等が発生することを考慮し，施設休業日に作業するなど，作業日を

　施設管理者と協議すること。　施設管理者と協議すること。　施設管理者と協議すること。　施設管理者と協議すること。　施設管理者と協議すること。　施設管理者と協議すること。　施設管理者と協議すること。

◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する◎給水管近傍の作業で給水管を破損する恐れがある場合は，給水バルブの止水状況を確認する

　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協　とともに，事故による漏水に備えて直下階や近傍の重要備品について養生や移設について協

　議すること。　議すること。　議すること。　議すること。　議すること。　議すること。　議すること。

徳島県三好市池田町ウエノ徳島県三好市池田町ウエノ徳島県三好市池田町ウエノ徳島県三好市池田町ウエノ徳島県三好市池田町ウエノ徳島県三好市池田町ウエノ徳島県三好市池田町ウエノ

鉄筋コンクリート造　５階建て鉄筋コンクリート造　５階建て鉄筋コンクリート造　５階建て鉄筋コンクリート造　５階建て鉄筋コンクリート造　５階建て鉄筋コンクリート造　５階建て鉄筋コンクリート造　５階建て

4,768（m2）4,768（m2）4,768（m2）4,768（m2）4,768（m2）4,768（m2）4,768（m2）改修面積改修面積改修面積改修面積改修面積改修面積改修面積

７項７項７項７項７項７項７項

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社会社会社会社会社会社会社
株式株式株式株式株式株式株式

平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋

営繕工事共通仕様書(1)営繕工事共通仕様書(1)営繕工事共通仕様書(1)営繕工事共通仕様書(1)営繕工事共通仕様書(1)営繕工事共通仕様書(1)営繕工事共通仕様書(1)

管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟

32,053.73（m2）32,053.73（m2）32,053.73（m2）32,053.73（m2）32,053.73（m2）32,053.73（m2）32,053.73（m2）

　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事

Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。  　（a）受注時は，契約後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。

　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と　　（b）登録内容の変更時は，変更があった日から土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内と

　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。　　（c）しゅん工時は，工事しゅん工承認後，土曜日，日曜日，祝日等を除き14日以内とする。

　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。　   なお，変更時としゅん工時の間が14日間に満たない場合は，変更時の提示を省略できる。

Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田

   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。   除き14日以内に監督員に提出し，確認を受けなければならない。

　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版　・　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）・同解説　 令和5年版



16. 建設機械等16. 建設機械等16. 建設機械等16. 建設機械等16. 建設機械等16. 建設機械等16. 建設機械等

  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。  規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。

  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音  された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は, 監督員と協議する。ただし，騒音

  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定  ない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。なお, 同規程に基づき指定

  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい  機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。ただし, 同規程に記載されてい
  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設  人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程に基づき指定された建設

  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理  省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。現場代理

  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通  本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（国土交通

◎低騒音・低振動型建設機械◎低騒音・低振動型建設機械◎低騒音・低振動型建設機械◎低騒音・低振動型建設機械◎低騒音・低振動型建設機械◎低騒音・低振動型建設機械◎低騒音・低振動型建設機械

  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。  において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。

  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場  設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合, 現場代理人は施工現場

  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建  とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものとする。なお, 排出ガス対策型建

  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等  審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで排出ガス対策型建設機械と同等

  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術  間開発建設技術の技術審査・証明事業, あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術

  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民  公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民

  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度  とする。ただし, 排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度
  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械  第249号 最終改正 平成14.4.1国総施第225号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械

  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発  本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発

◎排出ガス対策型建設機械◎排出ガス対策型建設機械◎排出ガス対策型建設機械◎排出ガス対策型建設機械◎排出ガス対策型建設機械◎排出ガス対策型建設機械◎排出ガス対策型建設機械

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課
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  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。  25年法律第226号）に違反する軽油等を燃料として使用してはならない。

  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。  また，受注者は，県の徴税吏員が行う使用燃料の採取調査に協力しなければならない。

　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和　受注者は，ディーゼルエンジン仕様の車両及び建設機械等を使用する場合は，地方税法（昭和

◎不正軽油の使用禁止◎不正軽油の使用禁止◎不正軽油の使用禁止◎不正軽油の使用禁止◎不正軽油の使用禁止◎不正軽油の使用禁止◎不正軽油の使用禁止

◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円未満の場合において，遠隔臨場の実17. 遠隔臨場の試行17. 遠隔臨場の試行17. 遠隔臨場の試行17. 遠隔臨場の試行17. 遠隔臨場の試行17. 遠隔臨場の試行17. 遠隔臨場の試行

18. 工事看板等18. 工事看板等18. 工事看板等18. 工事看板等18. 工事看板等18. 工事看板等18. 工事看板等

19. 仮設トイレ19. 仮設トイレ19. 仮設トイレ19. 仮設トイレ19. 仮設トイレ19. 仮設トイレ19. 仮設トイレ

  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する  施を希望する場合は，「営繕工事の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を実施する

  ことができる。  ことができる。  ことができる。  ことができる。  ことができる。  ことができる。  ことができる。

◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の◎受注者は，当初請負対象金額（設計金額）が税込7千万円以上の場合において，「営繕工事の

◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木

  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工  製品を優先して使用するよう努めなければならない。県産木材を購入した場合，受注者は，工

  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。  事完了後「任意仮設における県内産木材購入実績報告書」を監督員へ任意で提出すること。

◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター◎受注者は，監督員から渡される「技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスター

  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな  （A3）」を現場関係者が見やすい場所に掲げるとともに，掲示状況を工事写真として提出しな

  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。  ければならない。ただし，次のいずれかに該当する工事は対象外とする。

　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事　(1)区画線工事，舗装工事，標識設置工事，照明灯工事

　(2)当初請負金額が200万円未満の工事　(2)当初請負金額が200万円未満の工事　(2)当初請負金額が200万円未満の工事　(2)当初請負金額が200万円未満の工事　(2)当初請負金額が200万円未満の工事　(2)当初請負金額が200万円未満の工事　(2)当初請負金額が200万円未満の工事

◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。◎受注者は仮設トイレを設置する場合，次のとおりとしなければならない。

　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。　ただし, 特段の理由がある場合はこの限りではない。

　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる

    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる　　原則として「快適トイレ」を設置しなければならない。また，現場従事者に女性が含まれる

    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。    場合は，原則として「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ  受注者は, 仮設トイレを設置した場合, 「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければ

  ならない。  ならない。  ならない。  ならない。  ならない。  ならない。  ならない。

　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。　なお, 洋式トイレとは, 和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。

  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し  快適トイレとは, 洋式トイレのうち, 防臭対策・施錠の強化などが実施された, 女性が利用し

  やすい仮設トイレのこと。  やすい仮設トイレのこと。  やすい仮設トイレのこと。  やすい仮設トイレのこと。  やすい仮設トイレのこと。  やすい仮設トイレのこと。  やすい仮設トイレのこと。

  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。  遠隔臨場に関する試行要領」に基づき遠隔臨場を試行しなければならない。

◎特定自主検査◎特定自主検査◎特定自主検査◎特定自主検査◎特定自主検査◎特定自主検査◎特定自主検査

  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機  本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機

  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録  械）は, 1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書（検査記録

  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。  表）の写しを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。

◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。◎工事現場には, 工事看板を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。

20. 設計変更箇所確認20. 設計変更箇所確認20. 設計変更箇所確認20. 設計変更箇所確認20. 設計変更箇所確認20. 設計変更箇所確認20. 設計変更箇所確認 ◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇◎設計事務所による工事監理がある場合，受注者は，工事監理業務受注者が作成する設計変更箇

　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。　所一覧表の内容について，監督員，工事監理業務受注者とともに定期的に確認すること。

　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも　また，工事しゅん工前には全ての設計変更箇所及び内容を監督員，工事監理業務受注者ととも

  に，書面により確認すること。  に，書面により確認すること。  に，書面により確認すること。  に，書面により確認すること。  に，書面により確認すること。  に，書面により確認すること。  に，書面により確認すること。

21. 工事検査及び技術検査 21. 工事検査及び技術検査 21. 工事検査及び技術検査 21. 工事検査及び技術検査 21. 工事検査及び技術検査 21. 工事検査及び技術検査 21. 工事検査及び技術検査 

当初請負対象額当初請負対象額当初請負対象額当初請負対象額当初請負対象額当初請負対象額当初請負対象額 一般入札工事一般入札工事一般入札工事一般入札工事一般入札工事一般入札工事一般入札工事 低入札工事 低入札工事 低入札工事 低入札工事 低入札工事 低入札工事 低入札工事 

3千万円未満3千万円未満3千万円未満3千万円未満3千万円未満3千万円未満3千万円未満 －－－－－－－ 1回1回1回1回1回1回1回

3千万円以上5千万円未満3千万円以上5千万円未満3千万円以上5千万円未満3千万円以上5千万円未満3千万円以上5千万円未満3千万円以上5千万円未満3千万円以上5千万円未満 －－－－－－－ 2回2回2回2回2回2回2回

5千万円以上1億円未満  5千万円以上1億円未満  5千万円以上1億円未満  5千万円以上1億円未満  5千万円以上1億円未満  5千万円以上1億円未満  5千万円以上1億円未満  1回1回1回1回1回1回1回 2回2回2回2回2回2回2回

1億円以上             1億円以上             1億円以上             1億円以上             1億円以上             1億円以上             1億円以上             2回2回2回2回2回2回2回 3回3回3回3回3回3回3回

(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。(注)低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。

　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。　　一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。

◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査

  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに  を実施するものとする。ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これに

  よらないことができる。  よらないことができる。  よらないことができる。  よらないことができる。  よらないことができる。  よらないことができる。  よらないことができる。

◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約◎中間検査の実施時期は，当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし，契約

  締結後速やかに監督員と協議すること。  締結後速やかに監督員と協議すること。  締結後速やかに監督員と協議すること。  締結後速やかに監督員と協議すること。  締結後速やかに監督員と協議すること。  締結後速やかに監督員と協議すること。  締結後速やかに監督員と協議すること。

◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は，中間検査を省略することができる。

◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査

  を実施する。  を実施する。  を実施する。  を実施する。  を実施する。  を実施する。  を実施する。

◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確◎外壁改修工事等において，足場が撤去されしゅん工検査時に検査員による出来形等の現場確

  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい  認ができなくなるおそれがある場合は，当初請負対象額に関係なく，中間検査の実施につい

  て監督員と協議すること。  て監督員と協議すること。  て監督員と協議すること。  て監督員と協議すること。  て監督員と協議すること。  て監督員と協議すること。  て監督員と協議すること。

営繕工事共通仕様書(2)営繕工事共通仕様書(2)営繕工事共通仕様書(2)営繕工事共通仕様書(2)営繕工事共通仕様書(2)営繕工事共通仕様書(2)営繕工事共通仕様書(2)

共-02共-02共-02共-02共-02共-02共-02

15. 施工15. 施工15. 施工15. 施工15. 施工15. 施工15. 施工

  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。  に記載）を提出し，監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること。

◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書◎試験等によらなければ確認できない工事（製品）については, 試験等計画書（施工計画書

  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。  の検査等を受け，承諾を受けて次の工程に進むこと。

◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員

　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。　名簿及びその証明書類等を監督員に提出すること。

◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者◎本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者

  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。  し工事は, 受注者の責任において実施し, それに要する費用は受注者の負担とする。

  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直  は,工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること。手直

◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合

　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。　その原因を検討し，再発防止のための必要な処置をとること。

　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，　値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって適切な処理を施すこと。また，

◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理◎品質管理は，適切な時期に品質計画に基づき，確認，試験又は検査を行うこと。結果が管理

　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。　員の出向いた時，又は営繕課へ問い合わせ，工事に遺漏のないようにすること。

◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督◎工事現場に監督員は常駐できないので，疑問な点，その他打合せ決定を要する事項は，監督

　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。　又は不都合な場合が生じたときは，標仕記載の「疑義に対する協議等」による。

◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難◎設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で設計図書によることが困難

◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，◎本工事に使用する建築材料は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし，

　次の（1）から（5）を満たすものとする。　次の（1）から（5）を満たすものとする。　次の（1）から（5）を満たすものとする。　次の（1）から（5）を満たすものとする。　次の（1）から（5）を満たすものとする。　次の（1）から（5）を満たすものとする。　次の（1）から（5）を満たすものとする。

　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル　(1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，MDF，パーティクル

　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散　　 ボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は，ホルムアルデヒドを発散

     しないか，発散が極めて少ないものとする。     しないか，発散が極めて少ないものとする。     しないか，発散が極めて少ないものとする。     しないか，発散が極めて少ないものとする。     しないか，発散が極めて少ないものとする。     しないか，発散が極めて少ないものとする。     しないか，発散が極めて少ないものとする。

　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極　(2)保温材，緩衝材，断熱材は，ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極

     めて少ないものとする。     めて少ないものとする。     めて少ないものとする。     めて少ないものとする。     めて少ないものとする。     めて少ないものとする。     めて少ないものとする。

　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮　(3)接着剤は，フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない揮

     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，     発性の可塑剤を使用し，ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，トルエン，キシレン，

     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。

　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを　(4)塗料（塗り床を含む）は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを

     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。
　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等　(5)(1)，(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等

     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。     発散しないか，発散が極めて少ないものとする。

14. 化学物質を発散する14. 化学物質を発散する14. 化学物質を発散する14. 化学物質を発散する14. 化学物質を発散する14. 化学物質を発散する14. 化学物質を発散する

　　建築材料等　　建築材料等　　建築材料等　　建築材料等　　建築材料等　　建築材料等　　建築材料等

◎県内企業調達建材等の優先使用◎県内企業調達建材等の優先使用◎県内企業調達建材等の優先使用◎県内企業調達建材等の優先使用◎県内企業調達建材等の優先使用◎県内企業調達建材等の優先使用◎県内企業調達建材等の優先使用

  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調  受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（以下，「県内企業調

　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調　達建材等」という。）を優先して使用するよう努めなければならない。また，県内企業調

　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 　達建材等の別を工種別施工計画書に記載するものとする。 

  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理  なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等を使用しない理

  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。  由を工種別施工計画書に記載し，監督員の承諾を得なければならない。

◎県内産再生砕石の原則使用◎県内産再生砕石の原則使用◎県内産再生砕石の原則使用◎県内産再生砕石の原則使用◎県内産再生砕石の原則使用◎県内産再生砕石の原則使用◎県内産再生砕石の原則使用

　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関す

  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2  る法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設（同法第15条の2

  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用  の6第1項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用

  しなければならない。  しなければならない。  しなければならない。  しなければならない。  しなければならない。  しなければならない。  しなければならない。

◎アスファルト舗装の材料◎アスファルト舗装の材料◎アスファルト舗装の材料◎アスファルト舗装の材料◎アスファルト舗装の材料◎アスファルト舗装の材料◎アスファルト舗装の材料

  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用  受注者は，加熱アスファルト混合物を使用するときは，原則として，「徳島県土木工事用

  た合材を原則として使用しなければならない。  た合材を原則として使用しなければならない。  た合材を原則として使用しなければならない。  た合材を原則として使用しなければならない。  た合材を原則として使用しなければならない。  た合材を原則として使用しなければならない。  た合材を原則として使用しなければならない。

  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され  生アスファルト合材の品質審査要綱」に基づき工場認定を受けた県内の工場から出荷され

県内産資材（次のいずれかに該当するもの）県内産資材（次のいずれかに該当するもの）県内産資材（次のいずれかに該当するもの）県内産資材（次のいずれかに該当するもの）県内産資材（次のいずれかに該当するもの）県内産資材（次のいずれかに該当するもの）県内産資材（次のいずれかに該当するもの）

（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品（1） 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品

（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品（2） 徳島県内の工場で加工，製造された製品

　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次　注1 部材，部品が県外製品であっても，県内の工場で加工，製造した製品（二次

      製品）であれば県内産資材として取り扱う。      製品）であれば県内産資材として取り扱う。      製品）であれば県内産資材として取り扱う。      製品）であれば県内産資材として取り扱う。      製品）であれば県内産資材として取り扱う。      製品）であれば県内産資材として取り扱う。      製品）であれば県内産資材として取り扱う。

　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産　注2 県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工，製造した製品も県内産

      資材として取り扱う。      資材として取り扱う。      資材として取り扱う。      資材として取り扱う。      資材として取り扱う。      資材として取り扱う。      資材として取り扱う。

　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製　注3 公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材，製

      品であること。      品であること。      品であること。      品であること。      品であること。      品であること。      品であること。

◎県内産資材の原則使用◎県内産資材の原則使用◎県内産資材の原則使用◎県内産資材の原則使用◎県内産資材の原則使用◎県内産資材の原則使用◎県内産資材の原則使用

　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材

      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。      を使用しなければならない。ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない。

      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。      なお, WTO対象工事については, 県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。

　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記　(2) 受注者は，木材以外の建設資材について，県内産資材であることの別を施工計画書に記

      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外      載するものとする。また，請負代金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外

      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共      の資材を使用する場合は, 県内産資材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共

      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。      に，確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければならない。

◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品◎標仕等に記載されていない特別な材料の仕様・工法は, 監督員の承諾を受けて，当該製品

  の仕様及び指定工法による。  の仕様及び指定工法による。  の仕様及び指定工法による。  の仕様及び指定工法による。  の仕様及び指定工法による。  の仕様及び指定工法による。  の仕様及び指定工法による。

◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク◎製材等（製材, 集成材, 合板, 単板積層材）, フローリング, 再生木質ボード（パーティク

　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び　ルボード, 繊維板, 木質系セメント板）については, 合法性に係る確認（「産地認証」及び

　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし, 機能上, 需給上など正当な理

　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承　由により確保が困難であり, 使用できない場合には監督員と協議するものとし,監督員の承

　諾を得るものとする。　諾を得るものとする。　諾を得るものとする。　諾を得るものとする。　諾を得るものとする。　諾を得るものとする。　諾を得るものとする。

　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の

　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」　「木材・木材製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年2月15日）」

　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月　に準拠して行うものとし, 監督員に合法証明書を提出するものとする。ただし，平成18年4月

　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木　より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木

　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日　いては, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日

　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ　1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認につ

　材であることの証明は不要とする。　材であることの証明は不要とする。　材であることの証明は不要とする。　材であることの証明は不要とする。　材であることの証明は不要とする。　材であることの証明は不要とする。　材であることの証明は不要とする。
◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工◎資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という。）及び建設工

  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく  事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という」。）に基づく

  対応は，以下のとおり行うこと。  対応は，以下のとおり行うこと。  対応は，以下のとおり行うこと。  対応は，以下のとおり行うこと。  対応は，以下のとおり行うこと。  対応は，以下のとおり行うこと。  対応は，以下のとおり行うこと。

 （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に （1)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に

     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定     関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定

     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の     される工事又は建設リサイクル法施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の

     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス     工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む。），土砂，砕石，加熱アス

     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン     ファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，（一財）日本建設情報総合セン

     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画     ターの建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」という。）により再生資源利用計画

     書を作成し，監督員に提出すること。     書を作成し，監督員に提出すること。     書を作成し，監督員に提出すること。     書を作成し，監督員に提出すること。     書を作成し，監督員に提出すること。     書を作成し，監督員に提出すること。     書を作成し，監督員に提出すること。

 （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る （2)受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る

     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7     の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7

     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア     条で規定される工事又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，ア

     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か     スファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場か

     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する     ら搬出する場合には，COBRISにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員に提出する

     こと。     こと。     こと。     こと。     こと。     こと。     こと。

 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示 （3)受注者は，上記計画書を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示

     も可）すること。     も可）すること。     も可）すること。     も可）すること。     も可）すること。     も可）すること。     も可）すること。

 （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を （4)受注者は，上記計画書に変更が生じた場合は，速やかに計画を変更し，その変更の内容を

     監督員に報告すること。     監督員に報告すること。     監督員に報告すること。     監督員に報告すること。     監督員に報告すること。     監督員に報告すること。     監督員に報告すること。

     施書を作成し，監督員に提出すること。     施書を作成し，監督員に提出すること。     施書を作成し，監督員に提出すること。     施書を作成し，監督員に提出すること。     施書を作成し，監督員に提出すること。     施書を作成し，監督員に提出すること。     施書を作成し，監督員に提出すること。

 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実 （5)受注者は，工事完了後速やかにCOBRISにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実

 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。 （6)受注者は，上記計画書及び実施書を工事完成後5年間保存すること。

 （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について， （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について， （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について， （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について， （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について， （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について， （7)受注者は，COBRISの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について，

     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生     その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力すること。ただし，バージン材を使用する生

     コンクリート及び購入土を除くものとする。     コンクリート及び購入土を除くものとする。     コンクリート及び購入土を除くものとする。     コンクリート及び購入土を除くものとする。     コンクリート及び購入土を除くものとする。     コンクリート及び購入土を除くものとする。     コンクリート及び購入土を除くものとする。

◎建設リサイクル法通知済証の掲示◎建設リサイクル法通知済証の掲示◎建設リサイクル法通知済証の掲示◎建設リサイクル法通知済証の掲示◎建設リサイクル法通知済証の掲示◎建設リサイクル法通知済証の掲示◎建設リサイクル法通知済証の掲示

　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る　受注者は，建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る

  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで  事着手日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで

  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工  イクル法施行令で定める基準以上のもの）においては，工事現場の公衆の見やすい場所に工

  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ  解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって，その規模が建設リサ

  存置しておかなければならない。  存置しておかなければならない。  存置しておかなければならない。  存置しておかなければならない。  存置しておかなければならない。  存置しておかなければならない。  存置しておかなければならない。

  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島  また，「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし，「徳島

  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク  県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣に基づき提出すること。なお，「建設リサイク

  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。  ル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。

◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知◎建設発生土の運搬を行う者に対する通知

　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載　受注者は，建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするとき，特記に土工事の記載

　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）　がある場合は「建設発生土の処理」に定められた事項等（搬出先の名称及び所在地，搬出量）

　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ　と，前項で行った確認結果を，委託した搬出者に対して，法令等に基づいて通知しなければ

　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。　ならない。

13. 材料・製品等13. 材料・製品等13. 材料・製品等13. 材料・製品等13. 材料・製品等13. 材料・製品等13. 材料・製品等 ◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する◎本工事に使用する建築材料，設備機材等（以下「建材等」という）は，設計図書に規定する

　所要の品質及び性能を有するものとする。　所要の品質及び性能を有するものとする。　所要の品質及び性能を有するものとする。　所要の品質及び性能を有するものとする。　所要の品質及び性能を有するものとする。　所要の品質及び性能を有するものとする。　所要の品質及び性能を有するものとする。

◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工◎受注者は，建材等の発注の際には，発注前に，品質及び性能に関して記載された工種別施工

  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定  計画書及びその証明となる資料を監督員へ提出しなければならない。ただし，設計図書に定

  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ  めるJIS又はJASの材料で，JIS又はJASのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ

  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。  め監督職員の承諾を受けた場合は，この限りでない。

　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人　なお, 各専門特記仕様書中，「評価名簿による」と記載されているものは, 一般社団法人

　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新　公共建築協会発行の「建築材料等評価名簿（最新版）」及び「設備機材等評価名簿（最新

　版）」記載品を指すものとする。 　版）」記載品を指すものとする。 　版）」記載品を指すものとする。 　版）」記載品を指すものとする。 　版）」記載品を指すものとする。 　版）」記載品を指すものとする。 　版）」記載品を指すものとする。 

◎県産木材の原則使用◎県産木材の原則使用◎県産木材の原則使用◎県産木材の原則使用◎県産木材の原則使用◎県産木材の原則使用◎県産木材の原則使用

　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型

　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理　　　枠を使用する場合, 原則として県産木材を使用しなければならない。ただし, 特段の理

　　　由がある場合にはこの限りでない。　　　由がある場合にはこの限りでない。　　　由がある場合にはこの限りでない。　　　由がある場合にはこの限りでない。　　　由がある場合にはこの限りでない。　　　由がある場合にはこの限りでない。　　　由がある場合にはこの限りでない。

　　　林で育成した木材」とは次のことである。　　　林で育成した木材」とは次のことである。　　　林で育成した木材」とは次のことである。　　　林で育成した木材」とは次のことである。　　　林で育成した木材」とは次のことである。　　　林で育成した木材」とは次のことである。　　　林で育成した木材」とは次のことである。

  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森

　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材　    (a) 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材

　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材　    (b) (a)以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材

  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場  (3) 受注者は, 請負代金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場

　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に　　　合は, 県産木材を使用できない理由を施工計画書に記載すると共に，確認資料を事前に

　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。　　　監督員に提出し, 承諾を得なければならない。

  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証証

　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。　　　明書」の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。

  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の

　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 　　　氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 

◎受領書の交付◎受領書の交付◎受領書の交付◎受領書の交付◎受領書の交付◎受領書の交付◎受領書の交付

　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ　受注者は，土砂を再生資源利用計画書に記載した搬入元から搬入したときは，法令等に基づ

　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。　き，速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。

◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等◎再生資源利用促進計画書を作成する上での確認事項等

　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場　受注者は，再生資源利用促進計画書の作成に当たり，建設発生土を工事現場から搬出する場

　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策　合は，工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策

　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，　法等の手続き状況や，搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについて，

　法令等に基づき確認しなければならない。　法令等に基づき確認しなければならない。　法令等に基づき確認しなければならない。　法令等に基づき確認しなければならない。　法令等に基づき確認しなければならない。　法令等に基づき確認しなければならない。　法令等に基づき確認しなければならない。

　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場　　また，確認結果は再生資源利用促進計画書に添付し監督員に提出するとともに，工事現場

　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。　において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等◎建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等

　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令　受注者は，建設発生土を再生資源利用促進計画書に記載した搬出先へ搬出したときは，法令

　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再　等に基づき，速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め，受領書に記載された事項が再

　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを　生資源利用促進計画書に記載した内容と一致することを確認するとともに，監督員に写しを

　提出しなければならない。　提出しなければならない。　提出しなければならない。　提出しなければならない。　提出しなければならない。　提出しなければならない。　提出しなければならない。

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社会社会社会社会社会社会社
株式株式株式株式株式株式株式

平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋
　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事

　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円未満の工事

　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事　・当初請負対象金額（設計金額）3千万円以上の工事

Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田



図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

NO SCALENO SCALENO SCALENO SCALENO SCALENO SCALENO SCALE

特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項
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章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項 章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 章章章章章章章 項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目 特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項特　　記　　事　　項

22. 完成図等22. 完成図等22. 完成図等22. 完成図等22. 完成図等22. 完成図等22. 完成図等 ◎電子納品：対象◎電子納品：対象◎電子納品：対象◎電子納品：対象◎電子納品：対象◎電子納品：対象◎電子納品：対象

区　　　分区　　　分区　　　分区　　　分区　　　分区　　　分区　　　分 サ　イ　ズサ　イ　ズサ　イ　ズサ　イ　ズサ　イ　ズサ　イ　ズサ　イ　ズ

着　手　前着　手　前着　手　前着　手　前着　手　前着　手　前着　手　前

施　工　中施　工　中施　工　中施　工　中施　工　中施　工　中施　工　中

完　成　写　真完　成　写　真完　成　写　真完　成　写　真完　成　写　真完　成　写　真完　成　写　真

カラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズ

カラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズ

カラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズカラー, 手札版又はサービスサイズ

◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 ◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 ◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 ◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 ◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 ◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 ◎工事完成撮影は, 別途指定がある場合を除き，専門家によらないものとする。 

◎提出書類◎提出書類◎提出書類◎提出書類◎提出書類◎提出書類◎提出書類

　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原　・竣工図（製本3部，電子データ2部）（サイズ：監督員から別途指示がある場合を除き，原

    図版とする ）　    図版とする ）　    図版とする ）　    図版とする ）　    図版とする ）　    図版とする ）　    図版とする ）　

　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）　・工事写真（写真帳１部（着手前及び完成写真），電子データ2部）

　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）　・使用材料一覧表（4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付），電子データ2部）

　・保全に関する資料　・保全に関する資料　・保全に関する資料　・保全に関する資料　・保全に関する資料　・保全に関する資料　・保全に関する資料

◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。◎しゅん工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。

　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ　しゅん工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオ

　リジナル形式をCD-R等に保存する。　リジナル形式をCD-R等に保存する。　リジナル形式をCD-R等に保存する。　リジナル形式をCD-R等に保存する。　リジナル形式をCD-R等に保存する。　リジナル形式をCD-R等に保存する。　リジナル形式をCD-R等に保存する。

◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資機材, 施工状況の順に整理する。

  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の  完成写真については, 工事目的物の状態が，資機材, 施工状況等については，不可視部分の

　出来形が写真で的確に確認できること。　出来形が写真で的確に確認できること。　出来形が写真で的確に確認できること。　出来形が写真で的確に確認できること。　出来形が写真で的確に確認できること。　出来形が写真で的確に確認できること。　出来形が写真で的確に確認できること。

◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。

◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，◎受注者は，原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査，

　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）　設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）

　すること。　すること。　すること。　すること。　すること。　すること。　すること。

営繕工事共通仕様書(3)営繕工事共通仕様書(3)営繕工事共通仕様書(3)営繕工事共通仕様書(3)営繕工事共通仕様書(3)営繕工事共通仕様書(3)営繕工事共通仕様書(3)

共-03共-03共-03共-03共-03共-03共-03

23. デジタル工事写真の23. デジタル工事写真の23. デジタル工事写真の23. デジタル工事写真の23. デジタル工事写真の23. デジタル工事写真の23. デジタル工事写真の

　　小黒板情報電子化　　小黒板情報電子化　　小黒板情報電子化　　小黒板情報電子化　　小黒板情報電子化　　小黒板情報電子化　　小黒板情報電子化
◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得

　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす　たうえで，デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とす

　ることができる。　ることができる。　ることができる。　ることができる。　ることができる。　ることができる。　ることができる。

◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運

　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。　用について（県土整備部）」に記載された全ての内容を適用することとする。

24. 火災保険24. 火災保険24. 火災保険24. 火災保険24. 火災保険24. 火災保険24. 火災保険

  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの  本工事の着手に際し, 火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるもの

◎火災保険◎火災保険◎火災保険◎火災保険◎火災保険◎火災保険◎火災保険

　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）　を含む。））を請負額に応じて付保する。（標準請負契約約款 第55条）

　(1)対象物　　(1)対象物　　(1)対象物　　(1)対象物　　(1)対象物　　(1)対象物　　(1)対象物　

　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。

　(2)付保除外工事　(2)付保除外工事　(2)付保除外工事　(2)付保除外工事　(2)付保除外工事　(2)付保除外工事　(2)付保除外工事

　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。　　 次に掲げる単独工事については，付保を除外できる。

     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　     ・杭及び基礎工事　・コンクリート躯体工事　・屋外付帯工事　

   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）   　・その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）

　(3)付保する時期及び金額　(3)付保する時期及び金額　(3)付保する時期及び金額　(3)付保する時期及び金額　(3)付保する時期及び金額　(3)付保する時期及び金額　(3)付保する時期及び金額

     鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に,      鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に,      鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に,      鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に,      鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に,      鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に,      鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に, 木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に, 

     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当     請負金額相当額を付保する。また,模様替え工事等については, 工事着手時に請負金額相当

     額を付保する。     額を付保する。     額を付保する。     額を付保する。     額を付保する。     額を付保する。     額を付保する。

　(4)保険終期　(4)保険終期　(4)保険終期　(4)保険終期　(4)保険終期　(4)保険終期　(4)保険終期

     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長     工事完成期日に14日を加えた期日とする。なお, 工期延伸した場合には保険の期間も延長

　　 する。　　 する。　　 する。　　 する。　　 する。　　 する。　　 する。

　(5)その他　(5)その他　(5)その他　(5)その他　(5)その他　(5)その他　(5)その他

     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払     ・付保する時期以降に出来高払を行う場合は, 受注者は保険契約の証券の写しを出来高払

       の書類に添付する。       の書類に添付する。       の書類に添付する。       の書類に添付する。       の書類に添付する。       の書類に添付する。       の書類に添付する。

     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。     ・建設工事保険に付保した場合は，火災保険に付保したものとみなす。

◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対◎当初請負対象金額（設計金額）が税込1,000万円以上の工事において，公共事業労務費調査の対

  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，  象工事となった場合は，受注者は，調査票等に必要事項を正確に記入し調査団体に提出する等，

　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。　必要な協力を行わなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様とする。

25. 公共事業労務費調査25. 公共事業労務費調査25. 公共事業労務費調査25. 公共事業労務費調査25. 公共事業労務費調査25. 公共事業労務費調査25. 公共事業労務費調査

  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，  調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合，

  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様  受注者は，その実施に協力しなければならない。また，本工事の工期経過後においても，同様

  とする。  とする。  とする。  とする。  とする。  とする。  とする。

　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，受注者は，

  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し  労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し

  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。  ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。

  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者  受注者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には受注者は，当該下請工事の受注者

  ければならない。  ければならない。  ければならない。  ければならない。  ければならない。  ければならない。  ければならない。

  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな  （当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前述と同様の義務を負う旨を定めな

(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と(1)受注者は，工事の施工に関し，暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」と26. 暴力団からの不当要求26. 暴力団からの不当要求26. 暴力団からの不当要求26. 暴力団からの不当要求26. 暴力団からの不当要求26. 暴力団からの不当要求26. 暴力団からの不当要求

　　又は工事妨害の排除　　又は工事妨害の排除　　又は工事妨害の排除　　又は工事妨害の排除　　又は工事妨害の排除　　又は工事妨害の排除　　又は工事妨害の排除 　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ　 いう。）を受けた場合（（2）に規定する場合は，下請負人から報告があったとき）には，そ

   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。   の旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出なければならない。

(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等(2)受注者は，本工事の一部を下請に付する場合，下請工事の施工に関して下請負人が暴力団等

   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら   からの不当介入を受けたときは，受注者にその旨を報告することを義務付けしなければなら

   ない。   ない。   ない。   ない。   ない。   ない。   ない。

(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。(3)受注者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければならない。

(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，(4)受注者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，

   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合   発注者と工程に関する協議を行い，その結果，工期内に工事が完成しないと認められる場合

   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者   は，「徳島県公共工事標準請負約款」（以下「約款」という。）第22条の規定により，発注者

   に工期延長の請求を行わなければならない。   に工期延長の請求を行わなければならない。   に工期延長の請求を行わなければならない。   に工期延長の請求を行わなければならない。   に工期延長の請求を行わなければならない。   に工期延長の請求を行わなければならない。   に工期延長の請求を行わなければならない。

(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届(5)受注者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届

   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。   を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。

(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する(6)受注者は，前項被害により，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する

   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。   発注者に工期延長の請求を行わなければならない。

   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，   協議を行い，その結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，約款第22条の規定により，

◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。◎既存埋設管等の状況について，現場と図面の相違が発覚した場合は竣工図に反映させること。

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社会社会社会社会社会社会社
株式株式株式株式株式株式株式

平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋

Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田
　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事　　　　　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項

NON 一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

Ⅲ. 建築改修工事特記仕様書
1章　改修一般共通事項

◎施工条件は次による. 

　・工事工程については事前に学校・監督員との調整の上決定する。

　・工事車両等の配置及び経路は、日・時により制限があるので事前に打合せを行うものとする。

　・工事着工前に設備配管等を十分に調査し支障のある場合は関係者に連絡をして適切な処理をすること。

  ・階段廻りの改修工事は、長期休暇期間に行うものとする。

　・その他の詳細な施工条件については，実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上

　　決定し，適宜相互に日程の調整及び確認を行う．　　

　　おいても施設管理者より作業中止の要望がある場合は作業の中止を行なう場合がある。

　・本工事に支障ある植裁の移植について施設管理者及び現地監督員と打合せの上決定する事。

　・施設の使用に影響のある騒音，振動，粉塵等を伴う作業は平日の授業中は原則施工出来ない．又　，休日に

1.　施工条件

2．重要備品等 ◎工事に影響のある範囲内の重要備品等　（　有　・　無　）

　備品等名称：

　保管場所　：

　注意事項　：

3. 施工調査

4．交通誘導警備員

◎調査期間

　本工事の着手時に, 給排水, ガス管, 地下埋設物等の調査を行う。調査期間は　　週間とする。

  切り回し時期については, 　　　頃とする。

◎交通誘導警備員

　こと。

  ・本工事は, 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を

　　行う場所に一級又は二級の検定合格警備員の配置が

　　（ 義務付けられている ・ 義務付けられていない ）。

  ・警備業法を遵守するとともに, 受注者は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し

　　等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること。

  ・配置された検定合格警備員は, 業務に従事している間は合格証明書を携帯し，かつ，監督員

　　等の請求があるときは，これを提示すること。

  ・受注者は，発注者が行う交通誘導警備員勤務実績調査の実施に協力しなければならない。

　　また，対象工事の一部について下請負契約を締結する場合は，当該下請負工事の受注者（当

　　該下請負工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）も同様の義務を負う旨を定めなけ

　　ればならない。

  ・受注者は, 「交通誘導警備員勤務実績報告書」を作成し, 勤務実績が確認できる資料（勤務

　　伝票の写し）とともに, 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない。

5. 産業廃棄物の処理 ◎産業廃棄物の種類ごとに次の処分場を指定する。

  （注）表中「優良」欄に丸印の入っている業者は，「徳島県優良産業廃棄物処理業者の認定業者」

　　　  であることを示す。

種　　類 処分許可業者の会社名

(処分区分)
優良

処　　分　　地

所　　在　　地 運搬距離
(km) (税抜，円)

処分費
単位

コンクリート

  （無筋）
t

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

項　　　目 電気工事 管 工 事 空調工事 そ の 他

　同上(リンブレン等)

設備機器天井開口墨出

縦樋(GLまで)

盤, 便器等の箱入れ

  同上補強

給排気ガラリ取り付け

空調機器類の基礎工事

衛生器具取付のブロック壁 
空洞部分のモルタル埋め

工事種目 技能検定職種 技　能　検　定　作　業

仮設 とび ・ とび作業

鉄筋 鉄筋施工 ・ 鉄筋組立て作業

コンクリート コンクリート圧送施工 ・ コンクリート圧送工事作業

型枠 型枠施工 ・ 型枠工事作業

鉄骨 鉄工

・ アスファルト防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業
防水 防水施工

・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

タイル タイル張り

木 建築大工

建築板金
屋根及びとい

かわらぶき

金属 建築板金

左官 左官

建具製作

建具

サッシ施工

ガラス施工

塗装 塗装

内装 内装仕上げ施工

表装

配管 配管 ・ 建築配管作業

植栽 造園 ・ 造園工事作業

機械設備 冷凍空気調和機器施工 ・ 冷凍空気調和機器施工作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業

・ タイル張り作業

・ 大工工事作業

・ 内外装板金作業

・ かわらぶき作業

・ 内外装板金作業

・ 左官作業

・ 木製建具手加工作業

・ 木製建具機械加工作業

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 建築塗装作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ 鋼製下地工事作業

・ ボード仕上げ工事作業

・ カーテン工事作業

・ 木質系床仕上げ工事作業

・ 表具作業　・ 壁装作業

7．他工事との取り合い

梁, 壁, 床スリーブ入れ

　同上穴埋補修

スリーブ開口補強(鉄筋)

床, 天井点検口

　同上切込み及び開口補強

9. 技能士の適用 ◎技能士の適用については， 次の技能検定作業（以下，「作業」という。）のうち各工事毎

◎他工事との取り合い区分

建築工事

  に適用する作業を指定するものとする。 

　技能士は， 職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし， 

  資格を証明する資料を監督員に提出すること。

　技能士は，適用する工事作業中，1名以上の者が自ら作業をするとともに，他の技能者

  に対して，施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。技能士は，氏名，検定職

  種，技能士番号等県が指定した内容を記載した名札等により，資格を明示するものとす

  る。なお，指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとする。

・ 構造物鉄工作業

  ○印 ･･･ 適用作業

〇

〇

〇

　いる場合において，指定された処分場以外で処分する場合は監督員の承諾を得ること。

　なお，増額変更の対象とはしない。

6. 建設発生土の処理 ◎建設発生土の処理については,「３章 土工事」に記載している。なお,場外拠出が指定されて

　上記以外の許可業者の処分場で処分しても差し支えないが, 増額変更の対象とはしない。

  また, この場合, 処分単価の見積書を求め, 減額変更を行うことがある。

　なお, 上記の処分場が徳島県優良産業廃棄物処理業者（以下, 「優良産廃処分業者」という。）

　に認定されているとき, 処分場を変更する場合は原則として優良産廃処分業者に変更すること。

　ただし, 諸般の事情により優良産廃処分業者以外の処分場で処分を行う場合は, 理由書を監督

　員に提出すること。

　また，コンクリート・アスファルト類の搬出先については，中間処理施設のみとする。

　木材については，50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。

コンクリート
t

t

  （有筋）

ガラス (有)久保衛生 9.4 10,000

廃プラ m3

石膏ボード

（株）リリース 8.6 16,000

t

金属 0 －

三好郡東みよし町加茂6001-1

三好郡東みよし町加茂6001-1

三好郡東みよし町昼間字カドタ305-2

三好郡東みよし町昼間字カドタ305-2

　　　　　管理棟内部改修工事

  ・工事については, 8時30分から17時までの間で行うこと. 

　・正面通路は通学路であるため,「通学時間帯等」の間は工事車輌は通行しないものとする. 

　・警備員は, 延20人（昼20人, 夜0人：うち検定合格警備員0人）を見込んでいる。

  交通誘導警備員については, 警備業法に基づく警備員とし, 図示する場所に20日間配置する

〇

〇

〇
〇

建築改修工事特記仕様書－１

改特-01

測　　定　　対　　象　　室 測定箇所数

　採取器具は受注者にて用意すること。

  学校以外：ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼン

  学校：ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・パラジクロロベンゼン・スチレン・エチルベンゼン

◎建物の用途により以下の物質の室内濃度を測定すること.

　　濃度測定

10. 室内空気中の化学物質の

Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田

徳島ﾘｻｲｸﾙ工業㈱

徳島ﾘｻｲｸﾙ工業㈱

39.3 900
阿波市阿波町五明141-1

阿波市阿波町五明141-1

美馬市脇町字西赤谷2351

美馬市脇町字西赤谷2351
39.3 1,200

○

○

（株）中倉商店
吉野川市川島町川島469-1

阿波市吉野町柿原字原30-1
52.7

m3

木材
㈲徳島興産

○
徳島市津田海岸町2番90号

徳島市津田海岸町2番90号
78.2 10,000

(有)山一建設
阿波市市場町香美字西原284-1

阿波市市場町香美字西原284-1
47.5 15,000

m3
ｱｽﾍﾞｽﾄ

含有成形板等
(株)明和ｸﾘｰﾝ 14.0 36,000

三好市山城町大和川６９７番地の１

三好市山城町大和川６９７番地の１

 1F:大会議室②、校長室②、事務室②、保健室②、第1応接室① 　　 9ヶ所

　      (1)の後, 測定対象室の全ての窓及び扉を5時間閉鎖する. ただし, 造り付け家具, 押入等の収納部

    (2) 5時間閉鎖

　測定は、測定対象室の工事施工前及び工事施工後に行うこと．

  測定は, 次のいずれかにより行う. 

  ・住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく評価方法基準(平成13年 国土交通省告示第1347号)第56

　　－3(3)「ロ 測定の方法」において定められた方法

  ・パッシブ型採取機器を用いる方法

　　パッシブ型採取機器を用いる場合は, 次の要領により行う. 

　　(1) 30分間換気

　　　　測定対象室のすべての窓及び扉(造り付け家具, 押入等の収納部分の扉を含む)を開放し, 30分間換

　　　　気する. 

　　　　分は開放したままとする. 

    (3) 測定

        イ (2)の状態のままで測定する. 

        ロ 測定時間は, 原則として24時間とする. ただし, 工程等の都合により24時間測定が行えない場

　　　　　 合は, 8時間測定とする. 

　         なお, 8時間測定の場合は午後2時～3時が測定時間の中央となるよう, 10時30分～18時30分まで

           の時間帯で測定する.

        ※(1), (2), (3)において, 換気設備又は空気調和設備は稼働させたままとする. ただし, 局所的

　　　　　な換気扇等で常時稼働させないものは停止させたままとする. 

　　(4) 分析

　　　　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取器を分析機関に送付し、濃度を分析する. 

◎測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気等の措置を講じた後、

  再度測定を行う.

　　　　測定後, 測定結果を監督員に提出すること. 

　　(5) 測定結果の提出

　　　  ハ 測定回数は1回とし, 複数回の測定は不要とする. 

 2F:進路指導室②、全日制職員室②、進路応接室２① 　　 5ヶ所

3F又は4F:教室②　※3,4Fで先行して完了する教室にて実施すること 　　 2ヶ所

　　 3ヶ所5F:図書室③



NON

項　　　目 特　記　事　項

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項

建築改修工事特記仕様書－２

2章　改修仮設工事

項　　　目 特　記　事　項

1.　一般事項

　排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと. 

2.　ベンチマ－ク

　する. 

　①労働安全衛生法に基づく構造規格

　②(社)仮設工業会の認定基準

　また, 厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録

　工場及び指定工場等の活用に努めるとともに, 前記規格等に定めるもの以外の使用に当たってはあらかじ

　め強度等を確認した書類を監督員に提出し, 承諾を得ること. 

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については, 次の規格又は認定基準(以下「規格等」という. )に適合す3.　足場等

　るものを使用すること. 

◎労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第７に掲げる機械等（組立から解体までの期間が

　60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに所轄労働基準監督署長に届け出をおこ

　なうこと.

　届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

◎設計GLの設定は, 1F廊下FL-500を±0とし, NGLはBM±(　0　)mmとする. ただし, 監督員の指示により決定

◎着工に先立ち, 敷地境界, 既存構造物,敷地の高低差地下埋設物の確認, 近隣建築物及び工作物の現状確認, 

◎内部足場(種類：脚立足場, 仕様：並列)

◎足場等の設置業者は, 別契約の関係受注者に無償で使用させること.また,安全管理も実施すること.

◎足場等を無償使用する業者は，設置業者の指示に従うこと．

◎労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に営繕課

　指定の足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること.

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防止チェック

　シート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること.

　・壁つなぎ間隔(水平方向:　　m以下, 鉛直方向:    m以下)

◎内部足場(種類：階段足場, 仕様：２枚布, D=90cm)

4.　養生

◎既存部分の家具等の養生範囲は図示による. 

5.　監督員事務所

◎既存部分の養生範囲は図示による. (養生方法：コンパネ＋シート養生 )

  (養生方法：シート養生  )

◎監督員事務所は( 設ける(面積　　m２程度) ・ ●設けない )

　ただし, 施設管理者と協議すること. 

6.　工事用用水, 電力等

　ただし, 施設管理者と協議すること. 

◎既存電力利用( 出来る ・ ●出来ない ), 電力料金( ●有償 ・ 無償 )

◎既存用水利用( 出来る ・ ●出来ない ), 用水料金( ●有償 ・ 無償 )

    現場事務所用地等

資材置場 　ただし, 施設管理者と協議すること. 

◎同用地は, ( 図示の場所に ・ ●用意していないので業者にて )設けること.7.  工事車両用駐車場

◎仮間仕切りは, ( A種 ・ ●B種 ・ C種 )とする. 

項　　　目 特　記　事　項

1.  材料 規格名称 種類の記号 径(㎜)

鉄筋コンクリート用棒鋼

－
建築基準法の規定に　　
基づき認定を受けた鉄筋

溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：    寸法：    径：　　

規格番号

JIS G 3112

－

JIS G 3551

SD295A

項　　　目 特　記　事　項

◎材料は, 市場品とする。

◎砂利及び砂地業

7.  砂利・砂・割り石及び

    捨コンクリート地業等

種　別 使用部位 厚　さ 粒度範囲

切込砂利   

切込砕石   

再生クラッシャラン   

　・締固めは, ランマー3回突き, 振動コンパクター2回締め又は振動ローラー締めとする. 締固めによる凹

　　凸は目つぶし砂利で上均しをする.

◎締め固め機械の選定に当たっては, 地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること. 

　・厚さが300mmを越える場合は, 300mmごとに締固めを行う.

◎捨コンクリートは, 無筋コンクリート(スランプ15㎝, 設計基準強度18N/mm２)とし, 厚さは 50 mmとする.

◎床下防湿層は, ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上, 重ね合せ及び基礎梁際ののみ込みは250mm, 断熱

　材のある場合ののみ込みは400mm以上とする. 

◎防湿層の位置は, 土間スラブの直下とする. ただし, 断熱材がある場合は, 断熱材の直下とする. 

　・砂利は, ( 切込砂利 ・ ●切込砕石 ・ 再生クラッシャラン )とする.

土間下 120mm C-40

D10

2.  材料試験

  ただし, 規格証明書を提出し, 監督員の承諾を得ること. 

◎材料試験は行わない. 

3.  鉄筋の継手及び定着 ◎鉄筋の継手は( ●重ね継手 ・ ガス圧接継手 ・ 機械式継手　・　溶接継手 )とする. 

◎結束線の端部は内側に折り曲げる. 

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による.

◎鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による.

4.  鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

    アンカーセット方式は本体打ち込み式とする. 

◎埋込み配管等に当たった場合は, 直ちに穿孔を中止し, 監督員に報告し指示を受けること. 

◎鉄筋等に当たった場合は, 穿孔を中止し, 付近の位置に再穿孔を行うこと. 中止した孔は, モルタルで充

  てんすること.

◎目地がある場合のかぶりは, 目地底からの寸法とする. 

◎各部の配筋は, 図示による. 図示されていない場合は, 標仕参考図［1節－基礎及び基礎梁の配筋］～

　［7節－梁貫通孔その他配筋］による.

◎主要な配筋は, コンクリート打込みに先立ち, 種類, 径, 数量, かぶり, 間隔, 位置等について, 監督職

  員の検査を受ける. 

 配筋検査10. 

  るものとし, これらを証明する資料を提出し, 監督員の承諾を受けること. 

◎あと施工アンカー作業における技能者は、あと施工アンカー工事の施工に関する十分な経験と技能を有す11.　あと施工アンカー工事

　除く）

(耐震改修工事に伴うものを

◎柱, 梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは, 標仕表5.3.6の数値に10㎜を加えた数値を標準とする. 

    接合筋の種類は( ｽﾁｰﾙ製 ), 径( W3/8 ), 長さ( 図示 )とする. 

　・金属系アンカー　<LGS天井下地用>

◎施工確認試験を( ●行う ・ 行わない ). 　確認強度(　5.9　)kN　試験方法は標仕14.1.3(エ)による.

◎あと施工アンカーは( ●金属系アンカー ・ ●接着系アンカー )とする. 

　　引張耐力(0.4kN)とする. せん断耐力(　　kN)とする. アンカー本体の径(9.5mm), 埋込深さ(40mm)とする.  

◎構造体コンクリートの調合管理強度は, 設計基準強度(Fc)に構造体強度補正値(S)を加えた値とする. 

によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢

　　ただし, 第３者機関以外で行う場合は, 立ち会い者を定め,監督員の承認を受け, 行うこととする.

　28日までの予想平均気温に応じて定める. 

◎コンクリートの強度試験

  コンクリートの強度試験については, 次のとおり取扱うものとする. 

  ・第4週強度確認

　なお, 構造体強度補正値(S)は, 標仕 表6.3.2

　  原則, 第３者機関にて, 主任技術者又は現場代理人立会いの上, 行うこと.

　　なお, 試験機関を選定した際には, すみやかに監督員に報告すること. 

2.　コンクリートの仕上がり ◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は, による.標仕 表6.2.3

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは による。標仕 表6.2.5

  
3.　普通コンクリート

  ッシュセメントB種 )とする. 

◎細骨材に含まれる塩化物量は, NaCl換算で0.04%以下とする.

◎所要空気量は4.5%±1.5%とする.

◎コンクリ－ト中の塩化物量は, 0.3kg/m3以下とし, 試験方法は標仕6.5.4による. 

◎骨材は, による. 標仕6.3.1(2)

◎試練りは( 行う ・ ●行わない ). 

◎細骨材としてフェロニッケルスラグ使用( できる ・ ●できない ).

◎合板せき板を用いる打放し上げの種別は( A ・ ●B ・ C )種とする.

適用箇所

1.　一般事項

◎設計基準強度

コンクリート
の種類　　　

設計基準強度
(cm)

スランプ 強度試験の
有無

種別
気乾単位

(t/m３)
強度
調合管理

Fn(N/mm２)
Fc(N/mm２)

容積重量

　・Ⅱ類(JIS A 5308への適合したコンクリート)

◎コンクリートの種別

　　普通ｺﾝｸﾘｰﾄ １８２１ 有

◎セメントの種類は, ( ●普通ポルトランドセメント ・ 混合セメントA種 ・ 高炉セメントB種 ・ フライア

　●Ⅰ類(JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート)

2.3２１＋Ｓ

１８２１ 有 2.3２１＋Ｓ　　普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

 ｽﾗﾌﾞ補修

 土間補修

2.3　　普通ｺﾝｸﾘｰﾄ １８ １８ １５ 無  捨てコン

項　　　目 特　記　事　項

工場の指定

◎受注者は, コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため, 次の3つの対策の中のいず

　　　ュセメントに適合するフライアッシュセメント［B種またはC種］もしくは混和材をポルトランドセメ

　    骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法またはモルタルバー法)の結果で無害と確認された骨材を使

　 　 試験方法は, JIS A 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)またはJIS A 5308(レディミ

　　　クストコンクリート)の付属書7「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)」, JIS A 1146骨材

　　　のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)またはJIS A 5308(レディミクストコンクリート)

　    アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し, コンクリート1m３に含まれるアルカリ総

　    JIS R 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［B種またはC種］あるいはJIS R 5213フライアッシ

　れか1つについて確認をとらなければならない.

　(1) コンクリート中のアルカリ総量の抑制

  (2) 抑制効果のある混合セメント等の使用

　　　ントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

  (3) 安全と認められる骨材の使用

　　　用する. 

　　　の付属書8「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)」による.　

　　　量をNa2O換算で3.0kg以下にする. 

◎混和材料を使用する場合の種類は標仕6.3.1(4)によることとし，監督員の承諾を受けること.

◎工事開始に先立ち, 工場を選定し, 監督職員の承諾を受ける. 4.　レディミクストコンクリート

工場の指定

5.　型枠

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質 厚さ 適用箇所

県産木製型枠 －

A　種

B  種

C　種

普通型枠

なし

あり

なし

なし

なし

6.8.2 (2)(ア)

6.8.2 (2)(イ)

6.8.2 (2)(イ)

6.8.2 (2)(イ) １２mm 　 スラブ底

◎スリーブの材種( ボイド　　　　　　　　　　　　　)

◎型枠は, ( 県産木製型枠 ・ ●合板 ・ 金属製 ・ 樹脂系 ・ 打込み型枠 ・ ブロック )とする.

１２mm 　 土間合板

合板

3章　地業工事

4章　鉄筋工事

5章　コンクリート工事

改特-02Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



NON

項　　　目 特　記　事　項

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項

　系接着剤を使用できない場合には，監督員と協議するものとし，監督員の承諾を得るものとする．

　ただし，正当な理由により確保が困難である場合等，ホルムアルデヒドの発散量が，Ｆ☆☆☆☆のでん粉

　接着剤のホルムアルデヒドの発散量は，Ｆ☆☆☆☆とする．

◎建物内部の木製建具に使用するホルムアルデヒド水溶液を用いた造作用，壁紙施工用及び建具用でん粉系

◎マスターキーは, 製作する( ３ 組). その他の鍵の製作本数は（　3　組）

◎金属製建具に使用する丁番は改標仕表5.7.2による.

◎握り玉及びレバーハンドル, 押板類, クレセント等の取付け位置は図示による. 

◎既製又はこれに準ずる建具の建具金物は, 建具製作所の仕様による. 

 改標仕表5.7.1による. ◎金物の種類及び見え掛り部の材質は,9.　建具用金物

◎樹脂製建具に使用する丁番は，改標仕表5.7.3による.

耐衝撃性

開閉繰り返し

制動区間

閉じ速度の調整

手動閉じ力(N)

手動開き力(N)

適用戸の総質量(kg)

設置場所11. 自閉式上吊り引戸装置

◎製造所：　評価名簿による．

多目的便所

◎鋼板類の厚さは，建具表による.

使用箇所 備　考断熱性遮音性気密性
面内変形
追随性　

6.　鋼製軽量建具

◎簡易気密型ドアセットの機密性,水密性は建具表による.

◎製造所：　評価名簿による．

8.　木製建具

(2)(3)(b)(c)による. 

  シュ戸を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの発散量が, F☆☆☆☆のフラッ

◎フラッシュ戸の表面材の合板の品質について, ホルムアルデヒドの発散量は, F☆☆☆☆とする.

標仕16. 7. 2　その他は, 

Ａ－３ 図示による 　－　　－ 　　－ 　　－

◎見込み寸法は, (  40  )mmとする. 

  表面板の厚さは, (  4.0  )mmとする. 

◎枠及びくつずりの材料は，（ 既存のまま ）とする.

◎建具材の含水率の種別は, ( A ・ ●B ・ C )種とする. 　(生徒指導室建具取替)

40以下

15以下

15以下

改標仕 表 5.9.1

改標仕 表 5.9.1

改標仕 表 5.9.1

改標仕 表 5.9.1

種　　類 品　　種 厚　さ 備　　考

◎板ガラスガラス14. 

4.0mm強化ガラス

強化ガラス 5.0mm 受付小窓用

－

－

◎外部の網入り硝子等の下辺小口及び縦小口下端の防錆処理を行うこと.

◎ガラス留め材の種類

建具の種類

アルミニウム製

鋼　　　　　製

ステンレス製

木　　　　　製

材　　　　　　　種 ガラス溝の大きさ

◎防火設備のガラスとめ材は, 防火設備認定品とする. 

樹　　脂　　製

シリコーン系１成分型 　建具製造所の仕様による.

シリコーン系１成分型 　建具製造所の仕様による.

－型板ガラス 4.0mm 鋼製軽量建具小窓用

－ 6.8mm

一般 学校用強化ガラス

職員昇降口 片開き戸用網入型板ガラス

2.　撤去並びに下地補修 ◎各改修工事の仕様は, 仕様・仕上げ表による. 

　①床改修

ビニール床シート

ビニール床タイル 全面・一部(図示)

種　　類 撤去工法 撤去範囲 備　　考

　  ・既設床仕上げ材の除去　改標仕6.2.2(1)参照

改標仕6.2.2(1)(ア)による

フローリング張床 同　上改標仕6.2.2(1)(ウ)

部分的な床ｽﾗﾌﾞ不良箇所は
ﾓﾙﾀﾙ補修のこと.

1.　一般事項 ◎工事に先立ち, 改修部分の隠蔽部の調査を行い, 設計図書と照合し, 支障があった場合は, 速やかに監督

  員に報告し, 指示を受けること. 

◎各部の撤去により, 下地及び構造躯体にひび割れ及び欠陥部が発見された場合は, 速やかに監督員に報告

  し指示を受けること. 

7章  内装改修工事

項　　　目 特　記　事　項

オン系樹脂モルタル及びノロ等の補修
モルタル補修が困難な場合は, カチ
塗厚さ及び下地の風化状況により,

　②壁改修
◎改修後の床の清掃範囲は図示する.

　　・コンクリート間仕切り壁　改標仕6.3.2(1)参照

　　　モルタル塗り　※施工場所は図示による．

　　・間仕切壁撤去に伴う構造体の補修

　　　　塗り厚25mm超の場合の補修を（●行う・行わない）

既存床・建具・天井取合の補修範囲及び内容撤　去　区　分

壁下地を含む全面

ボード面まで

ボード面を残し仕上げのみ

撤　去　区　分 既存壁取合の補修範囲及び内容

天井下地を含む全面

ボード面まで

ボード面を残し仕上げのみ

    ・既存天井面に直接新たな仕上げ材を張付ける.         

　③天井改修　改標仕6.4.2参照

    ・木製及び軽量鉄骨間仕切り壁　改標仕6.3.2(2), (3)及び(4)参照   

床仕上全面撤去、天井:両側1m程度撤去、取合補修

全面：全面改修室

既存床・建具・天井取合の補修範囲及び内容機械等の区分

油圧クラッシャ使用

ダイヤモンドカッター使用

ハンドブレーカー使用

アグレッシブウォータージェット使用

備　考　欄下地処理方法下地の状況

欠損部

下地モルタル撤去部

モルタルで補修し乾燥後

デッキブラシ等で清掃

　　・コンクリート又はモルタル面の下地処理　改標仕6.2.2(2)参照

全面：照明器具取替室の改修対象室

床下地モルタル撤去

床下地モルタル撤去部分との縁切り

3.　木工事

◎木材の品質

の保存処理(JIS KK2からK4まで  ・保存処理木材は, 日本農林規格に規定する保存処理の性能区分のうち, 

　　に関する法律(昭和48年法律第112号)に適合したものとする.), これと同等の薬剤を用いた

　　ているもの又は認証木材建材(AQマーク表示)として認定された保存処理材を使用するものとする.

　・樹種及び等級

　　1570)(木材保存剤)に規定する木材保存剤(ただし, クレオソート油は有害物質を含有する家庭用品の規制

　　の薬剤の浸潤度及び吸収量を確保する工場処理その他これと同等の性能を有する処理を含む. )が施され

K2からK4まで

    ・既存天井塗装仕上げ面を塗替を行う.         

◎工事現場搬入時の含水率は( ●A ・ B )種とする.

◎ホルムアルデヒドの放散量は, F☆☆☆☆とする.

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の普通

　合板等を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする.

7.　　床張り用合板等

厚さ

(mm)
施工箇所 備考防虫処理板面の品質接着の程度表板の樹種名

◎普通合板

12 ラワン １類便所床<段差部下地> 便所

施工箇所
厚さ

(mm)
備考

難燃性
による区分

接着剤
による区分による区分

曲げ強さ表裏面の状態
による区分

◎パーティクルボード 

20便所床<段差部下地> 便所

施工箇所

下
地
材

造
作
材

樹　種 寸 法 材料の等級 形 状 表面の仕上げ 含水率 備　考
4.  製材

25×75 板材 A・●B・C Ｂ種上小節 県産材額縁:事務室受付小窓 杉

板材上小節杉 Ｂ種 県産材巾木 H=100 A・●B・C

◎かすがい, 座金, 箱金物, 短ざく金物等は図示により, 図示のもの以外は標仕によるが, 補助として, 

  日本建築学会建築工事標準仕様書を適用する.

◎木ねじはJIS B 1112(十字穴付き木ねじ)又はJIS B 1135の規格品とする.

の釘は, JIS A 5508の規格品とする.◎下地材及び造作材

  日本木材保存協会の認定薬剤等とする. )とし, 2回塗りとする.　

◎防腐処理に用いる木材保存剤は人体への安全性及び環境について配慮した表面処理用木材保存剤((社)

8.　諸金物

◎防火戸の指定は建具表による.

◎建具見本の製作及び特殊な建具の仮組は，建具表による.

◎防犯建物部品の適用は, 建具表による. 

◎施工に先立ち, 改修範囲を確認し, 設計図書との相違等が有れば, 監督員と協議すること. 

  を1日の作業とする. 

◎外部に面する建具の作業工程は, 原則として, 方立等の撤去, 建具枠の取付け及びガラスのはめ込みまで

  諾をうけること. 

◎建具の耐風圧性, 気密性, 水密性等については, 性能を有することを証明する書類を提出し, 監督員の承

　年建設省告示第109号)」に基づき, 安全性を確認すること. 

◎外部に面する建具は, 建築基準法施行令及び「屋根ふき材, 外装材及び屋外に面する帳壁の基準(昭和461.　一般事項

項　　　目 特　記　事　項

6章　建具改修工事

70ｍｍ 図書返却口 ＢＣ－１

3.　アルミニウム製建具 種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込寸法 使用箇所 表面処理

26.5mm 受付小窓 ＢＣ－１

　中間は400mm以下とする. やむを得ず溶接どめとする場合は, 監督員と協議し, 溶接部分には鉛酸カルシ

　ウムさび止めペイント(JIS  K 5629)を1回塗りする. 

◎製造所：　評価名簿による．

◎建具には製作業者名を表示すること.

◎結露水の処理方法は図示による.

ＢＣ－１職員昇降口70ｍｍ(障子取替）

◎既存枠へ新規に建具を取り付ける場合は, 原則として小ねじどめとし, とめ付け間隔は, 両端を押さえて, 

撤去工法
2.　改修工法等

撤去の範囲

既成建具の種類

建具周囲の補修工法及び範囲

シーリングの種類

サッシアンカー

養生範囲

区　　分 かぶせ工法

新設建具の種類

建具周囲の補修工法及び範囲

図示

建具両側１ｍの範囲

タッピングビス及びあと施工アンカー

変成シリコーン系２成分形（MS-2）

ｱﾙﾐｻｯｼ、木製間仕切

ｱﾙﾐｻｯｼ、ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、鋼製建具等

　S-5

　S-5

　S-5

　A-3

　A-3

　A-3

　W-4

　W-4

　W-4

◎製造所：　評価名簿による．

◎鋼板類の厚さは，建具表による.

◎簡易気密型ドアセットの機密性,水密性は建具表による.

　－

　鋼製建具5.
面内変形

表面処理使用箇所断熱性遮音性水密性気密性耐風圧性

◎防火戸の指定及び鋼板の厚さは, 建具表による. 

追随性　

◎鋼板は, JIS G 3302による表面処理亜鉛めっき鋼板とし, Z12又はF12を満足するものとする.

ＰＳ等 　－　－ 　－ 　－ 　－ 　－

 Ｂ　種

 Ｂ　種

 Ｂ　種
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NON

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項項　　　目 特　記　事　項

◎木材保存(防腐・防蟻処理)剤は監督員の承諾するものとする.

◎継手, 仕口, 取付け方法等は図示により, 図示のもの以外は標仕によるが, 補助として日本建築学会建築

  工事標準仕様書を適用する. 

◎製材等(製材, 集成材, 合板, 単板積層材), フローリング, 再生木質ボード(パーティクルボード, 繊維

  板, 木質系セメント板)については, 合法性に係る確認(「産地認証」及び「品質認証」を含む. )が行わ

　れたものを使用する. ただし, 機能上, 需給上など正当な理由により確保が困難であり, 使用できない場

  製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン(平成18. 2. 15)」に準拠して行うものとし, 監

　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の「木材・木材

　合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

　督員に合法証明書を提出するものとする.

　前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木材であることの証

　確認については，平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保管している者が証明書に平成18年4月1日より

　ただし，平成18年4月1日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の

　明は不要とする．

◎JIS A 6517の規格品とする.9.  軽量鉄骨壁下地

  ②JIS A 9108(土台用加圧式防腐処理木材)によるものを使用する.

  ⑤認証木材建材(AQマーク表示品)として認証された保存処理材を使用する.

  ③人体への安全性及び環境への影響について配慮され, かつ, JIS K 1570(木材 剤)又は日本木材保存

    協会規格による加圧注入用木材防腐剤を用いて, JIS A 9002(木材の加圧式 処理方法)による加圧式

  ④防腐・防蟻に有効な薬剤が混入された接着剤を使用する場合等は, 特記による.

処理を行ったものを使用する.    保存

保存

保存

　また, 工場で処理した木材を使用する場合は, 次によること.

  ①各種製材の「日本農林規格」の保存処理の性能区分K2からK4までの区分によるものを使用する.

　ただし, 現場における加工が生じた場合には, 加工した箇所に対し, 現場にて木材保存剤を塗布すること

  とする.

◎防蟻処理は, (社)日本木材保存協会及び(社)日本しろあり対策協会の認定品とし, 2回塗り又は吹き付け

  とし, 次の表の箇所及び部分に行うものとする. 

防蟻処理の施工箇所及び施工部分の名称

土台, 火打土台, 大引き, 1階根太受け, 大引き・根太受け床束等

大壁造りの土台上端より, 1m以内の部分にある柱, 間柱, 筋違, 窓台等

真壁造りの土台上端より, 30cm以内の部分にある柱, 間柱, 筋違等

土台上端より, 1m以内の部分にあるモルタル塗ラス張り下地板

1階窓台等

塗り面

全　面

全　面

全　面

全　面

全　面

◎木材の防腐・防蟻処理は工場において( 加圧処理法 ・ 拡散処理法 ・ 浸積処理法 )により行い, 十分乾

　燥した後に現場へ搬入すること.

◎スタッド, ランナーの種類は,  (65型及び100型 )とし, 改標仕表6. 7. 1による.

◎建築基準法に基づき定められた区分等

◎屋外の野縁受・吊りボルト及びインサート・野縁の間隔は図示による. 

　基準風速　　    Vo=(　　34　　)m/s

　地表面粗度区分　( I ・● II ・ III ・IV )

　積雪区分　　    建設省告示第1455号 別表( 35 )

◎天井のふところが1.5m以上の箇所の補強方法は図示による.

◎天井下地材における耐震性を考慮した補強方法は図示による.

　　(JIS A 5705)

　　ビニル床タイル張り

　　(JIS A 5705)

　　及びゴム床タイル張り

材質 色柄 厚さ
材質 厚さ 高さ

幅　　木
施工箇所接着剤 備　考種類・種類

11.　ビニル床シート張り

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ

ﾏｰﾌﾞﾙ 2.0mm

2.0mm 塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

1.5mm

1.5mm

100mm

100mm

塩ﾋﾞ ﾏｰﾌﾞﾙ 2.0mm 塩ﾋﾞ 1.5mm 100mm ｳﾚﾀﾝ樹脂系

ｼｰﾄ

塩ﾋﾞ ﾀｲﾙ ﾏｰﾌﾞﾙ 2.0mm 塩ﾋﾞ 1.5mm 100mm ｳﾚﾀﾝ樹脂系 階段等

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 １階床

消臭・抗菌・防汚

書道室(溶接工法)､一般床

便所・保健室(溶接工法)

ｼｰﾄ

　よる. 

◎耐震性を考慮した補強及び屋外の軒天, ピロティー天井等における耐風圧性を考慮した補強は, 図示に

◎既存の埋め込みインサートの使用は, 改標仕6.6.4(1)(ウ)による引き抜き試験を行い, 強度を確認した

　うえ使用すること. 

◎野縁等の種類は, 屋内19型, 屋外25型とし, 改標仕表6. 6. 1による. 

◎JIS A 6517の規格品とする. 10.  軽量鉄骨天井下地

◎出入口及びこれに準ずる開口部の補強は(●改標仕6.7.4(5)による　・　　　　)

◎ビニル幅木：材質( ●軟質 ・ 硬質), 高さ( 60 ・ 70 ・ ●100 )，

◎ステンレス幅木：材質( ステンレス), 高さ( 60 ・ 70 ・ ●100 )，

釘・接着剤の種類種別 樹種 厚さ 寸法 模様 工法 表面仕上
・塗装

◎ホルムアルデヒドの放散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆のフロー

備考

300×30015mmﾊﾟｰｹｯﾄ ﾅﾗ 市松 直張り 足金物付き ｳﾚﾀﾝ塗装

12.　フローリング張り

種　類 種　別 帯電性 厚　さ 工　法 防火性能品質 下　敷 品質検査

6.5 ﾗﾊﾞｰﾊﾞｯｷﾝｸﾞ

JIS A 5404の規格品

　　ボード及び合板張り 施工箇所材種・規格品 工法
不燃材等厚さ

(mm) の区分　

小ねじ・釘
・接着剤の
種類　　　

せっこうボード

ロックウール吸音材

グラスウール吸音材

ロックウール保温材

木毛セメント板

JIS A 9504の規格品

JIS A 6306の規格品

JIS A 6303の規格品

JIS A 6901の規格品

化粧せっこうボード
トラバーチン模様
JIS A 6901の規格品

化粧せっこうボード
杉板目プリント
JIS A 6901の規格品

吸音用穴あきせっこう
ボード
JIS A 6301の規格品

無機繊維強化
せっこうボード
JIS A 6901の規格品

JIS A 6307の規格品
化粧吸音板
ロックウール

天井

壁

壁

天井

壁

けい酸カルシウム板
JIS A 5430の規格品

壁

天然木化粧合板

農林省告示第233号

JIS A 5440の規格品
(VSボード)
火山性ガラス質複層板

普通合板

天井

農林省告示第233号

備　考
下地の
種類　

12.5

 9.5

ｽｸﾘｭｰﾋﾞｽ

ｽｸﾘｭｰﾋﾞｽ

LGS

天井  9.5 準不燃 化粧ﾋﾞｽ LGS

LGS・W

化粧ﾋﾞｽ LGS・W

天井 不燃 接着剤･ﾀｯｶｰ GB-R

防炎品3ｋV以下ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ Ｆ☆☆☆☆JIS L 4406 全面接着工法

13. カーペット敷き

14. せっこうボードその他

準不燃 化粧ﾋﾞｽ LGS・W

1種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

準不燃

不燃

壁

9.0

12.5

9.5

不燃

壁 5.0 難燃 W

壁・天井 突付･目透

突付

突付

突付

突付

突付

突付 接着剤･仮釘

　パーティクルボード及びMDFを使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得る

  ものとする.

◎合板, パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の合板, 

特殊加工化粧板

難燃合板
農林省告示第1869号

農林省告示第233号

ﾒﾗﾐﾝ化粧吸音板 壁 接着工法 3.0 不燃 接着剤･ﾃｰﾌﾟ ﾀｲﾙ

30dB程度

各教室

使用箇所

1.　フリーアクセスフロア

◎施工にあたっては, 施工前にフリーアクセスパネル及びタイルカーペットの割付施工図を提出し, 承認後

  に製作施工を行うこと. 

備考表面仕上げ材所定荷重耐震性能高さ構法施工箇所 寸法

◎製造所：

◎タイルカーペットは, 帯電防止性能のある防炎品とし, フリーアクセスフロアーメーカー標準品を使用す

　　　　　　評価名簿による．

2.　可動間仕切 構造形式の種類 遮音性 パネル表面仕上 備　　考構成基材の種類

◎可動間仕切のパネルの材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする.

　ただし,正当な理由により確保が困難である場合等,ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆の可動間仕切の

　パネルを使用できない場合は,監督員と協議するものとし,監督員の承諾を得るものとする.

全日制職員室 1.0G評価品3000N評価品

  ること. 　　厚(　6.5　)㎜

構造形式の種類 遮音性 パネル表面仕上 使用箇所 備　　考構成基材の種類3.　学校間仕切

進路応接室

スチール系 30dB程度 焼付塗装

焼付塗装

見込:80mm

スタッド式 SE

パネル式 　SI

パネル式 　SI

スチール系

ALｽﾀｯﾄﾞ､ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙ

36dB以上

焼付塗装 全日制職員室

遮音ﾊﾟｰﾃｼｮﾝ

進路室:既設再利用

500×500 50mm ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 500□支柱調整式ﾊﾟﾈﾙ工法

4.　トイレブース
表面材の種類

脚部

形状 材質形状

ドアエッジ

メラミン化粧板 アルミステンレス巾木 [ 型

　　　　　　評価名簿による．◎製作所：

◎トイレブースのパネルの材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする.

　ただし,正当な理由により確保が困難である場合等,ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆のトイレブース

　のパネルを使用できない場合は,監督員と協議するものとし,監督員の承諾を得るものとする.

◎トイレブースは非常時外開き機能付とする。

◎耐火シール（ 耐火目地用シーラント） は製造所の仕様によるものとする.

20章  ユニット及びその他の工事

◎カーテンレールは次による. 

材種

Ｗ Ｄ Ｈ

備　　考寸法

　　材種( ステンレス ), 形状( Ｈ形 ), 寸法( 10-60タイプ )

800ステンレス流し台 5501200 大会議室：流し台のみ新設

9. カ－テンレール

10. 流し台ユニット

◎取付け方法は( 埋込み工法 ・ ●接着工法 )とする. 

◎材種( ｽﾃﾝﾚｽ製(ﾀｲﾔ入) ), 形状( ｱﾝｸﾞﾙ状 ), 幅( 40mm　)5.　階段滑り止め

6.　床見切

◎防湿性を有するもので, 厚さ5㎜とする.7.　鏡

◎案内用図記号はJIS Z 8210による。

区分 材質 寸法 取付高さ 備考厚さ

ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ アルミ 200×200 10mm 2,100 各便所

8.　表示

◎詳細は共通詳細図による。

ステンレス流し台 8005501500 進路室前廊下：流し台のみ新設

800ステンレス流し台 5501200 全日制職員室：流し台のみ更新

800ステンレス流し台 1600 600 保健室：流し台のみ更新

◎詳細は製造所の仕様による。

12. 面台

13. 汚垂石

14. 洗面化粧台

◎寸法：t15×D600

◎材種：防汚陶板　光触媒コーティング　一部カット　下地に接着張　その他仕様は製造所の仕様による.

◎材種　　メラミンポストフォーム加工

◎洗面化粧台　巾750タイプ　　◎自動水詮（自己発電）

◎詳細は共通詳細図による。

材種　　・　メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・　●人工大理石

奥行き　　・　約450　　・　●約600　　・　　

11. 洗面カウンター

◎床目地棒：ステンレス製　6×15とし、足付きとする.

◎寸法　　見付25mm × D120・135・150・225 mm

　パーティクルボード及びMDFを使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得る

  ものとする。

◎合板, パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆の合板, 

◎壁紙施工用でん粉系接着剤, ユリア樹脂等(ユリア樹脂, メラミン樹脂, フェノール樹脂, レゾルシノー

　を使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量がＦ☆☆☆☆の接着剤

17. 接着剤

18. 既製家具

  ル樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤)を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量はＦ☆☆☆☆とする. 

◎ホルムアルデヒドの放散量は, F☆☆☆☆とする.

　使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする.

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の壁紙を

施工箇所 仕上げの種類 防水の有無 備　　考目地の材質

床・壁 一般 無－金ごて仕上

◎モルタルは(●現場調合材料　・既配合材料)とする.

16. モルタル塗り

　　JIS A 6921
施工箇所 防火性能の級別 備　　考種類 不燃材料等の区分

校長室 壁･天井 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 不燃防火1級 ｸﾛｽ下地ﾊﾟﾃ

下地調整15. 壁紙張り

◎目地の位置及び寸法は図示による. 

◎総塗り厚さが25mm以上となる場合は, 剥落防止工法とすること. 

◎防火上主要な間仕切り壁は、軽量鉄骨壁下地の上、強化石膏ボード厚12.5mm＋硬質石膏ボード厚9.5mm

　両面二重張（１時間耐火）とする。

改特-04

建築改修工事特記仕様書－４
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特　記　事　項項　　　目

NON

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項

ｱｲﾊﾞｰﾀｲﾌﾟアルミ製 450×450 ｱｲﾊﾞｰﾀｲﾌﾟヒンジタイプ ロック付

材種 内枠外枠形式寸法

材種 形式寸法 備考

◎製作所：　評価名簿による.

◎製作所：　評価名簿による.

ステンレス製 600×600 防臭ﾀｲﾌﾟ キー付

17.　天井点検口

18.　床点検口

張物仕上用

◎シーリング材は, JIS A 5758の規格品とする. 

接着性試験
(引張,簡易)

機構による区分
主成分及び硬化

シーリング材の種類

施工箇所
幅 深さ

目地寸法

備  考
記号

  シーリング

ただし, 接着性試験は,同じ材料の組合せで実施した試験成績書がある場合は, 監督員の承諾を受けて試験

を省略することができる.

◎シーリング面への仕上塗材仕上げ等を( 行う ・ ●行わない ).

19.

MS-2

SR-1

SR-1

変成ｼﾘｺｰﾝ系2成分形

シリコーン系1成分形

ｱﾙﾐｻｯｼ取合

水廻り取合

ガラス止め

15

10 10

5 5

無し

無しシリコーン系1成分形

ロック付ヒンジタイプ ｱｲﾊﾞｰﾀｲﾌﾟアルミ製 ｱｲﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ600×600

　MDF及びパーティクルボードを使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得る

◎合板, MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの放散量が, F☆☆☆☆の合板, 

　ものとする.

備考取付箇所材種 直径表面処理

15. 既製家具

16. 手すり

ステンレス製 落下防止用ｱﾙﾐｻｯｼ窓枠60.5ΦＨＬ仕上

ステンレス製 34.0Φ 便所手摺軟質塩化ビニル樹脂

35.0Φ 階段手摺集成手摺材 UC木　　　　製

無し10

21. セルフレベリング材塗り ◎セルフレベリング材の種類（ せっこう系 ・ ●セメント系 ）

　塗り厚さ（　10　）mm　　

1.　一般事項 ◎防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする. 

◎塗料はホルマリン不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする. 

◎ユリア樹脂等(ユリア樹脂, メラミン樹脂, フェノール樹脂, レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド

　系防腐剤)を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量は, F☆☆☆☆とする. 

　ただし, 正当な理由により確保が困難である場合等, ホルムアルデヒドの発散量が, F☆☆☆☆の塗料を

　使用できない場合には, 監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする。

屋外 屋内

さび止め塗料

屋外 屋内

2.　合成樹脂調合ペイント塗り

    (SOP) 区　分
種　　別

備　　考下地調整

    ペイント塗料(EP)
区　分 備　　考種　　別 下地調整

　　(UC)
区　分 種　　別 備　　考

木部

下地調整

改標仕7.2.1 RB種改標仕7.12.1 B種

3.　合成樹脂エマルション

4.　ウレタン樹脂ワニス塗り

ﾎﾞｰﾄﾞ面 改標仕7.2.7 RB種

改標仕7.2.1 RB種

下地調整:全面サンダー掛

改標仕7.4.2 B種

改標仕7.10.1 B種

木部（改修）

木部（新規） 標仕18.2.2 A種標仕18.4.3 B種

ﾓﾙﾀﾙ面 改標仕7.2.5 RB種改標仕7.10.1 B種

8章  塗装改修工事

　(1) 建築物内部で除去作業を行う場合は, 建具等を全て閉じた状態で行う. 閉じることの出来ない開口部

1～5階 ５ 石膏ボード廊下

　　  養生種別( 養生シート　)       

　　  内部足場( 種類：脚立足場, 仕様 １ 枚布, D= 30 cm ）  

調査方法室　　　　名 面積建　材　種　別箇所階数

◎除去箇所一覧表

　(2) 除去は, 破壊又は破断を伴わない方法で行うものとし, 原則「手ばらし」とする.

　(4) 建物から取り外した廃材を原型のまま保管・運搬できるよう十分な大きさのフレキシブルコンテナ

　　　ビニルシート等で隔離を行い作業場所の外部に飛散させないための措置を講じること.

◎工法

　(1) 除去は, アスベストを含まない内装材及び外部建具の撤去にさきがけて行うこと. 

　　　建築物外部の成形板を除去する場合は, できる限り原形のまま除去すること.

  (3) 除去作業中は, 原則として散水その他の方法によりアスベスト成形板を常に湿潤な状態として作業を

      行う.      

　　　バッグや車両を用意すること.

      の養生方法及び解体用仮設の仕様は下記による.                 

2.　アスベスト含有成形板の ◎養生等

　　除去

◎アスベスト粉塵濃度測定を( ・行う ●行わない ). 

◎既存の石綿含有建材の分析結果は(・貸与する　・●ない　)

　　・測定場所及び箇所は図示による.測定時期( 作業期間 )

　・報告書を( 3  )部作成し監督員に提出すること. 

　(1) 工事着手前に施工計画書（関係法令の作業計画内容を含む）を監督員に提出し, 承諾を受けること. 

    による位相差・分散顕微鏡法による. 

  ・測定機関は, 都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする. 　　

  する資料を監督員に提出する. 

◎アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については, 工事に相応した技術を有することを証明

　(2) アスベスト除去工事に係る官公署他への手続きを遅延なく行うこと. 

◎施工計画

　・分析によりアスベスト含有調査を行う場合は、JIS A 1481-1によること．

　・調査結果の概要を公衆が見やすい場所に掲示すること．

　・調査結果は3年間保存すること．

　　監督員へも結果を提出すること．

　・調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより、労働基準監督署及び自治体に報告すること．
◎事前の施工調査等を改標仕9.1.1(5)及び大気汚染防止法により行うこと．

◎石綿ばく露防止対策等の実施内容を改標仕9.1.2(6)により見やすい場所に掲示すること. 

◎関係法令, 都道府県の条例等を遵守すること. 1.　一般事項

　 処理工事

I. アスベスト含有建材の

1～5階 ５ 塩ビタイル廊下.準備室

　(1) 施工記録報告書及び特定粉じん排出等作業完了報告書を作成し, 監督員に提出すること. 

　(2) 作業計画による作業の記録は,3年間保存すること。

◎施工記録等

みなし

  ・濃度測定は「JIS K 3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第1部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」

　(5) やむを得ず破砕等が必要な場合は，石綿等の粉じんを飛散させないよう十分な湿潤化を行うとともに，. 

10章　環境配慮(グリーン)改修工事

区　分 種　　別 備　　考下地調整

木部

（新規面は素地ごしらえ）

5.  ク リ ヤ ー ラ ッ カ ー 塗り (CL)

改標仕7.2.1 RB種改標仕7.5.1 B種

改特-05

建築改修工事特記仕様書－５

Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

みなし

146㎡

656㎡



※工事車両・資材置場等の位置は現場監督員、施設管理者、工事業者の３者で
　協議の上決定すること.

　負担でその都度補修又は補償すること.
　ただちに監督員に報告するとともに、施設の運営に支障がないよう受注者の
　及ぼさないような措置を施さなければならない。万一、損傷を与えた場合は、
※受注者は工事箇所及びその周辺にある地上、地下の既設構造物に対し支障を

　を行い、当該埋設物の種類、位置（平面、深さ）、規格、構造等を確認しな
　ければならない.

※地下埋設物への影響が予想される場所では、施工に先立ち、原則として試掘

　ついて工事（仮囲い等仮設材設置を含む）着手までに調査を行い「支障物件
　確認書」を監督員に提出し、監督員の確認を受けてから工事に着手すること.

※受注者は、工事の施工範囲及びその周辺にある地上、地下の既設構造物等に

[特記事項]

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺
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HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

花 壇 花 壇

N

宿 泊 訓 練 棟

運 動 場

体 育 館

弓 道 場

配　　置　　図　　　　S=1/500

改修工事対象建物

附 近 見 取 図

1/500

ｽ ﾄ ｯ ｸ ﾔ ｰ ﾄ ﾞ

自販機置場

池

附近見取図　　配置図　　支障物件図

N

1 0 0  m

工 事 場 所

「出典：国土地理院発行2.5万分の1地形図　電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成」

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 7日間

管 理 棟

特 別 教 室 棟

A-01Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

－仕上表－１

階 室　　名 区　　分 床 H CHFLH 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考

１階
 校長室

 事務室

 ホール

 大会議室

 第１応接室

 第２応接室

 第３応接室

 バリアフリートイレ

 保健室

 教育相談室

 倉庫(１)･(２)

 生徒昇降口

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ｶｰﾍﾟｯﾄ敷

ｶｰﾍﾟｯﾄ撤去

下地調整の上　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

塩ﾋﾞﾀｲﾙ撤去

下地調整の上　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

ﾚﾝｶﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張（500角）

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

そのまま

100角磁器ﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

そのまま

そのまま

GL+500 木製 OP塗 100 ﾗﾜﾝﾅﾍﾞﾆﾔ下地 ｸﾛｽ張 ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ下地 ｸﾛｽ張 ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ下地 ｸﾛｽ張 木製見切縁
2,950

2,800

2,950

2,800

2,800

2,800 －

GL+500

GL+500

GL+500

下地調整　SOP塗替

木製 OP塗

100
ｸﾛｽ撤去

下地調整の上　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

ｸﾛｽ撤去

下地調整の上　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

ｸﾛｽ撤去

下地調整の上　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

下地調整　SOP塗替

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ下地　OP塗

下地調整の上　EP塗替

150角ﾚﾘｰﾌﾀｲﾙ張

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ下地　OP塗

下地調整の上　EP塗替

150角ﾚﾘｰﾌﾀｲﾙ張

そのまま

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗替

岩綿吸音板張

下地調整の上　EP塗

岩綿化粧吸音板張ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

GL+530

GL+530  70

壁に同じ

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

木製 OP塗

木製 OP塗

木製 OP塗

100

100

100

100

100

100

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

銘木化粧合板張

そのまま

銘木化粧合板張

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

岩綿吸音板張

下地調整の上　EP塗

岩綿吸音板張

下地調整の上　EP塗

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

塩ﾋﾞ見切縁

そのまま

－

－2,970

2,750

2,750

2,750

2,750

－

－

－

－

－

－

2,750

－

100

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張 －

100

GL+500

GL+500

GL+500

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

－

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

一部：木製床組の上　フローリング張

GL+500

GL+500

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

木製 OP塗

そのまま

100

100

100

100

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張 塩ﾋﾞ見切縁 配管棚、トイレブース等全撤去

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

2,600

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

穴開き吸音板張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

下地調整の上　EP塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張　EP塗

そのまま

穴開き吸音板張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

－

2,600

2,600 －

－2,600

－

－

内　部　仕　上　表

(金庫周りは除く)

(金庫周りは除く)

配管棚等全撤去

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

配管棚、トイレブース等全撤去

－

－

－

 女子便所

 男子便所

GL+500

GL+590

GL+500

GL+590

GL+350

GL+500

GL+350

GL+500

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ撤去

下地調整の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

GL+400

GL+500

GL+500

GL+400

GL+500

GL+500

GL+500

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

100

100

100

100

銘木化粧合板張

洗面前：100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

そのまま

銘木化粧合板張

洗面前：100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

GL+350

GL+500

GL+350

GL+500

そのまま

そのまま

－

－

150

100

 70

そのまま

－
パーテーション更新、流し台取外し・復旧

受付小窓改修

パーテーション更新、洗面化粧台更新

受付小窓改修（ｶｳﾝﾀｰ取合補修）

ABS樹脂+SUS箔HL仕上

ABS樹脂+SUS箔HL仕上

ABS樹脂+SUS箔HL仕上

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>

2,970

2,750

2,550

2,650

2,550

2,650

2,550

2,600

2,600

2,750

2,900

2,900

2,750

※別途工事にて各室共、照明器具のＬＥＤ化工事を予定している。

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

そのまま

人研ぎ仕上

不具合箇所のみ張替

100

100

100

100

100

100

GL+350

GL+350

GL+350

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

－

2,650

2,650

2,720

2,720

－

－

－

－

アルミドア更新（障子のみ）－そのまま

そのままそのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

2,905

2,830

2,905

2,830

GL+500

GL+350

GL+350

GL+500

GL+350

化粧石膏ボード張

 前室

 技師室

 定時制昇降口

現　況

改修後

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 穴開き吸音板張ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗 －

－

2,750

2,900

 野球部倉庫

そのまま

GL+500

GL+500

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

そのまま そのまま そのまま 2,900

 野球部部室

現　況

改修後 そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

GL+250

GL+250

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

そのまま そのまま

穴開き吸音板張

そのまま

2,045

2,045

－

－

人研ぎ仕上の上　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張 人研ぎ仕上

人研ぎ仕上

下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ撤去

3,000

2,850

3,000

2,850

2,370

2,370

2,370

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井･床点検口

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾊﾟｯｸ(設備)､

鏡、出入口引戸更新､天井点検口

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡､手すり

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡､手すり

全面ｻﾝﾀﾞｰ掛　2-UC塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張 (一部)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ塩ﾋﾞｼｰﾄ張

◆はアスベスト含有建材を示す.（みなし）
※クラック調査を実施し、発覚の場合監督員と協議の事.

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

洗面器撤去<設備工事>

洗面器撤去<設備工事>

洗面器撤去<設備工事>

流し台新設、掃除具入れ更新

A－02Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

一部張替

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

洗面前：銘木化粧合板張

洗面前：銘木化粧合板張

そのまま そのまま

配管棚、戸棚等全撤去

戸棚、地袋等新設



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

－仕上表－２

階 室　　名 区　　分 床 H CHFLH 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考

内　部　仕　上　表

※別途工事にて各室共、照明器具のＬＥＤ化工事を予定している。

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

SL+60

SL+30

SL+30

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

 70

100

100

100

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

2,970

－

－

－

－
下地調整の上　EP塗

SP取合部：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

 進路指導室

 全日制職員室

OAﾌﾛｱの上　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張（500角）

SL+30 木製 OP塗

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗100

下地調整の上　EP塗替SL+80

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

2,970

－ パーテーション更新、流し台更新

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

SP取合部：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

－

 進路応接室１

 進路応接室２

SL+30

SL+30

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張 －

－
下地調整の上　EP塗

SP取合部：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張
パーテーション更新・新設

－

 小会議室

 定時制職員室

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張（500角）

そのまま

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

木製 OP塗

そのまま

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗100

100 下地調整の上　EP塗替

100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

100 そのまま

100

100

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

そのまま

－

－

－

2,600

2,600

2,600

2,600

2,600

－

－

－

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

穴開き吸音板張　EP塗

そのまま

穴開き吸音板張

そのまま

穴開き吸音板張

そのまま 2,600 －

 教材室

 定時制教材室

 人権教育室

 書道準備室

 生徒指導室

不具合部分のみ　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張替

SL+30

SL+30

不具合部分のみ　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張替

下地調整の上　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP 穴開き吸音板張 2,600 －

そのまま 100 そのまま そのまま そのまま 2,600 －

SL+30

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

そのまま

穴開き吸音板張

そのまま

2,500 －

2,500 －

SL+30

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP 穴開き吸音板張 2,500 －

100 2,500 －

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整　EP塗替

木製 OP塗

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木

100

100

100

100

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

2,500

2,500

2,500

2,500

2,970

3,000

－

－

－

－

－

－

 放送室

 印刷室

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

そのまま

そのまま

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

SL+30

SL+130

SL+30

SL+130

木製 OP塗

そのまま

100

100

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ張

そのまま

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ張

そのまま

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板張

そのまま

2,700

2,800

2,700

2,800

－

－

SL+130

そのままSL+130 そのまま

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ押え ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ押え

そのまま そのまま

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板張 2,700

2,700

－

－

木製 OP塗 100

100

木製 OP塗

下地調整　SOP塗替

100

100

SL+30

SL+30

SL+60

SL+60

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り　EP

下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

－

－

天井点検口新設

 書道室

 サーバー機械室

 女子職員休養室

 男子職員休養室

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま そのまま そのまま そのまま そのまま

そのまま

SL+60

SL+30

空調工事（別途工事）

3,000SL+30

2,920 50

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

パーテーション更新・新設、人研ぎ地袋撤去

パーテーション更新、流し台更新、腰壁補修

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>　床仕上撤去

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>　床仕上撤去

下地調整の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

下地調整の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張 100

ｿﾌﾄ巾木  60

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張 100

ｿﾌﾄ巾木  60

100

100

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5 目透し張 EP塗

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5 目透し張 EP塗

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ｹｲｻﾝｶﾙｼｳﾑ板 t6　目透し張 EP塗

ｹｲｻﾝｶﾙｼｳﾑ板 t6　目透し張 EP塗

下地調整の上　EP塗

下地調整の上　EP塗

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井･床点検口

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚、トイレブース等全撤去

2,400

2,320

2,400

2,320

GL+230

GL+310

GL+230

GL+310

GL+310

GL+310 ABS樹脂+SUS箔HL仕上

ABS樹脂+SUS箔HL仕上

 <渡り廊下(1)>
 男子職員便所

 <渡り廊下(1)>
 女子職員便所

パーテーション更新

そのまま

そのまま

２階

１階

3,000

3,000

3,000

3,000

2,320

2,320

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

踏込：◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

◆はアスベスト含有建材を示す.（みなし）
※クラック調査を実施し、発覚の場合監督員と協議の事.

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 OP塗

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3 <接着工法>

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3 <接着工法>

3,030

3,030

3,030

3,030

木製建具撤去

木製建具改修<金物共>

洗面化粧台<水栓取替等設備工事>

A－03Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

下地調整の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

下地調整の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替
◆塩ビﾀｲﾙ張　撤去

◆塩ビﾀｲﾙ張　撤去



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

－仕上表－３

階 室　　名 区　　分 床 H CHFLH 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考

内　部　仕　上　表

２階

※別途工事にて各室共、照明器具のＬＥＤ化工事を予定している。

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

 

３階
 ＣＲ　１－５

 ＣＲ　１－４

 ＣＲ　１－３

 ＣＲ　１－２

 ＣＲ　１－１

 １３６教室

 定時制１年

 定時制２年

 定時制３年

 定時制４年

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

SL+60 木製 OP塗  70 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗 2,970 －

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替 下地調整の上　EP塗替 3,000 －

－2,970ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 70木製 OP塗SL+60

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替

SL+60 木製 OP塗  70 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替

SL+60 木製 OP塗  70 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

100 下地調整の上　EP塗替 下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

3,000

2,970

3,000

2,970

3,000

－

－

－

－

－

2,970

3,000

2,970

3,000

－

－

－

－

木製 OP塗  70

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

SL+30

木製 OP塗  70

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗替

SL+60

SL+60

木製 OP塗

そのまま

木製 OP塗

そのまま

木製 OP塗

そのまま

SL+30

SL+60

SL+30

SL+60

 70

 70

 70

 70

 70

 70SL+60

SL+60

SL+60

SL+60

SL+60 木製 OP塗

SL+60 そのまま

 70

 70

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

そのまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

そのまま

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

2,970 －

－2,970

2,970 －

－2,970

2,970

2,970

2,970

2,970

－

－

－

－

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

 －

100

 －

100

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

SL-70

SL+30

GL+30

GL+30

SL-70

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

 女子便所

 男子便所

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

そのまま（一部黒板灯部分は張替）

そのまま（一部黒板灯部分は張替）

そのまま（一部黒板灯部分は張替）

そのまま（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角） SL-70

SL+30

SL+30

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

－

100

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張 ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

 男子便所

 洗面所

 女子便所

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の上 ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張　（床仕上撤去）

下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

SL+30

SL+30

(80下り)

SL+30

SL+30

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

100

100

ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木

 60

 60

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5 目透し張 EP塗

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5 目透し張 EP塗

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3 <接着工法>

ｹｲｻﾝｶﾙｼｳﾑ板 t6　目透し張 EP塗

ｹｲｻﾝｶﾙｼｳﾑ板 t6　目透し張 EP塗

下地調整の上　EP塗

下地調整の上　EP塗

2,380

2,300

2,300

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

 <渡り廊下(1)>

 <渡り廊下(1)>

 渡り廊下（1）

現　況

改修後
不具合箇所のみ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞﾀｲﾙ張替

GL+500

GL+500

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

EP塗替

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗 －

－下地調整の上　EP塗替

2,500

2,500

現　況

改修後

現　況

改修後

木製床組の上　ベニヤ下地　タタミ敷

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>

SL+30

SL+180

SL+30

SL+180

SL-70

SL+30

SL+30

木製 OP塗

タタミ寄せ 100

－

－

100
そのまま

ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ下地　ｼﾞｭﾗｸ壁塗

そのまま

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

－

100

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ下地　ｼﾞｭﾗｸ壁塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

木野縁下地　和風天井板張

そのまま

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

木製

そのまま

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

2,500

～2,700

2,500

～2,700

 女子便所

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

 和室

ﾓﾙﾀﾙ下地　塗床仕上<踏込>

塗床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

塗床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　塗床仕上<踏込>

床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

塗床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　塗床仕上<踏込>

2,300

2,650

2,550

2,370

2,650

2,550

2,370

2,650

2,550

2,370

2,370

2,650

2,550

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張<踏込>

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

◆はアスベスト含有建材を示す.（みなし）
※クラック調査を実施し、発覚の場合監督員と協議の事.

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3 <接着工法>

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

窓落下防止手摺の不具合部分補修

A－04Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

パーテーション更新



ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

 

 

 

 

 

－仕上表－４

階 室　　名 区　　分 床 H CHFLH 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考

内　部　仕　上　表

４階
 ＣＲ　３－５

 ＣＲ　３－４

 ＣＲ　３－３

 ＣＲ　３－２

 ＣＲ　３－１

 １４６教室

 読書室

 コンピューター室

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張 SL+60 木製 OP塗

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張　撤去（下地共）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

OAﾌﾛｱの上　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張<踏込>

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

 70 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

SL+30  100 下地調整の上　EP塗替

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

2,970

2,970

3,000

－

－

－

－3,000

－

－

－

－

－

－

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 70木製 OP塗SL+60

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替

SL+60

SL+30

SL+60

木製 OP塗

木製 OP塗

SL+30

SL+60 木製 OP塗

SL+30

SL+60 木製 OP塗

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 70

100

 70

100

 70

100

 70

100

SL+60

SL+60

木製 OP塗 70

70

SL+80 木製 OP塗 50

50SL+80

SL-70

SL+30

SL-70

SL+30

SL+30

SL+30

－100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

100

－

100

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

穴開き吸音板張

岩綿化粧吸音板張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

－

2,970

－

－

－

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

3,000

2,970

3,000

2,970

3,000

2,970

3,000

2,970

3,050

3,050

 図書室

 司書室兼書庫

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

ﾓﾙﾀﾙ下地　磁器ﾀｲﾙ張(50角）

SL+60

SL+60

SL+60

SL+60

SL+30

SL+30

SL-70

SL+30

SL-70

SL+30

木製 OP塗

木製 OP塗

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ巻上

70

70

70

70

－

100

－

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張替

2,950

2,950

2,950

2,950

－

－

－

－

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

塩ﾋﾞ見切縁

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚、トイレブース等全撤去

配管棚､面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ､棚,鏡

手洗ｶｳﾝﾀｰ､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ(設備)､天井点検口

配管棚、トイレブース等全撤去

５階

 女子便所

 男子便所

 女子便所

 男子便所

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ更新、返却口:建具更新、天井点検口新設

※別途工事にて各室共、照明器具のＬＥＤ化工事を予定している。

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

下地調整の上　EP塗（一部黒板灯部分は張替）

床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

塗床仕上撤去　下地調整　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ﾓﾙﾀﾙ下地　塗床仕上<踏込>

人研ぎ仕上<踏込>

人研ぎ仕上<踏込>

床仕上げ撤去　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上げ撤去　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

そのまま そのまま そのまま そのまま そのまま 2,970

2,650

2,550

2,370

2,370

2,650

2,550

2,650

2,550

2,370

2,650

2,550

2,370

下地調整 SOP塗替

下地調整 SOP塗替

下地調整 SOP塗替

◆はアスベスト含有建材を示す.（みなし）
※クラック調査を実施し、発覚の場合監督員と協議の事.

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

乾式置床の上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 <下地調整共>

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張（接着貼）※ﾀｲﾙ浮き部分撤去補修

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

木製 H=100 SOP塗
既設巾木撤去

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新、掃除具入更新

パーテーション更新

窓落下防止手摺の不具合部分補修

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ更新、返却口:建具更新、天井点検口新設

窓落下防止手摺の不具合部分補修

窓落下防止手摺の不具合部分補修（２カ所）

A－05Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

パーテーション更新

そのまま

そのまま



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

 

 

－仕上表－５

階 室　　名 区　　分 床 H CHFLH 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考

内　部　仕　上　表

共通
 廊下（１階）

 廊下（１階東側）

 廊下（２階）

 廊下（２階東側）

 廊下（２階西側）

 廊下（３階）

 廊下（４階）

 廊下（５階東側）

 廊下（５階西側）

 東側階段

 西側階段

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

不具合箇所のみ張替

不具合箇所のみ張替

不具合箇所のみ張替

不具合箇所のみ張替

不具合箇所のみ張替

不具合箇所のみ張替

不具合箇所のみ張替

そのまま

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張撤去（下地共）

そのまま

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

SL+30

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

100

100

100

100

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地　EP塗

下地調整の上　EP塗替

SL+30 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

SL+30 100

100

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗SL+30

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替

SL+30 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替100SL+30

SL+30 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替

SL+30 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗 100 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

SL+30 100 下地調整の上　EP塗替

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

SL+30

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

そのまま

100

100

100

100

100

100

100

100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗

下地調整の上　EP塗替

2,720 －

－2,720
下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

下地調整の上　EP塗替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

穴開き吸音板張

下地調整の上　EP塗

2,720 －

－2,720

2,720 －

2,720 －

2,720 －

－2,720

2,720 －

2,720 －

－2,720

2,720 －

2,720 －

2,720 －

－2,720

2,720 －

2,720 －

2,720 －

2,720 －

2,720 －

2,720 －

2,720 －

2,720

2,720

－

－

改修後

現　況

GL+350

GL+350100角磁器ﾀｲﾙ張

段鼻：ﾀｲﾙ撤去(下地共)　ﾀｲﾙ張替<段鼻役物共>

不具合箇所のみ張替

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ更新

 ポーチ

 東-北階段

(1F：職員昇降口)

※別途工事にて各室共、照明器具のＬＥＤ化工事を予定している。

そのまま

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

不具合箇所のみ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ取合：下地調整　塩ﾋﾞｼｰﾄ張替

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　塩ﾋﾞｼｰﾄ張

人研ぎ仕上：職員昇降口

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　◆塩ﾋﾞﾀｲﾙ張

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9　EP塗

◆はアスベスト含有建材を示す.（みなし）
※クラック調査を実施し、発覚の場合監督員と協議の事.

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

下地調整　EP塗替

手摺：不具合部分改修

A－06Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A

１階平面図

B C D E GF H I J K L S TRP QONM

1

2

8

7

6

5

4

3

9

第１応接室ホール事務室校長室

廊下

第２応接室 ピロティ
定時制昇降口

職員

昇降口

生徒昇降口

倉庫（１）

倉庫（２）

保健室

廊下

プロパン庫

物入

貯水槽

ポーチ

花壇 花壇

DS

ポーチ

SS

EV

ホール

EX
P.
J 
空
き
15
0

2

1

N

U

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

4,550 4,550

85,350

4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

9,1002,275 2,275

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

5
,
5
0
0

9
,
1
0
0

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

4
,
5
5
0

2
7
,
3
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

2
,
6
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

9
,
1
0
0

2
,
9
6
0

1
,
7
4
0 5
,
5
0
0

2,7001,600 250

1/200

渡り廊下（2）

D’

E
X
P
.
J

渡り廊下（1）

EXP.J

渡り廊下(1)

PS

EXP.J

3’

4’

5’

6’

7’

8’

9’

5,3205,320

1,330

E’

180 3,810

4
,
4
0
0

3
4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

5
,
0
0
0

4
,
4
0
0

5
,
0
0
0 2
,
3
7
5

2
,
0
0
0

4
,
0
4
0

4
,
4
0
0

1
8
0

1
8
0

3
7
5

2
,
0
0
0

大会議室
西側階段 UP

第３応接室

男子便所

女子便所

東側階段UP

野球部部室

教育相談室

UP
東-北階段

野球部倉庫

１階平面図　<既設>

金庫

金庫

金庫

金庫

金庫

金庫

金庫

金庫

前室 技師室

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

男子職員便所

女子職員便所

印は工事範囲外を示す.
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

廊下

進路応接室 全日制

女子職員休養室

教材室

屋上

生徒指導室

書道準備室

屋上

男子職員休養室

定時制

廊下

廊下

人権教育室

教材室

和室 書道室

印刷室

庇

SS

床

踏込 湯沸

廊下

EV

ホール

職員室

２階平面図

2

1 1

2

8

7

6

5

4

3

9

A B C D E GF H I J K L S TRP QONM

N

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

85,350

4,5504,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

9
,
1
0
0

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

4
,
5
5
0

2
7
,
3
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

9
,
1
0
0

1,600 2,700 250

5
,
5
0
02
,
9
6
0

1
,
7
4
0

1/200

渡り廊下（2）

EX
P.J

 空
き
 10

0

EXP
.J 

空き150

渡り廊下（1）

E
X
P
.
J

9’

8’

7’

6’

渡り廊下(1)D’ E’

5’ 5,3205,320

3,990 1,330

E
X
P
.
J

4’ PS

3’
EXP.J 空き100

4
,
4
0
0

4
,
0
4
0

1
8
0

1
8
0

3
7
5

2
,
0
0
05
,
0
0
0

3
4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

5
,
0
0
0 2
,
3
7
5

2
,
0
0
0

女子便所 洗面所

進路指導室 放送室 ｻｰﾊﾞｰ
機械室

小会議室

3
4
,
4
0
0

2
,
0
0
0

女子便所 男子便所

UP

DN

２階平面図　<既設>

西側階段 東側階段

DN UP

DN
東-北階段

定時制職員室

印は工事範囲外を示す.
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UP

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES
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印は工事範囲外を示す.
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺
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印は工事範囲外を示す.
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徳島県県土整備部営繕課
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●縮尺
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印は工事範囲外を示す.
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※図中　　　　印は基本的に改修なしの室を示す。
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<<凡例>>

※図中　　　　印は全面改修の室を示す。

※図中　　　　印は部分改修の室を示す。

・各教室：床、壁、建具、掃除具入等改修、天井塗装

・大会議：壁、建具、掃除具入等改修、床・天井塗装

※図中　　　　印は不具合箇所のみ改修の室を示す。

・生徒昇降口：天井張替(下地共)､玄関ドア改修<1箇所>

・ホール：玄関ドア改修及び取合い補修

・一般室：床、壁、天井、建具等の不具合部分の改修

・各便所：床、壁、天井、トイレブース等改修

・校長室：床、壁、天井、建具等改修

・保健室：床、壁、天井、建具等改修

・事務室：床、壁、天井、建具等改修

・倉庫、資料室等は工事範囲外とする
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徳島県県土整備部営繕課
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※図中　　　　印部分は別図詳細図参照のこと。
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<<凡例>>

※図中　　　　印は全面改修の室を示す。

※図中　　　　印は部分改修の室を示す。

・各教室：床、壁、建具、掃除具入等改修、天井塗装

・大会議：壁、建具、掃除具入等改修、床・天井塗装

※図中　　　　印は不具合箇所のみ改修の室を示す。

・生徒昇降口：天井張替(下地共)､玄関ドア改修<1箇所>

・ホール：玄関ドア改修及び取合い補修

・一般室：床、壁、天井、建具等の不具合部分の改修

・各便所：床、壁、天井、トイレブース等改修

・校長室：床、壁、天井、建具等改修

・保健室：床、壁、天井、建具等改修

・事務室：床、壁、天井、建具等改修

※図中　　　　印は基本的に改修なしの室を示す。

・倉庫、資料室等は工事範囲外とする

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺
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※図中　　　　印部分は別図詳細図参照のこと。
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<<凡例>>

※図中　　　　印は全面改修の室を示す。

※図中　　　　印は部分改修の室を示す。

・各教室：床、壁、建具、掃除具入等改修、天井塗装

・大会議：壁、建具、掃除具入等改修、床・天井塗装

※図中　　　　印は不具合箇所のみ改修の室を示す。

・生徒昇降口：天井張替(下地共)､玄関ドア改修<1箇所>

・ホール：玄関ドア改修及び取合い補修

・一般室：床、壁、天井、建具等の不具合部分の改修

・各便所：床、壁、天井、トイレブース等改修

・校長室：床、壁、天井、建具等改修

・保健室：床、壁、天井、建具等改修

・事務室：床、壁、天井、建具等改修

※図中　　　　印は基本的に改修なしの室を示す。

・倉庫、資料室等は工事範囲外とする

徳島県県土整備部営繕課
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●図面名

●図面番号
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※図中　　　　印部分は別図詳細図参照のこと。
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<<凡例>>

※図中　　　　印は全面改修の室を示す。

※図中　　　　印は部分改修の室を示す。

・各教室：床、壁、建具、掃除具入等改修、天井塗装

・大会議：壁、建具、掃除具入等改修、床・天井塗装

※図中　　　　印は不具合箇所のみ改修の室を示す。

・生徒昇降口：天井張替(下地共)､玄関ドア改修<1箇所>

・ホール：玄関ドア改修及び取合い補修

・一般室：床、壁、天井、建具等の不具合部分の改修

・各便所：床、壁、天井、トイレブース等改修

・校長室：床、壁、天井、建具等改修

・保健室：床、壁、天井、建具等改修

・事務室：床、壁、天井、建具等改修

※図中　　　　印は基本的に改修なしの室を示す。

・倉庫、資料室等は工事範囲外とする

徳島県県土整備部営繕課
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SP
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SP SP SP SP

SP

女子便所 男子便所

TB
05
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TB

西側階段 東側階段

01
SD

0101
SF SF
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SD
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SD

UP DNDN UP
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15 15 15 15 15

14

４階平面図　<改修後>

F
1b

F
1b

F
1b

F
1b

F
1b

146教室

※図中　　　　印部分は別図詳細図参照のこと。
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<<凡例>>

※図中　　　　印は全面改修の室を示す。

※図中　　　　印は部分改修の室を示す。

・各教室：床、壁、建具、掃除具入等改修、天井塗装

・大会議：壁、建具、掃除具入等改修、床・天井塗装

※図中　　　　印は不具合箇所のみ改修の室を示す。

・生徒昇降口：天井張替(下地共)､玄関ドア改修<1箇所>

・ホール：玄関ドア改修及び取合い補修

・一般室：床、壁、天井、建具等の不具合部分の改修

・各便所：床、壁、天井、トイレブース等改修

・校長室：床、壁、天井、建具等改修

・保健室：床、壁、天井、建具等改修

・事務室：床、壁、天井、建具等改修

※図中　　　　印は基本的に改修なしの室を示す。

・倉庫、資料室等は工事範囲外とする

16

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

図書室司書室兼書庫屋上 屋上

屋上 屋上

EV

ホール

A B C D E GF H I J K L S TRP QONM

E GF H I J K L PONM

５階平面図

2

1

2

1

Ｒ階平面図

EXP
.J 

空き150

EXP
.J 

空き150

N

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

4,550

85,350

4,5504,5504,5504,0004,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,0004,5504,5504,5504,550

1,000

1
,
0
0
0

7
,
0
0
09
,
1
0
0

2
,
1
0
0
1
,
0
0
0

1,000

9
,
1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,200

4,000

48,950

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000

1,200

1/200

SP

SP SP

AW
02

TB
05

04
TB

06
TB

08
TB

07
TB

女子便所 男子便所

西側階段 東側階段

01
SD

0101
SF SF

廊下

03
SD

DN DN

16 16

５階平面図　Ｒ階平面図　<改修後>

※図中　　　　印部分は別図詳細図参照のこと。
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/200

A B C D E GF H I J K L S TRP QONM

南　立面図

85,350

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

南・西立面図

128 7 6 5 4 39

西　立面図

4,550

27,300

4,550

2,600

4,550 4,550 4,550 4,550 2,100 7,000

9,100

吹抜 吹抜通り抜け 吹抜 吹抜 吹抜

渡り廊下(1)　西側立面図

cdefghi 2

36,400

2,375 2,625 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 2,625 2,375
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/200

ABCDEG FHIJKLST R PQ O N M

北　立面図

85,350

4,550 4,5504,5504,5504,550 4,0004,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550 4,5504,0004,5504,5504,5504,550

北・東立面図

1 2 876543 9

東　立面図

7,000

9,100

2,100 4,550

27,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

2,600

吹抜 吹抜吹抜 吹抜 吹抜 吹抜 通り抜け

渡り廊下(1)　東側立面図

2 c d e f g h i

36,400

2,3752,6254,4004,4004,4004,4004,4004,4002,6252,375
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
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　　 ：[天井点検口　450□](既設)を示す

■凡例

項目 記号

天井：岩綿化粧吸音板張（LGS下地） T0

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/200１階天井伏図

N

１階天井伏図　　1/200

記載なき天井仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 天井点検口　450□ (新設)を示す（照明用）

　　 ： 天井点検口　600□ (新設)を示す

天井：[ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]撤去 下地調整 EP塗

天井：[梁型等:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗] EP塗

天井：[木毛板打込み]  EP塗

天井：[穴開き吸音板]　EP塗

天井：[石膏ボード]　　EP塗替

天井：[化粧石膏ボード張] EP塗

天井：[岩綿化粧吸音板張] EP塗

T10

T9

天井：[ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ]下地処理の上 ｸﾛｽ張替 T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

[　]内は既存仕上とする

　　  ：天井材張替部分を示す

天井：化粧石膏ボード張（LGS下地）
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T3 T3 T5T5 T3 T2 T2

女子便所 男子便所

T6T6 T6

T5

T2
T4

T8
T8

渡り廊下(1)

渡り廊下(2)

T4

T4

倉庫（１）

T10
T10

T9

T9

男子便所

女子便所

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫
野球部部室

西側階段

東側階段

東-北階段

T0

黒板灯×2(設備工事)

<計4枚/箇所 各共通>
黒板撤去部ﾎﾞｰﾄﾞ張替

T1 T1

T2

T2

野球部倉庫

T1天井：石膏ボード張（LGS下地）

T1A天井：穴開き吸音ボード張（LGS下地）

T1A

保健室

※詳細図参照（参考図）
天井点検口 450□（照明用）計６箇所

65.81
1415 141

15

チャンネルキャッチ

取付用チャンネル

野縁Mバー

有効開口寸法386.8×437.6

規格寸法454

外枠寸法　467.6

押え材 共材 12×17（周囲）
ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ板 t5 乳白色 片面マット

内枠内寸法　418.6

天井開口寸法　456

仕上材押え（※1）

軒天:アルミスパンドレール張
外枠

化粧座金
内枠

グレモン錠

照明器具（電気工事）
下面開放型 LED照明

S=1/10照明用　天井点検口　450角　断面詳細図（グレモン錠タイプ）
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/200２階天井伏図

N

２階天井伏図　　1/200
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2502,7001,600
2
,
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2
,
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0
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倉庫
教材室

　　　

　　　

ホール

EV

8'

1

2

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

85,350

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

A TSRQPONMLKJIHGFEDCB
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5
,
0
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2

1

3'

4'

5'

6'

7'

9' T7

T7

T7

T7

人権教育室

T5

T6

T2 T2

男子便所女子便所

T6

T6

T2

T5

T5

T5

小会議室

T5
印刷室

渡り廊下(1)

渡り廊下(2)
T6

T6

T6

T6

T6

T6

T6

T6

T6

女子便所

T6 T6
廊下

T5

T9
T9

定時制職員室

廊下
T6

進路応接室２

西側階段 東側階段

生徒指導室

東-北階段

定時制教材室

和室

書道室

黒板撤去部ﾎﾞｰﾄﾞ張替
<計4枚/箇所 各共通>

黒板灯×2(設備工事) 黒板灯×2(設備工事)

T1 T1

T2

全日制職員室

T1A

T1A

■凡例

項目 記号

天井：岩綿化粧吸音板張（LGS下地） T0

記載なき天井仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 天井点検口　450□ (新設)を示す（照明用）

　　 ： 天井点検口　600□ (新設)を示す

　　 ：[天井点検口　450□](既設)を示す

天井：[ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]撤去 下地調整 EP塗

天井：[梁型等:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗] EP塗

天井：[木毛板打込み]  EP塗

天井：[穴開き吸音板]　EP塗

天井：[石膏ボード]　　EP塗替

天井：[化粧石膏ボード張] EP塗

天井：[岩綿化粧吸音板張] EP塗

T10

T9

天井：[ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ]下地処理の上 ｸﾛｽ張替 T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

[　]内は既存仕上とする

　　  ：天井材張替部分を示す

天井：化粧石膏ボード張（LGS下地）

T1天井：石膏ボード張（LGS下地）

T1A天井：穴開き吸音ボード張（LGS下地）

廊下

盤
湯沸

ｻｰﾊﾞｰ室

進路応接室１
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/200３・４階天井伏図

N

３階天井伏図　　1/200

４階天井伏図　　1/200

黒板灯×2(設備工事)
146教室CR 3-1CR 3-2CR 3-3CR 3-4CR 3-5

<計4枚/箇所 各共通>
黒板撤去部ﾎﾞｰﾄﾞ張替

西側階段 東側階段

T9T9

廊下
T6T6 T6

女子便所 男子便所

T2T2T5T5T5T5T5T5

T4

1

2

9
,
1
0
0

9
,
1
0
0

2
,
1
0
0

7
,
0
0
0

B C D E F G H I J K L M N O P Q R S TA
昭和48年建設（1期）昭和49年建設（2期）昭和50年建設（3期）

85,350

4,5504,5504,5504,5504,0004,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,0004,5504,5504,5504,550

2

1

EV

廊下 廊下

コンピューター室

ホール

読書室

黒板灯×2(設備工事)

T1 T1 T1

T5

ホール

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

EV

1

2

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

85,350

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

A TSRQPONMLKJIHGFEDCB

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

9
,
1
0
0

9
,
1
0
0

2

1

T5 T5 T5 T5 T5 T2 T2

男子便所女子便所

T6T6 T6

T9 T9

東側階段西側階段

CR 1-4 136教室CR 1-1CR 1-2CR 1-3

定時制１年 定時制２年 定時制３年

定時制４年

黒板撤去部ﾎﾞｰﾄﾞ張替
<計4枚/箇所 各共通>

黒板灯×2(設備工事)

CR 1-5

T1 T1 T1

T1A T1A T1A

T1A T1A T1A

■凡例

項目 記号

天井：岩綿化粧吸音板張（LGS下地） T0

記載なき天井仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 天井点検口　450□ (新設)を示す（照明用）

　　 ： 天井点検口　600□ (新設)を示す

　　 ：[天井点検口　450□](既設)を示す

天井：[ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]撤去 下地調整 EP塗

天井：[梁型等:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗] EP塗

天井：[木毛板打込み]  EP塗

天井：[穴開き吸音板]　EP塗

天井：[石膏ボード]　　EP塗替

天井：[化粧石膏ボード張] EP塗

天井：[岩綿化粧吸音板張] EP塗

T10

T9

天井：[ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ]下地処理の上 ｸﾛｽ張替 T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

[　]内は既存仕上とする

　　  ：天井材張替部分を示す

天井：化粧石膏ボード張（LGS下地）

T1天井：石膏ボード張（LGS下地）

T1A天井：穴開き吸音ボード張（LGS下地）

廊下廊下

T1

T1A

T1

T1A
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/200５階天井伏図

N

５階天井伏図　　1/200

廊下

ホール

図書室司書室兼書庫

EV

4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000

昭和49年建設（2期）

PONMLKJIHGFE

48,950

昭和48年建設（1期）

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

9
,
1
0
0

2

1 1

2

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

9
,
1
0
0

T5 T5

T2 T2

男子便所女子便所

T6

T6 T6

西側階段 東側階段

T1A

T1

■凡例

項目 記号

天井：岩綿化粧吸音板張（LGS下地） T0

記載なき天井仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 天井点検口　450□ (新設)を示す（照明用）

　　 ： 天井点検口　600□ (新設)を示す

　　 ：[天井点検口　450□](既設)を示す

天井：[ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]撤去 下地調整 EP塗

天井：[梁型等:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗] EP塗

天井：[木毛板打込み]  EP塗

天井：[穴開き吸音板]　EP塗

天井：[石膏ボード]　　EP塗替

天井：[化粧石膏ボード張] EP塗

天井：[岩綿化粧吸音板張] EP塗

T10

T9

天井：[ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ]下地処理の上 ｸﾛｽ張替 T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

[　]内は既存仕上とする

　　  ：天井材張替部分を示す

天井：化粧石膏ボード張（LGS下地）

T1天井：石膏ボード張（LGS下地）

T1A天井：穴開き吸音ボード張（LGS下地）

T6廊下

A-23Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



床､壁､天井:そのまま

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

金庫

金庫

金庫

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％１階平面詳細図－１

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2,275 9,100 2,275

5
,
5
0
0

　　　

白砂敷 t=50
白砂敷 t=50

UP

2
,
9
6
0

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

A B C D E F G H I J K L

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期）

校長室 第１応接室事務室大会議室

EV

ホール

廊下廊下

物入

9
,
1
0
0

2

1

2
,
5
4
0

1,600 2,700 250

貯水槽

男子職員便所

女子職員便所

Y3 Y4

5
,
0
0
0

4
,
4
0
0

c

d

西側階段

SP
02

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設洗面化粧台撤去
洗面化粧台新設
<取合補修共>

01
AW

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替
既設床見切:そのまま

SP
01

<取合補修共>

既設地袋･飾り棚
背面ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張替

:既設のままとする
金庫部分床

既設床見切:撤去<取合補修共>

<取合補修共>

既設流し台･ｶﾞｽ台

内装改修後再設置

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張替
ｽﾃﾝﾚｽ見切 6×20 新設<取合補修共>

既設受付小窓撤去
受付小窓新設

<取合補修共>
W1,420×H480(FL+950)

<取合補修共>
既設天袋撤去

　　ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ取外し

±0

±0

-150 -150

±0

±0 ±0

±0

±0+30

-150

-290

-290

-290-190
TB

TB

TBTBTB

-190
111213

09

10

[洗面器･棚･鏡]撤去
 <取合補修共>

[地袋] そのまま

ポーチ

消火栓：SOP塗替

別図参照

別図参照Y1

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

床：そのまま

±0

Y5 Y5

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

既設ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ：SOP塗替

既設防火戸：SOP塗替

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

流し台:L=1,200
　　　 新設

　　 ｔ25×120

ホール

Y5
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±0

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％１階平面詳細図－２

2,275

5
,
5
0
0

　　　　
　　　　

　　　

　　　　　

　　　

梁型CH=2,120

UP

±0

±0

-150

白砂敷 t=50

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

K L M N O P Q R S T

昭和48年建設（1期）

ポーチ生徒昇降口

第２応接室第１応接室 第３応接室

4
,
5
5
0

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

4
,
5
5
0

9
,
1
0
0

4

3

2

1

-10 -150 -150

-150

-10 -150

UP

±0 -150

廊下

倉庫（２）

倉庫（１）

ピロティ

技師室

職員昇降口

定時制昇降口

廊下

女子便所 男子便所

Y7

Y6

Y7

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

東側階段

01
AD

既設障子更新<金物共>

±0 ±0 ±0

±0

±0

±0

-150

+100

01
SD

SD
02

TB

TB TB

01

02 03

Y601
LSD

金庫

金庫

金庫

金庫

金庫
[洗面器･棚･鏡]撤去
 <取合補修共>

[洗面器･棚･鏡]撤去
 <取合補修共>

前室

±0

-150

-150

前室

消火栓：SOP塗替

別図参照

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

-150 -150
床：そのまま 床：そのまま床：そのまま

Y5

Y5A

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

±0
01
SD

防火ｼｬｯﾀｰ：工事対象外
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％１階平面詳細図－３
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教員相談室 保健室

Y5

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

TSRQPONMLK

東-北階段

戸棚
戸棚

戸棚

流し

冷蔵庫

製氷機

戸棚

±0

±0

-150 -150

±0 ±0

±0

±0

SP

SP

04

05

±0

別図参照

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Y5

Y5

Y5

野球部倉庫

±0

床：そのまま

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

床：そのまま 床：そのまま

床：そのまま

床：そのまま

床：そのまま

床･壁･天井：そのまま

-150-250

野球部部室

±0

床･壁･天井：そのまま
プロパン庫

<外壁改修工事>

スロープ

自販機置場
<外壁改修工事>
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流し台撤去

別図参照

±0

進路指導室

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％２階平面詳細図－１
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女子便所

西側階段

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

廊下
既設木製建具･間仕切壁撤去

<取合補修共>
防音間仕切･鋼製間仕切壁新設

+50

±0

±0

2
,
1
0
0

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>
既設木製建具撤去

+30

±0

±0

±0

±0

+50

+50

+50

±0

±0

SP

SP
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新設<取合補修共>
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁

08
SP

廊下
±0

SP SP
1110

SP
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SP
12

TB

TB

TB

14
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16

[既設ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 解体
　 床工事後､再取付<一部組替え>
　 <取合補修共>

消火栓：SOP塗替

別図参照

別図参照

別図参照

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Y5

既設防火戸：SOP塗替

床：そのまま

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

面台撤去

　　 ｔ25×120×1,200
面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工

流し台:W=1,200 新設

ホール

床､壁､天井:そのまま
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％２階平面詳細図－２
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和室

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

+50
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既設木製建具撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>
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ｻｰﾊﾞｰ機械室

消火栓：SOP塗替

別図参照

TB
06

展開方向

Ａ

Ｂ
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Ｄ

Y5

Y5

床：そのまま床：そのまま

床：そのまま

女子職員休養室

Y5

Y6A

Y5A

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

床：そのまま 床：そのまま

流し台撤去

01
SD

防火ｼｬｯﾀｰ：工事対象外
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東-北階段

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％２階平面詳細図－３
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別図参照

床：そのまま

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

±0

渡り廊下(1)

床：そのまま

床：そのまま

床：そのまま

床：そのまま

床：そのまま

床：そのまま

[洗面化粧台] そのまま
<水栓取替等設備工事>

Y5

Y5

Y5

EXP.J EXP.J

9
0
0

900

A-29Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％３階平面詳細図－１

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

7
,
0
0
0

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

A B C D E F G H I J K L

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期）

9
,
1
0
0

2

1

2
,
9
6
0

2
,
5
4
0

1,600 2,700 250

UPDN

梁型CH=2,170

CR 1-1CR 1-5 CR 1-4 CR 1-3 CR 1-2

Y2Y2 Y2 Y2 Y2
Y9

Y9 Y9 Y9 Y9

西側階段

廊下既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

廊下
既設木製建具撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>

2
,
1
0
0

±0 ±0 ±0

±0

±0 ±0

±0
SP
14

SP
15

SP
15

SP
15

SP
15

消火栓：SOP塗替

床：そのまま

Y5Y5Y5 既設防火戸：SOP塗替

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

ホール

床､壁､天井:そのまま

600

6
0
0

6
0
0
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％３階平面詳細図－２

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

K L M N O P Q R S T

昭和48年建設（1期）

DNUP

4
,
5
5
0

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

4
,
5
5
0

9
,
1
0
0

4

3

2

1

廊下

136教室CR 1-1 定時制１年 定時制２年 定時制３年 定時制４年

PS

男子便所女子便所

Y2 Y2

Y7Y7

Y6

東側階段

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

±0

±0

+30 +30 +30 +30

±0

SP
15

SP
15

±0

±0

01
SD

SF
01 01

SF

SD
03

07
TBTB

0504
TB

06
TB 08

TB

消火栓：SOP塗替

別図参照

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Y5Y5

Y6A Y5A

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

床：そのまま 床：そのまま 床：そのまま 床：そのまま

床：そのまま

Y9

01
SD

6
0
0

落下防止
手摺補修
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床､壁､天井:そのまま

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％４階平面詳細図－１

UPDN

7
,
0
0
0

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

A B C D E F G H I J K L

昭和50年建設（3期） 昭和49年建設（2期）

9
,
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0
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2

1

2
,
9
6
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2
,
5
4
0

1,600 2,700 250

7
,
0
0
0

CR 3-1CR 3-2CR 3-3CR 3-4CR 3-5

Y2 Y2 Y2 Y2
Y9

Y9 Y9 Y9 Y9

西側階段

既設木製建具撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>

2
,
1
0
0

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>
既設木製建具･間仕切壁撤去既設木製建具･間仕切壁撤去

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>
既設木製建具･間仕切壁撤去 廊下

±0 ±0 ±0

±0

±0 ±0

廊下 ±0
SP
14

SP
15

SP
15

SP
15

SP
15

消火栓：SOP塗替

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Y5Y5Y5 既設防火戸：SOP塗替

床：そのまま

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

ホール

Y2

600

6
0
0

6
0
0

落下防止
手摺補修

落下防止
手摺補修
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％４階平面詳細図－２

DNUP

4,550 4,550 4,550 4,550 4,000 4,550 4,550 4,550 4,550

K L M N O P Q R S T

昭和48年建設（1期）

廊下

コンピューター室読書室

CR 3-1 146教室

PS

男子便所女子便所

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

9
,
1
0
0

2

1

Y2 Y2

Y7Y7

Y6

東側階段

既設木製建具撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

既設木製建具･間仕切壁撤去

±0

±0

±0

+30

±0

+50
±0 ±0

+50SP
15

SP
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SP
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SD
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SF

SD
03

07
TBTB

0504
TB

06
TB 08

TB

消火栓：SOP塗替

別図参照

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Y5

Y6A Y5A

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

Y9
床：そのまま 床：そのまま

01
SD

6
0
0 600 600

±0

落下防止
手摺補修
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％５階平面詳細図

2
,
1
0
0

7
,
0
0
0

4,000 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,000

E F G H I J K L M N O P

昭和49年建設（2期） 昭和48年建設（1期）

2
,
9
6
0

2
,
5
4
0

1,600 2,700 250

DNDN

9
,
1
0
0

2

1

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

司書室兼書庫 図書室

廊下

PS

男子便所女子便所

Y7Y7

西側階段 東側階段

既設木製建具撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>±0

+30 +30
±0±0

SP

既設木製建具撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ新設<取合補修共>

SP

SP
16

AW
02

16 16

SF SF
01 01

03
SD

04
TB TB

05

06
TB

TB
08

07
TB

消火栓：SOP塗替

消火栓：SOP塗替

別図参照

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Y5

Y1A

Y6B Y6B

既設防火戸：SOP塗替

Y5A

床：そのまま

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　 ： 床点検口　600□ (新設)を示す
　　  ：床材張替部分を示す

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

ホール

床､壁､天井:そのまま

廊下 ±0

6
0
0

6
0
0

600600

6
0
0

既設手洗器撤去
間仕切壁工事後、新設

600600

落下防止
手摺補修

A-34Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

▽ＧＬ

▽ＧＬ

△１Ｆﾄﾞﾏ天

△１Ｆﾄﾞﾏ天

２１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ １２ ＡＢＣＤＥ

4,550 4,550

18,200

4,550 4,550

800 9,100

4,550 4,550

18,200

4,550 4,550

9,100

Ａ

5
3
0

2
,
9
7
0

5
3
0

2
,
9
7
0

6
0

6
0

Ｂ Ｃ

Ｄ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

[黒板] [掲示板]

[黒板] [掲示板][掲示板]

[教壇]

▽ＧＬ

▽ＧＬ

△１Ｆﾄﾞﾏ天

△１Ｆﾄﾞﾏ天

２１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ １２ ＡＢＣＤＥ

4,550 4,550

18,200

4,550 4,550

800 9,100

4,550 4,550

18,200

4,550 4,550

9,100

Ａ

5
3
0

2
,
9
7
0

5
3
0

2
,
9
7
0

6
0

6
0

Ｂ Ｃ

Ｄ

K1
K2 K2

K1
K2

K1
K2

K1 K1 K1

K1

K1

K1 K1 K1

K1 K1 K1 K1

K2 K2 K2 K2K1

K1

K1

K1

掃除具入、更新K7 K7 K7

K7

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

[黒板] [掲示板]

[黒板] [掲示板][掲示板]

[教壇]

　　大会議室 <既設>

　　大会議室 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

そのまま そのまま そのまま

そのまま そのまま

１階展開図－１

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[アコーディオンカーテン]復旧

[アコーディオンカーテン]取外し [洗面器]撤去､<設備工事> [掃除具入｣撤去、取合補修

流し台 L1200、新設

1.0 1.2 1.0 2.0

1.0 1.5

<家具図参照>

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着張> <家具図参照>

K10

L=1.00 L=1.00 L=0.75 L=0.70

L=0.70 L=0.70

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

A-35Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



鏡:撤去

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

9,100

4,550 4,550

9,100

4,550 4,550

２ １

9,100

7,0002,100

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｉ Ｊ Ｋ Ｋ Ｊ Ｉ

廊下 廊下

Ａ Ｃ ＤＢ

5
0
0 3
0

K1

K1

K2 K2
K1 K1

K1[金庫] [金庫][ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ] [金庫]

K3

K7K7 K7 K7

▽１ＦＬ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

１ ２ＦＧＨ２ １ＨＧＦ

9,100

4,550 4,550

9,100

4,550 4,550

9,100 9,100

2,1007,0007,0002,100

廊下 廊下

2
,
8
0
0

5
0
0 3
0

2
,
9
5
0

ＤＣＢＡ

K4 [50二丁ﾀｲﾙ張] そのままK2 K2

[地袋]そのまま

K5 K5 K5K5

K7 K7 K7

K5 K5

▽１ＦＬ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

１ ２ＦＧＨ２ １ＨＧＦ

9,100

4,550 4,550

9,100

4,550 4,550

9,100 9,100

2,1007,0007,0002,100

廊下 廊下

2
,
8
0
0

5
0
0 3
0

2
,
9
5
0

ＤＣＢＡ

[50二丁ﾀｲﾙ張] そのまま

[地袋]そのまま

▽１ＦＬ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

9,100

4,550 4,550

9,100

4,550 4,550

２ １

9,100

7,0002,100

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｉ Ｊ Ｋ Ｋ Ｊ Ｉ

廊下 廊下

Ａ Ｃ ＤＢ

5
0
0 3
0

[金庫] [金庫][ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ] [金庫]

▽１ＦＬ

　　校長室 <既設>

　　校長室 <改修後>

　　事務室 <既設>

　　事務室 <改修後>

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

K5 [袖壁]

壁仕上 [クロス]  撤去
取合補修共 <各面共通>

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共
[天袋] 撤去 取合補修共

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

取合補修共

[受付小窓] 撤去

取合補修共

[受付小窓] 新設

[　]内は既存仕上とする

[ｶﾞｽ台､流し台] 取外し
　　　　　　 取合補修共

[ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ] 取外し
　　　　取合補修共

　　　　取合補修共

　　　　　　 取合補修共

[ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ] 再取付

[ｶﾞｽ台､流し台] 再取付

垂壁 新設

１階展開図－２

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

600 1,050

そのまま そのままそのままそのまま

[洗面化粧台] 撤去 取合補修共

モルタル補修
450×100

モルタル補修
600×1000

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

<建築工事､接続は設備工事>

洗面化粧台 W600 更新 取合補修共

[地袋]

[地袋] 下地調整の上
　　　 SOP塗替

K3

K9

K5

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

A-36Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



廊下

2,100

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

Ｊ Ｋ ＪＫ２ １ ２１

4,550 4,5507,0002,100

9,100

7,000

9,100

ＡＡ Ｂ ＤＣ

5
0
0

2
,
8
5
0

2
,
3
7
0

開放
廊下

[150角ﾀｲﾙ張] そのまま [150角ﾀｲﾙ張] そのまま[150角ﾀｲﾙ張] そのまま[150角ﾀｲﾙ張] そのまま

[下足入] そのまま

▽１ＦＬ

Ｋ

4,550

２ １

9,100

7,0002,100 4,550

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｋ Ｌ Ｌ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

Ａ ＤＣＢ

3
0

5
0
0

[銘木化粧合板張] そのまま

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま

[化粧鏡] 撤去

[照明器具] 撤去<設備工事>

[洗面器] 撤去<設備工事>

▽１ＦＬ

Ｋ

4,550

２ １

9,100

7,0002,100 4,550

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｋ Ｌ Ｌ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

Ａ ＤＣＢ

3
0

5
0
0

[銘木化粧合板張] そのまま

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま

▽１ＦＬ

廊下

2,100

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

Ｊ Ｋ ＪＫ２ １ ２１

4,550 4,5507,0002,100

9,100

7,000

9,100

ＡＡ Ｂ ＤＣ

5
0
0

2
,
8
5
0

2
,
3
7
0

開放
廊下

[150角ﾀｲﾙ張] そのまま [150角ﾀｲﾙ張] そのまま[150角ﾀｲﾙ張] そのまま[150角ﾀｲﾙ張] そのまま

[下足入] そのまま

▽１ＦＬ

　　第１応接室 <既設>

　　第１応接室 <改修後>

　　ホール <既設>（そのまま）

　　ホール <改修後>（そのまま）

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

[垂壁 クロス張] そのまま

[垂壁 クロス張] そのまま

[受付ｶｳﾝﾀｰ] 取外し 取合補修共

[受付ｶｳﾝﾀｰ] 再取付 取合補修共

[　]内は既存仕上とする

１階展開図－３

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

　　　　　　<下端ﾌﾗｯﾄに変更>

K3A

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設K3A

A-37Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

4,550

２ １

9,100

7,0002,100 4,550

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｍ Ｎ Ｎ Ｍ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

ＤＣＢＡ

5
0
0 3
0

廊下 廊下

[金庫] [金庫] [金庫] [金庫] [金庫]

▽１ＦＬ

△１Ｆﾄﾞﾏ天

4,550

２ １

9,100

7,0002,100 4,550

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｌ Ｍ Ｍ Ｌ

▽ＧＬ

Ａ ＤＣＢ

5
0
0 3
0

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま[銘木化粧合板張] そのまま

[化粧鏡] 撤去

[照明器具] 撤去<設備工事>

[洗面器] 撤去<設備工事>

▽１ＦＬ

△１Ｆﾄﾞﾏ天

4,550

２ １

9,100

7,0002,100 4,550

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｌ Ｍ Ｍ Ｌ

▽ＧＬ

Ａ ＤＣＢ

5
0
0 3
0

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま

廊下

[銘木化粧合板張] そのまま[銘木化粧合板張] そのまま

▽１ＦＬ

4,550

２ １

9,100

7,0002,100 4,550

１ ２

9,100

2,1007,000

Ｍ Ｎ Ｎ Ｍ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

ＤＣＢＡ

5
0
0 3
0

廊下 廊下

[金庫] [金庫] [金庫] [金庫] [金庫]

▽１ＦＬ

　　第２応接室 <既設>

　　第２応接室 <改修後>

　　第３応接室 <既設>

　　第３応接室 <改修後>

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

[　]内は既存仕上とする

１階展開図－４

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

K3A

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K3A

A-38Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

[木製間仕切壁] そのまま

[木製間仕切壁] そのまま



ＡＡ Ｂ Ｃ Ｄ

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

4,550

Ｐ Ｑ １

3,500 4,550

ＰＱ １

3,500 4,550

１

3,500 4,550

１

3,500

Ｑ Ｒ ＱＲ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

ＤＣＢＡＡ

5
0
0

2
,
6
5
0

5
0
0

2
,
6
5
0

3
0▽１ＦＬ

ＡＡ Ｂ Ｃ Ｄ

4,550

Ｐ Ｑ １

3,500 4,550

ＰＱ １

3,500 4,550

１

3,500 4,550

１

3,500

Ｑ Ｒ ＱＲ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

ＤＣＢＡＡ

5
0
0

2
,
6
5
0

5
0
0

2
,
6
5
0

3
0▽１ＦＬ

[片開きドア] 障子 撤去

[片開きドア] 障子 新設 金物共

▽１ＦＬ

3
0

2
,
6
0
0

5
0
0

ＤＢ ＣＡ

△１Ｆﾄﾞﾏ天
▽ＧＬ

350 350

８７６８ ７ ６

4,5504,550

9,100

4,5504,550

9,100

Ｏ Ｎ

4,550

ＯＮ

4,550

▽１ＦＬ

3
0

2
,
6
0
0

K1

K1

K7

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K1

K7

K1

5
0
0

ＤＢ ＣＡ

△１Ｆﾄﾞﾏ天
▽ＧＬ

350 350

８７６８ ７ ６

4,5504,550

9,100

4,5504,550

9,100

Ｏ Ｎ

4,550

ＯＮ

4,550

　　教育相談室 <既設>

　　教育相談室 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

１階展開図－５

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

警備盤

警備盤

1.0

　　技師室 <既設>（そのまま）

　　技師室 <改修後>（そのまま）

　　前室 <既設>（建具更新のみ）

　　前室 <改修後>（建具更新のみ）

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

A-39Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

[　]内は既存仕上とする

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

Ｐ Ｑ Ｒ

9,100

4,550 4,550

ＰＱＲ

9,100

4,5504,550

Ｏ Ｎ Ｍ Ｌ Ｋ Ｋ２

2,100

4,000 40,950 4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

4,000 18,200 4,550

4,550 4,550 4,550 4,550

ＡＡ

ＡＡ Ｂ Ｃ

5
0
0

2
,
7
2
0

5
0
0

2
,
8
5
0

3
5
0

3
,
0
0
0

開放
ＥＶホール

[ﾚﾘｰﾌﾀｲﾙ張] そのまま

3
0

3
0

[巾木 人研ぎ仕上] そのまま[巾木 人研ぎ仕上] そのまま

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

シャッター

開放

開放

2
,
7
2
0

開放

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

Ｆ ＥＧＨＩＪ

4,000

4,5504,5504,5504,550

18,200

5
0
0

2
,
7
2
0

開放

3
0

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天
▽１ＦＬ

Ｃ

２

2,100

Ｄ

開放

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

4,000 40,950 4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

ＡＡ

5
0
0

2
,
7
2
0

開放
ＥＶホール

[ﾚﾘｰﾌﾀｲﾙ張] そのまま

3
0

K1

K1

K1

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

シャッター

K8K8
▽１ＦＬ

　　１階廊下 <既設>

　　１階廊下 <改修後>

１階展開図－６

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去 取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設

[人研ぎ流し]

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

K10

[防火戸] 新設 [防火戸] 新設

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

消火栓

消火栓

K1

K10

A-40Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

[　]内は既存仕上とする

Ｐ Ｑ Ｒ

9,100

4,550 4,550

ＰＱＲ

9,100

4,5504,550

Ｏ Ｎ Ｍ Ｌ Ｋ Ｋ２

2,100 4,000 18,200 4,550

4,550 4,550 4,550 4,550

ＡＡ Ｂ Ｃ

5
0
0

2
,
8
5
0

3
5
0

3
,
0
0
0

3
0

K1

K1

K1

K1

[巾木 人研ぎ仕上] そのまま[巾木 人研ぎ仕上] そのまま
K6

K3

K3

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

開放

開放

2
,
7
2
0

開放

K8

▽１ＦＬ
K8

Ｆ ＥＧＨＩＪ

4,000

4,5504,5504,5504,550

18,200

5
0
0

2
,
7
2
0

開放

3
0

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天
▽１ＦＬ

Ｃ

２

2,100

Ｄ

開放

Ｏ Ｐ ２３４５６７８ Ｐ Ｏ

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９

９

ＡＡ ＣＢ

Ｄ

4,0004,000 1,300 1,300 4,550 4,550 4,550

29,900

4,550 4,550 4,550 2,100

1,3001,3004,5504,5504,550

29,900

4,5504,5504,5502,100

開放 開放 開放 開放

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

5
0
0

2
,
7
2
0

3
0

5
0
0

2
,
7
2
0

3
0

シャッター

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

カイダン

[自火報]

　　１階廊下 <改修後>

　　東側廊下 <既設>

１階展開図－７

K6

K3

K3

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

撤去 取合補修共

そのまま そのまま
そのまま

[掲示板 2,510×H1,200]

[掲示板 2,000×H900] [掲示板 2,000×H900]
[掲示板 W3,300×H1,200]

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

　　　　　<木枠共､取合補修共>
[木製建具]周囲ｶｯﾀｰ切の上､撤去

[見切：木製 25×75]

[防火戸] 新設 [防火戸] 新設

[壁：GB-R t12.5 EP塗]

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K10K10

学校用間仕切新設学校用間仕切新設

A-41Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

[　]内は既存仕上とする

Ｏ Ｐ ２３４５６７８ Ｐ Ｏ

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９

９

ＡＡ ＣＢ

Ｄ

4,0004,000 1,300 1,300 4,550 4,550 4,550

29,900

4,550 4,550 4,550 2,100

1,3001,3004,5504,5504,550

29,900

4,5504,5504,5502,100

開放 開放 開放 開放

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

5
0
0

2
,
7
2
0

3
0

5
0
0

2
,
7
2
0

3
0

シャッター

K1

K1

K2

K7

K2

K1

K9 K9 K9 K9

K8

K8

K1

K1

K8

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

[自火報]

K1

K1

K8

Ｐ Ｑ Ｒ ６ ５ ４ ３ Ｒ２ Ｑ Ｐ

Ａ ＣＢ

4,550 4,550

9,100

190 4,360 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

18,200 9,100

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

5
0
0 3
0▽１ＦＬ

[人研ぎ巾木]そのまま[人研ぎ巾木]そのまま[人研ぎ巾木]そのまま

２ ３ ４ ５ ６

Ｄ

4,550 4,550 4,550 4,360 190

18,200

開放 開放 開放 開放

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

5
0
0 3
0▽１ＦＬ

　　東側廊下 <改修後>

　　生徒昇降口 <既設>

　　生徒昇降口 <既設>（Ｄ面そのまま）

１階展開図－８

新設 取合補修共

そのまま そのまま
そのまま

K1

掲示板 2,510×H1,200

[掲示板 2,000×H900] [掲示板 2,000×H900]
[掲示板 W3,300×H1,200]

[巾木:塩ビ巾木 H=100] そのまま

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[見切：木製 25×75]

学校用間仕切新設
学校用間仕切新設 学校用間仕切新設

東-北階段

2
,
7
5
0

[壁:GB-R t12.5 EP塗] そのまま [柱:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ EP塗] そのまま

2
,
7
5
0

[壁：GB-R t12.5 EP塗]そのまま

K10

K10

K10

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

A-42Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

[　]内は既存仕上とする

Ｐ Ｑ Ｒ ６ ５ ４ ３ Ｒ２ Ｑ Ｐ

Ａ ＣＢ

4,550 4,550

9,100

190 4,360 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

18,200 9,100

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

5
0
0 3
0

K8

K1K1

K1K1

2
,
8
5
0

K1

K1

K8

K1

K1

K7

K3

K3

▽１ＦＬ

[人研ぎ巾木]そのまま[人研ぎ巾木]そのまま[人研ぎ巾木]そのまま

２ ３ ４ ５ ６

Ｄ

4,550 4,550 4,550 4,360 190

18,200

開放 開放 開放 開放

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

5
0
0 3
0

2
,
8
5
0

▽１ＦＬ

　　生徒昇降口 <改修後>

　　生徒昇降口 <改修後>（Ｄ面そのまま）

4,550

Ｎ Ｏ

350

ＡＡ

▽ＧＬ
△１Ｆﾄﾞﾏ天

△２Ｆﾄﾞﾏ天
▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

5
0
0

3
,
7
5
0

2
,
7
2
0

2
5
0

1
,
9
6
4

1
,
7
8
6

▽３ＦＬ

△３Ｆﾄﾞﾏ天

野球部部室

4,550

Ｎ Ｏ

350

ＡＡ

5
0
0

3
,
7
5
0

2
,
7
2
0

2
5
0

1
,
9
6
4

1
,
7
8
6

K1

K1

K8

野球部部室

５ ６

4,550

Ｂ

野球部部室

4,550

ＮＯ

350

Ｃ

野球部部室

５６

4,550

Ｄ

野球部部室

５ ６

4,550

Ｂ

野球部部室

K1

K1

4,550

ＮＯ

350

Ｃ

K1

K1

K8

野球部部室

５６

4,550

Ｄ

K1

K1

K8

野球部部室

１階展開図－９

[壁:GB-R t12.5 EP塗] そのまま [柱:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ EP塗] そのまま

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

　　東-北階段 <既設 > 　　東-北階段 <改修後>

1.0 L=3.50

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設
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[ｽﾗｲﾄﾞ黒板]

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

△２ＦＳＬ

△２ＦＳＬ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4,550 4,550

13,650

4,550

Ａ

１ ２

9,100

Ｄ

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣＤ

4,550 4,550

13,650

4,550

Ｃ

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣＤ

4,550 4,550

13,650

4,550

Ｃ

[ｽﾗｲﾄﾞ黒板]

[掲示板][黒板(白板)]

開放 開放

△２ＦＳＬ

△２ＦＳＬ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4,550 4,550

13,650

4,550

Ａ

１ ２

9,100

Ｄ

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣＤ

4,550 4,550

13,650

4,550

Ｃ

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣＤ

4,550 4,550

13,650

4,550

Ｃ

3
0

3
0

K1 K1 K1

K2 K2 K2K1 K1

K1

K1

K1 K1 K1
K2 K2 K2

K1 K1 K1

K1

K1

K1

[ｽﾗｲﾄﾞ黒板] [ｽﾗｲﾄﾞ黒板]

[掲示板][黒板(白板)]

開放 開放

２階展開図－１

[　]内は既存仕上とする

　　進路室 <既設>

　　進路室 <改修後>

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 取外し

そのままそのまま

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 取外し

そのまま そのまま

[教壇] そのまま

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 取外し[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 復旧時組替 [ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 取外し

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 復旧 [ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 復旧

そのまま そのまま

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 復旧時組替 [ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 復旧 [ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 復旧

既設壁 下地調整 既設壁 下地調整 一部 ﾎﾟﾘ合板ﾊﾟﾈﾙ撤去<下地共>

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

1.0 1.0

学校用間仕切新設

　　　　　　　 取合補修共
[木製建具] 撤去､枠･額縁共

6
0

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

6
0

K5A

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K9

K6 K6 K6

K6

[教壇]

取外し、再取付

窓落下防止手摺の不具合部分補修 
<各共通>
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K9
K9

△２ＦＳＬ

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

3
0

Ｄ Ｅ

4,550

ＤＥ２ ２

2,100 4,550 2,100 800800

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2
,
7
2
0

2,8501,700

▽２ＦＬ
流し台 L1500、新設

△２ＦＳＬ

Ｄ Ｅ ＤＥ１ １

4,550 2,100 7,000

9,100

4,550 7,000

9,100

2,100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0▽２ＦＬ

２ ２

△２ＦＳＬ

Ｄ Ｅ ＤＥ１ １

4,550 2,100 7,000

9,100

4,550 7,000

9,100

2,100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

2,850 1,700

▽２ＦＬ

２ ２ １

2,100 7,000

9,100

Ｂ

２

3,500

△２ＦＳＬ 3
0

Ｄ Ｅ

4,550

ＤＥ２ ２

2,100 4,550 2,100 800800

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2
,
7
2
0

▽２ＦＬ

　　進路応接室 <既設>

開放

[　]内は既存仕上とする

　　廊下（手洗い） <既設>

　　廊下（手洗い） <改修後>

２階展開図－２

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[人研ぎ棚] 撤去
　<取合補修共>

[地袋] 撤去 <取合補修共>

[人研ぎ流し] 撤去 <取合補修>

遮音間仕切新設

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去
　　　　　取合補修共

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上 H=100
　　<取合補修共>

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上
　<取合補修共>

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設
　　　　　取合補修共

[書棚]

[書棚]

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[黒板]
そのまま そのまま そのまま

[掲示板][白板]

そのまま
[白板]

そのまま
[黒板] [掲示板]

そのまま

　　進路応接室１、進路応接室２ <改修後>

遮音間仕切新設 遮音間仕切新設

学校用間仕切新設

取合補修共

学校用間仕切新設

[腰壁:GB-R t12.5] 面台撤去

[照明器具]撤去<設備工事>
[化粧鏡]撤去<取合補修共>

K5A

K7

K1

K7

K1

K1

K1

K7

開放

面台 新設
取合補修共

間仕切壁新設

K1

K1

K1

K1

K7K7

K1

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

3
,
0
3
0

3
,
0
3
0

窓落下防止手摺の不具合部分補修 
<各共通>
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盤

[掲示板]

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

Ｌ Ｋ Ｊ Ｉ Ｈ Ｇ Ｆ ２１

ＬＫＪＩＨＧＦ ２ １

２１

27,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

9,100

7,000 2,100

9,100

7,000 2,100

27,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

9,100

2,100 7,000

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ Ｄ

3
0

2
,
9
7
0

3
0

2
,
9
7
0

△２ＦＳＬ

△２ＦＳＬ

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

[掲示板]

廊下
開放

[地袋]

Ｌ Ｋ Ｊ Ｉ Ｈ Ｇ Ｆ ２１

ＬＫＪＩＨＧＦ ２ １

２１

27,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

9,100

7,000 2,100

9,100

7,000 2,100

27,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

9,100

2,100 7,000

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ Ｄ

△２ＦＳＬ

△２ＦＳＬ

K1 K1
K2 K2 K2

K1 K1
K2 K2 K2

K1

K1

K1

廊下
開放

K3

K3

　　全日制職員室 <既設>

　　全日制職員室 <改修後>

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ]撤去

[　]内は既存仕上とする

２階展開図－３

8
0▽２ＦＬ

2
,
9
2
0

▽２ＦＬ

8
0

そのまま

[地袋] そのまま

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

2
,
9
2
0

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 更新

そのまま

[地袋] そのまま

　　　　　　 取合補修共

6001,050 1,200

　　　　　　 取合補修共
[流し台､調理台] 取外し

6001,050

[流し台] 撤去､取合補修共

1,200

[流し台､調理台] 再取付
流し台 L1200、新設

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

K1

K1
そのまま

[出欠白板][掲示板]

そのまま
[出欠白板][掲示板]

廊下

廊下

廊下

廊下

[出欠簿収納]

[出欠簿収納]
そのまま

[ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]浮き補修　[ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]浮き補修　
　　　　1000×150 　　　　　500×150

そのまま

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設

[白板]
撤去､取合補修共

学校用間仕切新設

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K6A K6A

K6A

[地袋] K9
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

4,550 4,550

１

2,500

１

2,500

Ｌ Ｍ Ｍ Ｌ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

3
,
0
0
0

　　印刷室 <既設>

[　]内は既存仕上とする

4,550

Ｍ Ｎ

4,550

ＭＮ １ ２１２

2,100

9,100

7,000 2,100

9,100

7,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

3
,
0
0
0

廊下 廊下

4,550

Ｍ Ｎ

4,550

ＭＮ １ ２１２

2,100

9,100

7,000 2,100

9,100

7,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

3
,
0
0
0

廊下 廊下

K1

K7

K2

K1

K1

K7

K1

K1

K1

K7

K1

K1

K6

　　小会議室 <既設>

　　小会議室 <改修後>

K1 K1

4,550 4,550

１

2,500

１

2,500

Ｌ Ｍ Ｍ Ｌ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

K1

K7

K1

K7

3
,
0
0
0

K1K1 K2

　　印刷室 <改修後>

２階展開図－４

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

[地袋]

K7

K1

K9

K9[地袋]

[地袋]

[地袋] K9

K9

K9

K9

A-47Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

[木製間仕切壁] そのまま

K1

K1



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

ＤＣＢＡ

６５

4,550

Ｒ Ｑ Ｐ

4,550

9,100

4,550

６ ５

4,550

ＲＱＰ

4,550

9,100

4,550

3
0

2
,
6
0
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

ＤＣＢＡ

６５

4,550

Ｒ Ｑ Ｐ

4,550

9,100

4,550

６ ５

4,550

ＲＱＰ

4,550

9,100

4,550

3
0

2
,
6
0
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

ＢＡ

2,275

５ＯＮ

4,550

3
0

2
,
6
0
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

ＢＡ

2,275

５ＯＮ

4,550

3
0

2
,
6
0
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

Ｃ

4,550

Ｏ Ｎ

Ｃ

4,550

Ｏ Ｎ

Ｄ

2,275

７

Ｄ

2,275

７

[　]内は既存仕上とする

２階展開図－５

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]浮き補修　
　　　　1000×60 [ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]浮き補修　

　　　　　200×650

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

　　教材室 <既設> そのまま（床補修のみ）

　　教材室 <改修後> そのまま（床補修のみ）

　　人権教育室 <既設> そのまま

　　人権教育室 <改修後> そのまま

A-48Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

[　]内は既存仕上とする

２階展開図－６

4,550

Ｎ Ｏ

4,550 4,550

ＮＯ

4,550

２ ３２３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

[木製建具、改修]

4,550

Ｎ Ｏ

4,550 4,550

ＮＯ

4,550

２ ３２３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

[木製建具、改修]

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K7

K1

K7

　　生徒指導室 <既設>

　　生徒指導室 <改修後>

ＤＣＢＡ

2,275

6,825

2,275

6,825

４３４ ３

4,550 4,550

Ｏ Ｎ

4,550

ＯＮ

4,550

3
0

△２ＦＳＬ

　　定時制教材室（そのまま）

▽２ＦＬ

ＤＣＢＡ

2,275

6,825

2,275

6,825

４３４ ３

4,550 4,550

Ｏ Ｎ

4,550

ＯＮ

4,550

3
0

△２ＦＳＬ

　　定時制教材室（そのまま）

▽２ＦＬ

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

K1 K1K1

ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ撤去､丁番3箇所取替
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､本締錠、ｻﾑﾀｰﾝ､戸当り

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

[　]内は既存仕上とする

4,5504,550

9,100

ＩＪＫ １２

9,100

4,550 4,550

13,650

Ｉ Ｊ Ｋ １ ２

9,100

ＤＣＢＡ

△２ＦＳＬ

[展示ケース]
[引分黒板]

[掲示板]

▽２ＦＬ

4,5504,550

9,100

ＩＪＫ １２

9,100

4,550 4,550

13,650

Ｉ Ｊ Ｋ １ ２

9,100

ＤＣＢＡ

△２ＦＳＬ

SP
15

K1K2 K2

K1

[展示ケース]
[引分黒板]

[掲示板]

K1
K2 K2

3
0

3
,
0
0
0

▽２ＦＬ

K1

　　書道室 <既設>

　　書道室 <改修後>

ＥＶホール

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

4,000 40,950 4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

Ａ

3
0

2
,
7
2
0

△２ＦＳＬ

開放 シャッター

▽２ＦＬ

開放

[木製建具]改修

△２ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

Ｐ Ｑ Ｒ

4,550

9,100

4,550

ＰＱＲ

4,550

9,100

4,550 2,1002,100

２ ２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽２ＦＬ

　　廊下 <既設>

２階展開図－７

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去 取合補修共

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

[教壇] そのまま

[教壇] そのまま

K1

K1

[人研ぎ流し]

[地袋]そのまま

学校用間仕切新設

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

2
,
9
7
0

6
0

K6A K6A

K1

K6A

[地袋] K9

消火栓
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

Ｅ

4,000

△２ＦＳＬ

ＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰ

40,9504,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550

Ｂ

2
,
7
2
0

3
0

カイダン

▽２ＦＬ

ＥＶホール

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

4,000 40,950 4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

Ａ

3
0

2
,
7
2
0

△２ＦＳＬ

開放 シャッター

▽２ＦＬ

K1

開放

K1

K1

K1

K1
K2K2K2 K2 K2K2K2 K2

[木製建具]改修

K8K8 K8

K1

K1

△２ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

Ｐ Ｑ Ｒ

4,550

9,100

4,550

ＰＱＲ

4,550

9,100

4,550 2,1002,100

２ ２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽２ＦＬ
K7

K1 K2

K2

K8 K9 K9

Ｅ

4,000

△２ＦＳＬ

ＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰ

40,9504,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550

Ｂ

2
,
7
2
0

3
0

開放開放

カイダン

▽２ＦＬ

K1

K1

K8 K6

K3

K3

K6

K3

K3

K6

K3

K3

K6

K3

K3K2

K2

K7

　　廊下 <既設>

　　廊下 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

２階展開図－８

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設 取合補修共

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

鋼製間仕切壁新設 W100の上
GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共

鋼製間仕切壁新設 W100の上
GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設学校用間仕切新設

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K10

K10

消火栓

K1

K10

K10

学校用間仕切新設
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

△２ＦＳＬ

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

4,000

Ｐ Ｏ

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

２３４５６７８

30,050 2,100

９

2,6002,750

3
,
2
2
5

3
0

2
,
7
2
0

3
0

2
,
5
7
5

6
5
0

開放

EX.J
壁工事範囲

壁工事範囲

K2

K2

K7 K7 K7

K3

K3

K3

K3

K1

K1

K8

Ａ Ｂ

Ｏ Ｐ

4,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,550

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

30,0502,100

９

2,600 2,750

カイダン

EX.J

シャッター

壁工事範囲

壁工事範囲

K2

K2

K7

K2

K2

K7

K2

K2

K7

K1

K1

K8

K2

K2

K7

K1

K1

K8

K1

K1

K8

Ｃ Ｄ

3
0

2
,
7
2
0

3
,
2
2
5

3
0

2
,
5
7
5

6
5
0

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

4,000

Ｐ Ｏ

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

２３４５６７８

30,050 2,100

９

2,6002,750

3
,
2
2
5

3
0

2
,
7
2
0

3
0

2
,
5
7
5

6
5
0

開放

EX.J
壁工事範囲

壁工事範囲

Ａ Ｂ

△２ＦＳＬ
▽２ＦＬ

Ｏ Ｐ

4,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,550

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

30,0502,100

９

2,600 2,750

カイダン

EX.J

シャッター

壁工事範囲

壁工事範囲

Ｃ Ｄ

3
0

2
,
7
2
0

3
,
2
2
5

3
0

2
,
5
7
5

6
5
0

　　東側廊下 <既設>

　　東側廊下 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

２階展開図－９

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設
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EX.J EX.J

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

△２ＦＳＬ

△２ＦＳＬ

Ｏ Ｐ

4,000

Ｏ Ｐ

4,000

ＢＣＤＥＦＧＨＩＪ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

4,4005,000 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 5,000

34,400

34,400

3,000

2,000

3,000

2,000

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

3
0

2
,
5
0
0

3
0

2
,
5
0
0

工事範囲

工事範囲

工事範囲

工事範囲

EX.J EX.J

開放

開放

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

K1

K1

K8

EX.J EX.J

△２ＦＳＬ

Ｏ Ｐ

4,000

ＢＣＤＥＦＧＨＩＪ

4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 5,000

34,400

3,000

2,000

Ａ Ｂ

3
0

2
,
5
0
0

工事範囲

工事範囲

開放

▽２ＦＬ

K1

K1

K8

△２ＦＳＬ

Ｏ Ｐ

4,000

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

4,4005,000 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

34,400

3,000

2,000

Ｃ Ｄ

3
0

2
,
5
0
0

工事範囲

工事範囲

EX.J EX.J

開放

▽２ＦＬ

K1

K1

K8

K1

K1

K8

　　西側渡り廊下 <既設>

　　西側渡り廊下 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

２階展開図－10

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

A-53Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

Ａ Ｂ Ｃ

9,100

4,550 4,550

A2：1/100
A3:×70％

Ａ

△３ＦＳＬ 6
0

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

２１

9,100

Ｄ

[掲示板] [掲示板][曲面黒板]

教壇改修(詳細図参照)

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

▽３ＦＬ

ＤＣ Ｅ

9,100

4,550 4,550

Ａ

△３ＦＳＬ 6
0

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

ＤＥ Ｃ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

２１

9,100

7,000 2,100

Ｄ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

教壇改修(詳細図参照)

▽３ＦＬ

Ａ Ｂ Ｃ

9,100

4,550 4,550

Ａ

△３ＦＳＬ

3
,
0
0
0

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

２１

9,100

Ｄ

K1
K2 K2

K2 K2K1 K1 K1

[掲示板] [掲示板][曲面黒板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新

[ロッカー]
K1 K1 K1 K1

▽３ＦＬ

ＤＣ Ｅ

9,100

4,550 4,550

Ａ

△３ＦＳＬ

3
,
0
0
0

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

ＤＥ Ｃ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

K2 K2K1 K1

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

K3K3

２１

9,100

7,000 2,100

Ｄ

K1

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

K1 K1

▽３ＦＬ

　　ＣＲ　１－５　<改修後>

　　ＣＲ　１－５　<既設>

　　ＣＲ　１－４　<既設>

　　ＣＲ　１－４　<改修後>

３階展開図－１

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K6 K6 K6家具巾木、見付張替 K6

K6 K6 K6 K6

学校用間仕切新設

2
,
9
7
0

3
0

2
,
9
7
0

3
0

学校用間仕切新設

窓落下防止手摺の不具合部分補修 
<各共通>

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-54Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

9,100

4,550 4,550

Ｆ Ｇ Ｈ

Ａ

△３ＦＳＬ

3
,
0
0
0

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

ＤＣ

K2 K2K1 K1

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

K3K3

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

K1 K1

▽３ＦＬ

K1

ＥＤＣ ２ ＤＥ ２Ｃ

9,100

4,550 4,550

9,100

4,550 4,550 2,1002,100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

△３ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

▽３ＦＬ

ＥＤＣ ２ ＤＥ ２Ｃ

9,100

4,550 4,550

9,100

4,550 4,550 2,1002,100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

△３ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

▽３ＦＬ

K1

K1

K2

K1

9,100

4,550 4,550

Ｆ Ｇ Ｈ

Ａ

△３ＦＳＬ 6
0

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

ＤＣ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

教壇改修(詳細図参照)

▽３ＦＬ

　　ＣＲ　１－３　<既設>

　　ＣＲ　１－３　<改修後>

　　廊下（手洗い） <既設>

　　廊下（手洗い） <改修後>

３階展開図－２

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去
　　　　　取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設
　　　　　取合補修共

[人研ぎ流し]

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

　　　　　　　 取合補修共
[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

2
,
9
7
0

3
0

K3

K7 K6

K6 K6 K6K6

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-55Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



　　教室（１－１）<改修後>

教壇改修(詳細図参照)

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ

6
0

△３ＦＳＬ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

Ｃ Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

▽３FL 教室

教壇改修(詳細図参照)

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ

6
0

△３ＦＳＬ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

Ｃ Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

▽３FL 教室

教壇改修(詳細図参照)

K1

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ

△３ＦＳＬ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

Ｃ Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

K3K3

K1 K1

▽３FL 教室

3
,
0
0
0

K1 K2 K2K1 K1

教壇改修(詳細図参照)

K1

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ

△３ＦＳＬ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

Ｃ Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新

[ロッカー]
K1 K1

▽３FL 教室

K3K3 K1 K2 K2K1 K1

3
,
0
0
0

　　ＣＲ　１－２　<既設>

　　ＣＲ　１－２　<改修後>

　　ＣＲ　１－１　<既設>

３階展開図－３

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

K6 K6 K6K6家具巾木、見付張替

2
,
9
7
0

3
0

2
,
9
7
0

3
0

K6K6K6 K6

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-56Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

4,550

Ｈ Ｉ １

9,100

2,100 7,000 4,550

ＨＩ １

9,100

2,1007,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

6
0

△３ＦＳＬ

▽３FL 教室

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ

△３ＦＳＬ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

Ｃ Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

▽３FL 教室

K1

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

Ａ

△３ＦＳＬ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

Ｃ Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

[ロッカー]
K1 K1

▽３FL 教室

K3K3 K1 K1
K2 K2

K1

4,550

Ｈ Ｉ １

9,100

2,100 7,000 4,550

ＨＩ １

9,100

2,1007,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

6
0

△３ＦＳＬ
▽３FL 教室

　　１３６教室 <既設>

　　１３６教室 <改修後>

　　定時制１年生教室 <既設>（そのまま）

　　定時制１年生教室 <改修後>（そのまま）

３階展開図－４

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

2
,
9
7
0

6
0

6
0

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

K6 K6 K6K6家具巾木、見付張替

学校用間仕切新設

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-57Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

4,550

Ｈ Ｉ １

9,100

2,100 7,000 4,550

ＨＩ １

9,100

2,1007,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

6
0

△３ＦＳＬ

▽３ＦＬ

１

9,100

2,100 7,000 4,550

ＨＩ １

9,100

2,1007,0004,550

ＨＩ

Ａ Ｃ ＤＢ

6
0

△３ＦＳＬ
▽３ＦＬ

１

9,100

2,100 7,000 4,550

ＨＩ １

9,100

2,1007,0004,550

ＨＩ

Ａ Ｃ ＤＢ

6
0

△３ＦＳＬ

▽３ＦＬ

4,550

Ｈ Ｉ １

9,100

2,100 7,000 4,550

ＨＩ １

9,100

2,1007,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

6
0

△３ＦＳＬ

▽３ＦＬ

３階展開図－５

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

　　定時制２年生教室 <既設>（そのまま）

　　定時制２年生教室 <改修後>（そのまま）

　　定時制３年生教室 <既設>（そのまま）

　　定時制３年生教室 <改修後>（そのまま）

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-58Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

4,550

ＨＩ

4,550

ＨＩ １２

9,100

２１

9,100

Ａ ＣＢ

6
0

△３ＦＳＬ

▽３ＦＬ

Ｄ

4,550

ＨＩ

4,550

ＨＩ １２

9,100

２１

9,100

Ａ ＣＢ

6
0

△３ＦＳＬ

▽３ＦＬ

Ｄ

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

Ｃ Ｄ

4,550

9,100

4,550

Ｏ通りマデ　40,950

Ａ

開放
ＥＶホール

3
0

2
,
7
2
0

△３ＦＳＬ
▽３ＦＬ

ＱＰ Ｒ Ｓ ２ Ｑ ＰＲＳＮ Ｏ

4,550

Ｆ通りマデ　40,950 4,000

4,550 4,550

13,650

4,550

Ｏ Ｎ

Ａ Ｂ Ｃ

3
0

2
,
7
2
0

△３ＦＳＬ

カイダン

▽３ＦＬ

３階展開図－６

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去 取合補修共

　　廊下 <既設>

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去
　　　　　取合補修共

[人研ぎ流し]

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

[人研ぎ流し]

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

　　定時制４年生教室 <既設>（そのまま）

　　定時制４年生教室 <改修後>（そのまま）

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

消火栓

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-59Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

3
0

2
,
7
2
0

△３ＦＳＬ
▽３ＦＬ

ＱＰ Ｒ Ｓ ２ Ｑ ＰＲＳＮ Ｏ

4,550

Ｆ通りマデ　40,950 4,000

4,550 4,550

13,650

4,550

Ｏ Ｎ

Ａ Ｂ Ｃ

3
0

2
,
7
2
0

△３ＦＳＬ

開放開放

カイダン

▽３ＦＬ

K1

K1
K2K2K2K2K2

K1

K1 K1

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

Ｃ Ｄ

4,550

9,100

4,550

Ｏ通りマデ　40,950

Ａ

開放
ＥＶホール

3
0

2
,
7
2
0

△３ＦＳＬ
▽３ＦＬ

K1

K1

K1
K2K2K2 K2 K2K2K2 K2K2K2K2

２

Ｄ

開放

Ｃ

Ｆ ＥＧＨＩＪＫＬＭＮ

4,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550

Ｄ Ｃ

Ｏ通りマデ　40,950

３階展開図－７

[　]内は既存仕上とする

K1

K1

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設 取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設
　　　　　取合補修共

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設 手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

　　廊下 <改修後>

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K1

K1

K7K7K7K7

K7K7

消火栓

K1

K10

A-60Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



K7

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

3
0

2
,
7
2
0

△３ＦＳＬ
▽３ＦＬ

２

Ｄ

開放

Ｃ

Ｆ ＥＧＨＩＪＫＬＭＮ

4,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550

Ｄ Ｃ

K1

K1

Ｏ通りマデ　40,950

３階展開図－８

[　]内は既存仕上とする

K1

K1

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K3

K3

K7 K7K6

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設 学校用間仕切新設 学校用間仕切新設

K10K10

学校用間仕切新設

A-61Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

Ａ Ｂ Ｃ

9,100

4,550 4,550

A2：1/100
A3:×70％

Ａ

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

２１

9,100

Ｄ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

[掲示板] [掲示板][曲面黒板]

教壇改修(詳細図参照)△４ＦＳＬ 6
0▽４FL 教室

ＤＣ Ｅ

9,100

4,550 4,550

Ａ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

ＤＥ Ｃ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

２１

9,100

7,000 2,100

Ｄ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

教壇改修(詳細図参照)△４ＦＳＬ 6
0▽４FL 教室

ＤＣ Ｅ

9,100

4,550 4,550

Ａ

K2 K2K1 K1

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新

[ロッカー]

K3K3

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

ＤＥ Ｃ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

２１

9,100

7,000 2,100

Ｄ

K1

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

K1 K1

△４ＦＳＬ

3
,
0
0
0

▽４FL 教室

Ａ Ｂ Ｃ

9,100

4,550 4,550

Ａ

１２

9,100

Ｂ

ＡＢＣ

9,100

4,550 4,550

Ｃ

２１

9,100

Ｄ

K1
K2 K2

K2 K2K1 K1

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

K1

[掲示板] [掲示板][曲面黒板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

K1 K1 K1 K1

△４ＦＳＬ

3
,
0
0
0

▽４FL 教室

　　ＣＲ　３－５　<既設>

　　ＣＲ　３－５　<改修後>

　　ＣＲ　３－４　<既設>

　　ＣＲ　３－４　<改修後>

[　]内は既存仕上とする

４階展開図－１

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

3
0

3
0

K6 K6 K6K6

K6 K6 K6K6家具巾木、見付張替

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

A-62Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



▽４FL 教室

6
0

△４ＦＳＬ 教壇改修(詳細図参照)

[掲示板] [曲面黒板] [掲示板]

Ｄ

2,1007,000

9,100

１ ２

Ｃ

Ｈ Ｇ Ｆ

4,550 4,550

9,100

Ｂ

7,0002,100

9,100

１

[ロッカー]

家具巾木、見付塗替掃除具入、更新

[掲示板] [掲示板][背面黒板]

Ａ

ＨＧＦ

4,5504,550

9,100

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

9,100

4,550 4,550

Ｆ Ｇ Ｈ

Ａ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新

[ロッカー]

１

9,100

2,100 7,000

Ｂ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

Ｃ

２１

9,100

7,000 2,100

Ｄ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

K1 K1

△４ＦＳＬ

3
,
0
0
0

▽４FL 教室

K3K3 K1 K1K2 K2 K1

ＥＤＣ

9,100

4,550 4,550

Ａ

２ ＤＥ ２Ｃ

9,100

4,550 4,550 2,1002,100

Ｂ Ｃ Ｄ

△４ＦＳＬ

2
,
7
2
0

3
0▽４FL 廊下

開放

ＥＤＣ

9,100

4,550 4,550

Ａ

２ ＤＥ ２Ｃ

9,100

4,550 4,550 2,1002,100

Ｂ Ｃ Ｄ

△４ＦＳＬ

2
,
7
2
0

3
0▽４FL 廊下

K1

K1

K2

K1

開放

　　廊下（手洗い） <既設>

　　廊下（手洗い） <改修後>

　　ＣＲ　３－３　<既設>

　　ＣＲ　３－３　<改修後>

４階展開図－２

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去
　　　　　取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設
　　　　　取合補修共

[人研ぎ流し]

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

　　　　　　　 取合補修共
[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共

　　　　　　　 取合補修共
[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共

2
,
9
7
0

3
0

K7

K3

K6

K6 家具巾木、見付張替 K6 K6K6

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 
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　　教室（３－１）<改修後>

Ａ

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

Ｂ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｃ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

教壇改修(詳細図参照)

Ｄ

２１

9,100

7,000 2,100

△４ＦＳＬ 6
0▽４FL 教室

Ａ

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

Ｂ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｃ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

教壇改修(詳細図参照)

Ｄ

２１

9,100

7,000 2,100

△４ＦＳＬ 6
0▽４FL 教室

Ａ

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

K2 K2

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新

[ロッカー]

K3K3

Ｂ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｃ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

Ｄ

２１

9,100

7,000 2,100

K1 K1

△４ＦＳＬ

3
,
0
0
0

K1 K1 K1

▽４FL 教室

Ａ

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

掃除具入、更新 家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

K3K3

Ｂ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｃ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

教壇改修(詳細図参照)

Ｄ

２１

9,100

7,000 2,100

K1 K1

△４ＦＳＬ

3
,
0
0
0

K1 K1

▽４FL 教室

K2 K2K1

　　ＣＲ　３－２　<既設>

　　ＣＲ　３－２　<改修後>

　　ＣＲ　３－１　<既設>

４階展開図－３

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K6 K6 K6

K6 家具巾木、見付張替 K6 K6K6

2
,
9
7
0

3
0

2
,
9
7
0

3
0

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 
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147

Ａ

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

Ｄ ＣＥ

9,100

4,5504,550

Ｂ

２ １

9,100

7,0002,100

Ｃ

Ｄ ＥＣ

9,100

4,5504,550

Ｄ

１

9,100

2,1007,000

２

△４ＦＳＬ

▽４FL 教室

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

[ロッカー]

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

Ａ

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

家具巾木、見付塗替

[ロッカー]

Ｂ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｃ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

Ｄ

２１

9,100

7,000 2,100

△４ＦＳＬ 6
0▽４FL 教室

147

Ａ

9,100

4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ

K1

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

[ロッカー]

K3K3

Ｂ

１

9,100

2,100 7,000

２

Ｃ

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

K1

Ｄ

２１

9,100

7,000 2,100

△４ＦＳＬ

3
,
0
0
0

K2K1K2 K1

▽４FL 教室

Ａ

Ｄ ＣＥ

9,100

4,5504,550

Ｂ

２ １

9,100

7,0002,100

Ｃ

Ｄ ＥＣ

9,100

4,5504,550

Ｄ

１

9,100

2,1007,000

２

△４ＦＳＬ 6
0▽４FL 教室

[背面黒板] [掲示板][掲示板]

[ロッカー]

[掲示板][曲面黒板][掲示板]

　　１４６教室 <既設>

　　１４６教室 <改修後>

４階展開図－４

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K6 家具巾木、見付張替 K6 K6K6

2
,
9
7
0

3
0

2
,
9
7
0

　　読書室 <既設>（そのまま）

　　読書室 <改修後>（そのまま）

2
,
9
7
0

6
0

学校用間仕切新設

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 
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K1

▽４FL ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

Ａ

△４ＦＳＬ

ＡＢＣ

9,100

4,5504,550

3
,
0
5
0

3
0
5
0

[下駄箱]

8
0

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

Ｆ ＥＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰ

4,00040,9504,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

4,000 40,950 4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

開放
ＥＶホール

△４ＦＳＬ

△４ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

3
0

2
,
7
2
0

▽４FL 廊下

▽４FL 廊下

カイダン [防火戸]

K7

Ａ

Ｃ

K1K1

K1 K2K2

8
0

[下駄箱]

5
0

3
0

3
,
0
5
0

4,550 4,550

9,100

Ｃ Ｂ Ａ

△４ＦＳＬ

Ａ

▽４FL ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

Ｂ

２ １

9,100

[掲示板]

[上下白板]

[盤]

[盤]

K1

K1

K1

[盤]

[盤]

[上下白板]

[掲示板]

9,100

１２

Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

9,100

4,5504,550

K2 K2K1

K1

4,550 4,550

9,100

ＣＢＡ

Ｃ

Ｄ

１ ２

9,100

[掲示板]

[下駄箱]
K1

K1

K1

[下駄箱]

[掲示板]

9,100

２１

Ｄ　　コンピューター室 <既設>

　　コンピューター室 <改修後>

　　廊下 <既設>

４階展開図－５

そのまま

そのまま

そのまま

そのまま

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共
　　　　　　　 取合補修共

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去 取合補修共

[人研ぎ流し]

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K7 K7 K7 K7

消火栓

学校用間仕切新設<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 
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Ｆ ＥＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰ

4,00040,9504,000

4,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,5504,550

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

ＦＥ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

4,000 40,950 4,000

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

ＱＰ Ｒ ２ Ｑ ＰＲ ２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

開放
ＥＶホール

△４ＦＳＬ

△４ＦＳＬ

△４ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

3
0

2
,
7
2
0

3
0

2
,
7
2
0

▽４FL 廊下

▽４FL 廊下

▽４FL 廊下

開放 開放

カイダン [防火戸]

K2

K7

K1

K1

K7

K1
K2K2K2 K2 K2K2K2 K2K2 K2

K7

K1

K1

K1

K7

K3

K3

K6

K3

K3

K6

K1

K1

K7

K1

K2 K2

開放

Ａ

Ｃ

ＱＰ Ｒ ２ Ｑ ＰＲ ２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

△４ＦＳＬ 3
0

2
,
7
2
0

▽４FL 廊下

開放

　　廊下 <既設>

　　廊下 <改修後>

４階展開図－６

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

K1

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設 取合補修共

流しｽﾃﾝﾚｽ張り 新設

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 新設

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K2

K2

K7

K2

K10K10

消火栓

K1

K10

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設 学校用間仕切新設 学校用間仕切新設
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

9,100

4,550 4,550

Ｆ Ｇ Ｈ １

9,100

2,100 7,000

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

6
0

２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

△５ＦＳＬ

▽５FL 司書

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

２１

9,10027,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

２ １

9,100

Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

ＨＩＪＫＬＭＮ

6
0

6
0

△５ＦＳＬ

△５ＦＳＬ

27,300

ＢＡ

Ｃ Ｄ

書架

書架

書架

▽５FL 図書

▽５FL 図書

9,100

4,550 4,550

Ｆ Ｇ Ｈ １

9,100

2,100 7,000

9,100

4,5504,550

ＦＧＨ ２１

9,100

7,000 2,100

6
0

２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

△５ＦＳＬ

▽５FL 司書

K1

K1 K1

K2 K2

K1

K1

K7 K7

K2

K7

K2

K1

K7

K1

　　司書室兼書庫 <既設>

　　司書室兼書庫 <改修後>

　　図書室 <既設>

[　]内は既存仕上とする

５階展開図－１

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]扉撤去 取合補修共

[人研ぎ流し]そのまま

[返却口建具] 撤去

[返却口建具] 更新

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

2
,
9
5
0

2
,
9
5
0

2
,
9
5
0

2
,
9
5
0

学校用間仕切新設

対象外

対象外

対象外
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

ＦＥ Ｇ Ｈ

4,000

4,550 4,550

Ｆ ＥＧＨ

4,000

4,5504,550

２

2,100 2,100

２

3
0

2
,
7
2
0

△５ＦＳＬ

開放
ＥＶホール

9,1009,100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽５FL 廊下

ＦＥ Ｇ Ｈ

4,000

4,550 4,550

Ｆ ＥＧＨ

4,000

4,5504,550

２

2,100 2,100

２

3
0

2
,
7
2
0

△５ＦＳＬ

開放
ＥＶホール

9,1009,100

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽５FL 廊下

K1

K7

K1

K1

K2

K2

K7

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

２１

9,10027,300

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

２ １

9,100

Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

ＨＩＪＫＬＭＮ

6
0

6
0

△５ＦＳＬ

△５ＦＳＬ

27,300

ＢＡ

Ｃ Ｄ

書架

書架

書架

▽５FL 図書

▽５FL 図書

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K1

　　図書室 <改修後>

　　西側廊下 <既設>

　　西側廊下 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

５階展開図－２

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ]パネル新設 取合補修共

[人研ぎ流し]そのまま

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

2
,
9
5
0

2
,
9
5
0

K1

K10 K10

消火栓

消火栓

K1

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

対象外

対象外

対象外

<各共通>
窓落下防止手摺の不具合部分補修 
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

Ｆ ＥＮ

2,100

２ ２

2,100

ＦＥ Ｇ

4,000 4,000 4,5504,550

開放

8,5508,550

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3
0

2
,
7
2
0

△５ＦＳＬ

▽５FL 廊下

Ｆ ＥＮ

2,100

２ ２

2,100

ＦＥ Ｇ

4,000 4,000 4,5504,550

開放

8,5508,550

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

開放 開放

3
0

2
,
7
2
0

△５ＦＳＬ

▽５FL 廊下

K1

K7

K1

K1

K7

K1

K1

K1

　　東側廊下 <既設>

　　東側廊下 <改修後>

[　]内は既存仕上とする

５階展開図－３

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[防火戸] 扉撤去 [防火戸] 扉撤去

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

学校用間仕切新設
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[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽４ＦＬ

▽５ＦＬ

▽ＲＦＬ

9,100

7,0002,100

2,000

１２

9,100

7,000 2,100

2,000

１ ２

4,0004,000

Ｅ Ｆ Ｆ Ｅ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

5
0
0

3
,
7
5
0

3
,
7
5
0

3
,
7
5
0

3
,
7
5
0

3
,
8
2
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

　西側階段 <既設>（そのまま）

[　]内は既存仕上とする

共通　西側階段展開図－１

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

倉庫
<工事対象外><工事対象外>

倉庫

・壁･腰壁：EP塗替
・天井：そのまま

・その他：手摺不具合箇所改修

<改修内容>西側階段

・床：そのまま
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<工事対象外> <工事対象外>

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽４ＦＬ

▽５ＦＬ

▽ＲＦＬ
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7,0002,100
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4,0004,000
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3
,
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2
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3
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3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

3
0

3
,
0
0
0

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K8

K1

K8

K1

K8

K1

K1

K1

K1

　西側階段 <改修後>（そのまま）

[　]内は既存仕上とする

共通　西側階段展開図－２

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K10

K10

K10

K10

K10

K10

K10

K10

K10

K10

倉庫倉庫

・壁･腰壁：EP塗替
・天井：そのまま

・その他：手摺不具合箇所改修

<改修内容>西側階段

・床：そのまま
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2
,
7
2
0

A3:×70％
A2：1/100

平島弘之＋
株式
会社
HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

●縮尺

●図面番号

●図面名

●工事名

徳島県県土整備部営繕課
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　東側階段 <既設>

共通　東側階段展開図－１

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設
消火栓

消火栓

消火栓

消火栓

消火栓
[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[腰壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗]

[段裏:ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]

[段裏:ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]

[段裏:ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]

[段裏:ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝ吹付]

[天井:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張 t9.5 EP塗]

倉庫
<工事対象外>

職員昇降口

[床:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

[床:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

[床:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

[床:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

職員昇降口

[床:人研ぎ仕上] [床:人研ぎ仕上]

<改修内容>東側階段

・壁･腰壁：EP塗替
・天井：そのまま

・床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄに張替
・その他：手摺不具合箇所改修

A-73Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



2
,
7
2
0

A3:×70％
A2：1/100

平島弘之＋
株式
会社
HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

●縮尺

●図面番号

●図面名

●工事名

徳島県県土整備部営繕課

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽４ＦＬ

▽５ＦＬ

▽ＲＦＬ

２１

2,000

2,1007,000

9,100

２ １

2,000

2,100 7,000

9,1004,000 4,000

Ｏ Ｐ Ｐ Ｏ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

開放
廊下

5
0
0

3
,
7
5
0

3
,
7
5
0

3
,
7
5
0

3
,
7
5
0

3
,
8
2
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

2
,
7
2
0

2
,
7
2
0

2
,
7
2
0

2
,
7
2
0

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K8

K1

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K8

K1

K1

K8

K1

K8

K1

K8

K8

K1

K1

K1

K1

K1

K1

K8

K1

　東側階段 <改修後>

共通　東側階段展開図－２

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設
消火栓

消火栓

消火栓

消火栓

消火栓

K10

K10

K10

K10

K10

職員昇降口

倉庫
<工事対象外>

[床:人研ぎ仕上] [床:人研ぎ仕上]
そのまま そのまま

<改修内容>東側階段

・壁･腰壁：EP塗替
・天井：そのまま

・床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄに張替
・その他：手摺不具合箇所改修

階段手摺改修

階段手摺改修

階段手摺改修

階段手摺改修

A-74Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



大便器新設

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/30１階便所廻り平面詳細図<既設・改修後>

壁改修については展開図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

ｽﾁｰﾙ片開き戸 新設
<取合い補修共>

床見切撤去

マンホール撤去

掃除流し撤去

洗面器撤去
<設備工事>

PS

掃

PS

7
,
0
0
0

洗面器撤去
<設備工事>

洗面器撤去
<設備工事>

<設備工事>

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

洗面器撤去
<設備工事>

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
洗面器撤去

大便器撤去

7
,
0
0
0

間仕切り壁撤去(CB+両面ﾀｲﾙ張り)

隔て板撤去

ﾃﾗｿﾞｰ t=40ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

隔て板撤去

ﾃﾗｿﾞｰ t=40

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

隔て板撤去

ﾃﾗｿﾞｰ t=40

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

(位置変更)

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

<設備工事>
<手摺共>

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ撤去

間仕切り壁撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

SUS 40×100
床見切撤去
SUS 40×100

床見切 そのまま
SUS 40×20

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

<枠･戸当り共>

<枠共>

ｽﾁｰﾙﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ撤去

床仕上そのまま
(磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張)

床仕上そのまま
(磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張)

720 2,210

1,420 80120

床見切 そのまま
SUS 40×20

1,620 720 2,210

1,420 80120

105 485 130

1
7
0

1
2
0

1
,
0
0
0

1
0
0

4
0
0

8
0
0

8
0
0

4
0
0

9
2
0

4
0

4
0

1
,
5
0
0

105 40 925925 150 2,184

600 230

600 120355600225

<設備工事>
小便器新設

<設備工事>
小便器新設

小便器新設

大便器新設
<設備工事>

245 800855

1
0
0

6
0
0

660 800

700

4,550

470 1,600 70 1,600 810

4,550

470 1,600 70 1,600 810

9
8
0

350 40

1,1
30

1
7
0

1
7
0

6
0
0

三方枠 そのまま
SUS 25×205

自閉式軽量引戸 新設

内
径
15
00
mm
以
上

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

間仕切壁 新設
LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3

8
0

9
3
5

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

間仕切壁 新設
LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3

面台 新設

ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ 新設
SUS枠 600□
防臭ﾀｲﾌﾟ 鍵付

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

踏込
<±0>

掃除具入

女子便所
男子便所<±0>
<±0>

<±0>

<±0>

<-100><-100>

男子便所女子便所

踏込

ＨＣＷＣ

1,620

2
,
4
9
5

2
,
0
8
5

2
,
4
2
0

1,375 1,250 1,925

1
,
0
8
3
.
5

2
,
4
0
1
.
5

3
,
5
1
5

ＯＮＮ Ｏ

１ １

50

50

三方枠 そのまま
SUS 25×205

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

1,500

乾式置床の上
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=12 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

乾式置床の上
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=12 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

<建築工事>

床見切:SUS 40×20

既設CB100壁

既
設
CB
10
0壁

既
設

CB
10
0壁

既設CB100壁

床ｽﾗﾌﾞ補修

床ｽﾗﾌﾞ補修

床ｽﾗﾌﾞ補修

Y6

Y6

Y7

Y7

印は既設床仕上撤去部分を示す.
印は既設間仕切壁撤去部分を示す.

印は既設床ｽﾗﾌﾞ補修部分を示す.

<設備工事> <設備工事>
大便器新設

1,650 155

1
,
0
3
0

1
,
9
4
6

2
5
4

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×150
H=1,200

床開口新設<取合補修共>
(位置変更)周囲ｶｯﾀｰ切

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×120

1
2
0

面台 新設
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×120
H=900

<建築工事>

１階便所廻り平面詳細図　1/30 １階便所廻り平面詳細図　1/30

＜既設＞ ＜改修後＞

4
,
5
8
0

2
,
4
2
0

■凡例

項目 記号

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y7床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

ﾄｲﾚﾊﾟｯｸ新設
<設備工事>

<±0>
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ベビーチェア 新設

フィッティングボード 新設

防汚陶板 光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ
一部ｶｯﾄ 下地に接着張

汚垂れ石 D＝600 新設

面台 H=900 新設
化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工> W800×H900

面台 H=900 新設
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×120

Ｌ型手摺 新設 Ｌ型手摺 新設

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工> W800×H900

<建築工事> <建築工事>

小便器用手摺 新設 <建築工事><設備工事>

950

間仕切壁 新設
LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3

Ｌ型手摺 新設
<建築工事>

150
<窓開放ｽﾄｯﾊﾟｰ位置>

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙに交換<外壁改修工事>硝子 撤去<外壁改修工事>

■ ■

■S-3

S-2 S-1

U

1a

U

2a

U

1a

U

2a U

3a

U

5

U

U
6

7

TT

2

T

1

3

T

4

U

4

U

4 U

4

埋戻･断熱･防湿

埋戻･断熱･防湿

床ｽﾗﾌﾞ補修
埋戻･断熱･防湿

■
■S-4

S-3
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化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>
W1,600×H900

PS

60012050

50

1,170 30 90

90

8
0
0

8
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0

9
0
0

4
0

9
0
0

4
0

9
0
0

4
0

9
0
0

2
0
0

6
0
0

3
4
0

6
0
0

3
4
0

6
0
0

3
4
0

6
0
0

1
0
0

5
0

1,4504075

30

845

1,770120

50

1
,
6
0
0

3
8
0

5
0

4
0

4
0

8
8
0

1
,
6
0
0

4
0

360 600 300

900 100

<±0>
手洗
<±0>

手洗

掃除具入

女子便所
<±0>

5
0

1,695 545

850 68095 1,53595750

3
,
8
6
6
.
5

4
2
0

2
,
7
1
3
.
5

洗面器新設
<ｶｳﾝﾀｰ共>

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

大便器新設
<設備工事>

<設備工事>
大便器新設

<設備工事>
大便器新設

<設備工事>
大便器新設

9
0
0

小便器新設
<設備工事>

<設備工事>
小便器新設

<設備工事>
小便器新設

<設備工事>
小便器新設

SUS三方枠 新設 SUS三方枠 新設
SUS床見切 新設 40×20 SUS床見切 新設 40×20

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

面台 新設

間仕切壁 新設
LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

面台 新設

<設備工事>
大便器新設

Y6

Y7

<建築工事>

<建築工事>

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×150
H=1,200

男子便所
<±0>

Y7

H=900

面台 新設
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×120
H=900
600120

2,310

7
,
0
0
0

Y6A 600

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

<建築工事>

<建築工事>

200

既
設
CB
10
0壁

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>
W1,600×H900

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×200

5
0

5
0

800

40

6
0
0

8
5

1
4
5

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

240

4
0
0

LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3
間仕切壁 新設 掃除具入

8
8
0

100 790

600 1501,140

１

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

PS

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

小便器撤去
<手摺共>

洗面器撤去

<設備工事>
<ｶｳﾝﾀｰ共>

洗面器撤去

<設備工事>
<ｶｳﾝﾀｰ共>

洗面器撤去

<設備工事>
<ｶｳﾝﾀｰ共>

洗面器撤去

<設備工事>
<ｶｳﾝﾀｰ共>

1/30

8101,600701,600470

4,550 4,550

470 1,600 70 1,600 810

＜既設＞ ＜改修後＞

手洗 手洗

男子便所女子便所

掃除具入

掃除具入
<±0> <±0>

<±0> <±0>

2,210

70

1,695 545

850 775 68095 1,535

ＯＮ ＯＮ

１

2
,
0
0
0

3
,
8
0
0

1
,
2
0
0

2,490 2,0601,545 945 2,060

木製建具 撤去鋼製軽量建具 撤去

間仕切り壁撤去(CB+両面ﾀｲﾙ張り)

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

床仕上撤去
(塗床仕上)

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

床仕上撤去
(塗床仕上)

間仕切り壁撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

木製建具 撤去

木製建具 撤去

SUS製手摺 撤去

SUS製手摺 撤去

SUS製手摺 撤去

隔て板撤去

ﾃﾗｿﾞｰ t=40

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

380

100

2～4階男女便所平面詳細図　1/30 2～4階男女便所平面詳細図　1/30

<設備工事>

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

印は既設床仕上撤去部分を示す.
印は既設間仕切壁撤去部分を示す.

印は既設床ｽﾗﾌﾞ補修部分を示す.

7
,
0
0
0

壁改修については展開図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y7床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

SUS製手摺 撤去

２～４階便所廻り平面詳細図<既設・改修後>

防汚陶板 光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ
一部ｶｯﾄ 下地に接着張

汚垂れ石 D=600 新設

S-2
■S-1■S-2

U U

1b

U

2b

1b

U

2b

U

3b

A-76Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



木製建具 撤去

1,490

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

洗面器撤去
<設備工事>

洗面器撤去
<設備工事>

洗面器撤去
<設備工事>

洗面器撤去
<設備工事>

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
小便器撤去

<設備工事>
隔て板撤去

<設備工事>
隔て板撤去

<設備工事>
隔て板撤去

<設備工事>
隔て板撤去

<設備工事>
隔て板撤去

<設備工事>
隔て板撤去

7
,
0
0
0

1/30

8101,600701,600470

4,550

＜既設＞ ＜改修後＞

女子便所 男子便所

手洗

<±0> <±0>

<±0>
掃除具入

掃除具入

700 120

ＯＮ

１

1
,
2
0
0

1
，
9
6
0

3
,
8
4
0

1,675 950 1,925

面台撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

床仕上撤去
(人研ぎ仕上)

間仕切り壁撤去(CB+ﾀｲﾙ張り)

手洗
<±0>

床仕上 そのまま 床仕上 そのまま
(磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張) (磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張)

隔て板撤去

ﾃﾗｿﾞｰ t=40

床仕上撤去
(人研ぎ仕上)

木製建具 撤去 木製建具 撤去

4,550

470 1,600 70 1,600 810

ＯＮ

2,490 2,060

５階男女便所平面詳細図　1/30 ５階男女便所平面詳細図　1/30

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

印は既設床仕上撤去部分を示す.
印は既設間仕切壁撤去部分を示す.

印は既設床ｽﾗﾌﾞ補修部分を示す.

1,695

875

掃除流し撤去
<設備工事>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

間仕切り壁撤去(CB+両面ﾀｲﾙ張り)

PS

700120

545

木製建具 撤去

2,310

壁改修については展開図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y7床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>
W1,600×H900

PS

60012050

50

1,170 30 90

90

8
0
0

8
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0

9
0
0

4
0

9
0
0

4
0

9
0
0

4
0

9
0
0

2
0
0

6
0
0

3
4
0

6
0
0

3
4
0

6
0
0

3
4
0

6
0
0

1
0
0

5
0

1,4504075

30

845

1,770120

50

1
,
6
0
0

3
8
0

5
0

4
0

4
0

8
8
0

1
,
6
0
0

4
0

360 600 300

900 100

<±0>
手洗
<±0>

手洗

掃除具入

女子便所
<±0>

5
0

1,695 545

850 68095 1,53595750

１

3
,
8
6
6
.
5

4
2
0

2
,
7
1
3
.
5

洗面器新設
<ｶｳﾝﾀｰ共>

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

大便器新設
<設備工事>

<設備工事>
大便器新設

<設備工事>
大便器新設

<設備工事>
大便器新設

9
0
0

小便器新設
<設備工事>

<設備工事>
小便器新設

<設備工事>
小便器新設

<設備工事>
小便器新設

SUS三方枠 新設 SUS三方枠 新設
SUS床見切 新設 40×20 SUS床見切 新設 40×20

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

面台 新設

間仕切壁 新設
LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

面台 新設

<設備工事>
大便器新設

Y6

Y7

<建築工事>

<建築工事>

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×150
H=1,200

男子便所
<±0>

Y7

H=900

面台 新設
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×120
H=900
600120

2,310

7
,
0
0
0

Y6A 600

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

<建築工事>

<建築工事>

200

既
設
CB
10
0壁

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>
W1,600×H900

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 26×200

5
0

5
0

800

40

6
0
0

8
5

1
4
5

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

240

4
0
0

LGS(65)+GB-S t12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3
間仕切壁 新設 掃除具入

8
8
0

100 790

600 1501,140

５階便所廻り平面詳細図<既設・改修後>

防汚陶板 光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ
一部ｶｯﾄ 下地に接着張

汚垂れ石 D=600 新設

S-2■ ■S-1

U U

1b

U

2b

1b

U

2b

U

3b

A-77Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

4,400

1,300 800800750 750

4,400

4,040 180180

7508001,300750 800

4,400

180 1804,040

4,400

1/30

＜既設＞ ＜改修後＞

女子便所 男子便所男子便所女子便所
<±0> <±0>

3
,
8
1
0

1
8
0

1
,
3
3
0

5
,
3
2
0

5
,
3
2
0

1
,
3
3
0

1
8
0

3
,
8
1
0

Ｅ Ｅ

1,9202,1201,9202,120

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>
大便器撤去

<設備工事>

<設備工事>

小便器撤去

小便器撤去
掃除流し撤去
<設備工事>

洗面器撤去
<設備工事>

洗面器撤去
<設備工事>

<設備工事>
掃除流し新設

<設備工事>
<設備工事>

<設備工事>

大便器新設
大便器新設

大便器新設

8
5

1
,
1
5
0

858585 600450 1,080

8
5

120

9
0
0

6
0
0

7
5
5

4
0

5
1
0

1
0
0

4
0

1
0
0 4
0

90040

85851,235880 1,005

600120

1
,
0
4
0

4
0

120600

6
5
5

8
0
0

4
0
0

4
0

1
,
0
4
0

4
0

4
0

780 995 895 6808585

<-80> <-80>

<±0> <±0>

<±0> <±0>

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

面台 撤去

面台 撤去

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

床仕上そのまま
(磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張)

床仕上そのまま
(磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張)

SUS W=40
床見切 そのまま ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

面台 撤去 面台 撤去 SUS W=40
床見切 そのまま

乾式置床の上
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=12 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

乾式置床の上
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=12 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

面台 新設

面台 新設面台 新設

面台 新設

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

SUS W=40
床見切 そのまま

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

SUS W=40
床見切 そのまま

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

１階職員便所平面詳細図　1/30 １階職員便所平面詳細図　1/30

渡り廊下(1) １階職員便所　平面詳細図<既設･改修後>

洗面器新設
<ｶｳﾝﾀｰ共>

3’ 4' 3' 4'

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

印は既設床仕上撤去部分を示す.
印は既設間仕切壁撤去部分を示す.

印は既設床ｽﾗﾌﾞ補修部分を示す.

Y7 Y7

Y6 Y6手洗 手洗

手洗 手洗

壁改修については展開図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y7床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

<設備工事>

<設備工事>
小便器新設

小便器新設

<建築工事> <建築工事>
<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設

85
PS廻り間仕切壁 解体撤去
<取合補修共><建築工事>

PS

点検口建具 解体撤去<取合補修共><建築工事>

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>
W1,040×H900

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>
W1,040×H900

一部ｶｯﾄ 下地に接着張

汚垂れ石 D=600 新設
防汚陶板 光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ

600880 450

■S-1S-2■

U

1c

U

2c

U

1c

U

2c

U

3c

A-78Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



1/30

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

4,400

3,100 500800

4,400

4,040 180180

800 5003,100

4,400

180 1804,040

4,400

3
,
8
1
0

1
8
0

1
,
3
3
0

5
,
3
2
0

5
,
3
2
0

1
,
3
3
0

1
8
0

3
,
8
1
0

＜既設＞

２階女子便所平面詳細図　1/50

＜改修後＞

２階女子便所平面詳細図　1/50

女子便所 女子便所
<±0>

Ｅ Ｅ

大便器撤去
<設備工事>

大便器撤去
<設備工事>

大便器撤去
<設備工事>

大便器撤去
<設備工事>

大便器撤去
<設備工事>

<設備工事>
洗面器撤去

<設備工事>
洗面器撤去

掃除流し撤去
<設備工事>

<設備工事>
大便器新設

<設備工事>
大便器新設

600890600100 1,140 600 300

85550700401,450401,45085

8
5

1
,
0
0
0

4
0

8
5

4
0

1
,
0
0
0

1
,
3
9
0

<設備工事>
大便器新設

<設備工事>
大便器新設

600100 890 600 790

85 1,450 40 1,450 40

1
3
5

6
0
0

8
5

8
0
0

6
0

95040

<-80>

<±0><±0>

床仕上撤去
(長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張)

SUS W=40
床見切 そのまま

床仕上そのまま
(磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

乾式置床の上
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=12 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

SUS W=40
床見切 そのまま

床仕上張替
下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

面台 新設面台 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 新設

面台 新設

袖壁新設(延長)

渡り廊下(1) ２階女子便所平面詳細図<既設･改修後>

3' 4' 3' 4'

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開方向

印は既設床仕上撤去部分を示す.
印は既設間仕切壁撤去部分を示す.

印は既設床ｽﾗﾌﾞ補修部分を示す.

Y7

Y6
手洗 手洗

壁改修については展開図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y7床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

<ｶｳﾝﾀｰ共>
洗面器新設 洗面器新設 洗面器新設
<ｶｳﾝﾀｰ共> <ｶｳﾝﾀｰ共>
<建築工事> <建築工事> <建築工事>

PS廻り間仕切壁 解体撤去
<取合補修共><建築工事>

PS

<取合補修共><建築工事>点検口建具 解体撤去

化粧鏡<ﾌﾛｽﾄ加工>

5
0

3
5 5
0

掃除流し新設
<設備工事>

2
2
5

W2,780×H900

S-2■

U U

1d 2d

2,780

1,025 130
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2
,
6
5
0

3
0

1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

Ｎ

2
,
5
5
0

5
0
0

3
0

2,420

Ｎ

2,420

2
,
5
5
0

5
0
0

Ｎ Ｏ

1,375

4,550

3,175 2,4952,085

4,580

１

2,6251,925

4,550

Ｏ Ｎ

4,580

１

2,215 2,420 2,215 2,420

Ｏ Ｏ

2
,
5
5
0

5
0
0

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

　踏込（１Ｆ）

　女子便所（１Ｆ）

１階便所廻り展開図<既設>

2.340 2.340

解放

1
,
8
4
0

1,405

2
,
0
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1
0
0

2
,
6
5
0

　ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ（１Ｆ）

鋼製建具新設部分

周囲ｶｯﾀｰ切の上
CB t 100 解体撤去
<取合補修共>

[掃除具入] 撤去

<取合補修共>

[掃除流し] 撤去

<設備工事> <設備工事>

[手洗い器] 撤去

<建築工事>

[化粧鏡] 撤去

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共><取合補修共><取合補修共>

<建築工事>

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去

[鋼製軽量建具]

<取合補修共>
周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去

[CB t 100 間仕切壁]

<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去

[CB t 100 間仕切壁]

<取合補修共>

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去

[CB t 100 間仕切壁]

<取合補修共>
周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去

[CB t 100 間仕切壁]

<取合補修共>

<取合補修共>
<建築工事>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去

[鋼製軽量建具]

<取合補修共>

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[鋼製建具]

[化粧鏡] 撤去

<建築工事>

<建築工事>

[手洗い器] 撤去

<設備工事>

[Ｌ型手摺] 撤去

<建築工事>

<設備工事>

[洋便器] 撤去

<設備工事>

[洋便器] 撤去

[Ｌ型手摺] 撤去

<建築工事>

[ﾃﾗｿﾞｰ隔壁] 撤去

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

　１Ｆタイル浮き：0.10㎡ 
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<建築工事>

[ｽﾃﾝﾚｽ手摺] 撤去

　男子便所 1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

2,335

4,550

2,215

Ｎ Ｏ

4,580

１

1,925 2,625

4,550

Ｏ Ｎ

2,495 2,085

4,580

１

2
,
5
5
0

5
0
0

3
0

3
0▽２ＦＬ

△２ＳＬ

△２ＳＬ

Ｎ

1,710

O通ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000 O通ﾘﾏﾃﾞ 4,550

1,675

7,000

１ Ｎ １

N通ﾘﾏﾃﾞ 4,550

2,100

7,000 7,000

2,875

N通ﾘﾏﾃﾞ 4,550

Ｏ １ Ｏ １

3
0

　男子便所（１Ｆ）

　女子便所（２～４Ｆ）

　男子便所（２～４Ｆ）

１階・２～４階便所廻り展開図<既設>

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去

<建築工事>

<設備工事>

2
,
5
5
0

2
,
5
5
0

<建築工事>

[化粧鏡] 撤去

<建築工事>

[化粧鏡] 撤去

[手洗い器] 撤去
<ｶｳﾝﾀｰ共><建築工事>

[手洗い器] 撤去
<ｶｳﾝﾀｰ共><建築工事>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

<建築工事>

[ｽﾃﾝﾚｽ手摺] 撤去

<取合補修共>
[木製建具] 撤去

<取合補修共>
[面台] 撤去

<建築工事>

[手洗い器] 撤去
<設備工事>

[小便器] 撤去

[小便器] 撤去

<設備工事>

<取合補修共>
[化粧鏡] 撤去

<建築工事>

[ﾃﾗｿﾞｰ隔壁] 撤去

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

<設備工事>

[和風大便器] 撤去

<設備工事>

[和風大便器] 撤去

<設備工事>

[和風大便器] 撤去 <設備工事>

[洋風便器] 撤去

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

開放

<取合補修共>
[木製建具] 撤去

[ｽﾃﾝﾚｽ手摺] 撤去

<建築工事>

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[木製建具] 撤去
<取合補修共>

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[照明器具] 撤去

<設備工事>

[小便器用手摺] 撤去

<建築工事>

[照明器具] 撤去

<設備工事>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]
2
,
6
5
0

1
0
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

　２～４Ｆタイル浮き：平均2.95×3＝8.85㎡ 
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

△５ＳＬ

△５ＳＬ
▽５ＦＬ

5
0
0

3
0

3
0

　女子便所（５Ｆ）

　男子便所（５Ｆ）

N通ﾘﾏﾃﾞ 4,550

2,100

7,000

2,875

N通ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000

1,710

O通ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000

1,675

O通ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000

Ｎ １ Ｎ １

１Ｏ１Ｏ

５階便所廻り展開図<既設>

▽５ＦＬ

Ｂ Ｃ ＤＡ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去

<建築工事>

2
,
5
5
0

2
,
5
5
0

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[CB t 100 間仕切壁]

周囲ｶｯﾀｰ切の上 撤去
<取合補修共>

[手洗い器] 撤去
<設備工事>

<設備工事>

[小便器] 撤去

<設備工事>
[仕切板] 撤去

<取合補修共>
[木製建具] 撤去

[木製建具] 撤去
<取合補修共>

[手洗い器] 撤去
<設備工事>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[化粧鏡] 撤去

<建築工事>

[照明器具] 撤去

<設備工事>

[照明器具] 撤去

<設備工事>
[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

　５Ｆタイル浮き：3.12㎡ 
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　　目透し張  EP塗]
[壁:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

Ｄ

2
,
4
0
0

1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

▽１ＦＬ

△ＧＬ

△便所ＦＬ

▽１ＦＬ

△ＧＬ

△便所ＦＬ

180

4,400

180

4,400

180 3,810 1,330

5,320 4,400

1,330

5,320

3,810

3,810

5,320

1,330

4,400

Ｃ ＥＤＥＤＣ

ＤＣ Ｅ Ｄ Ｃ Ｅ

1,3303,810

5,320

180

1,920 180

2,120180 2,120 180

1,920180

　男子便所（１Ｆ）

　女子便所（１Ｆ）

8
0

2
3
0

8
0

2
3
0

2
,
4
0
0

渡り廊下(1) １階職員便所展開図<既設>

2
,
3
2
0

2
,
3
2
0

Ｂ

ＣＡ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

[EXP.J]

[EXP.J][EXP.J]

[EXP.J]

<取合補修共>
[ALC t 100 間仕切壁] 撤去

<取合補修共>
[ALC t 100 間仕切壁] 撤去

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[掃除流し] 撤去

<設備工事>

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5
　　目透し張  EP塗]
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

180

4,400

4,400

180 3,810 1,330

5,320

1,330

5,320

3,810

ＥＥＤＣ

ＤＣ

4,400

Ｄ Ｃ

4,400

ＣＤ

開放

開放

2
,
3
0
0

8
0

2
,
3
8
0

▽２ＦＬ

△便所ＦＬ

2
,
3
0
0

8
0

2
,
3
8
0

▽２ＦＬ

△便所ＦＬ

　女子便所（２Ｆ）

　女子便所（２Ｆ）

渡り廊下(1) ２階女子便所展開図<既設>

Ａ Ｂ Ｄ

ＤＣＢＡ

Ｃ

[既設間仕切壁] 撤去
<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

<取合補修共>
[既設間仕切壁] 撤去

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ] 撤去
<取合補修共>

[EXP.J] [EXP.J]

[手洗い器] 撤去
<設備工事>

[照明器具] 撤去

<設備工事>

<建築工事>

[化粧鏡] 撤去

<建築工事>

[面台] 撤去

<取合補修共>
[既設PS点検口] 撤去

[掃除流し] 撤去

<設備工事>

[腰壁:100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張]

[壁:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t5
　　目透し張  EP塗]
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解放

1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

2.335

Ｎ

5
0
0

3
0

2,420 2.335

Ｎ

2,420

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

5
0
0

3
0

5
0
0

3
0▽１ＦＬ

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

開放

2,050

O通りﾏﾃﾞ 4,550

2,215

Ｎ

Ｏ

　踏込（１Ｆ）

　女子便所（１Ｆ）

2,420

4,580

１

2,215

Ｏ

2,420

2,050

O通りﾏﾃﾞ 4,550

Ｎ

4,580

１

１階便所廻り展開図<改修後>

　ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ（１Ｆ）

ﾄｲﾚﾊﾟｯｸ新設
<設備工事>

ﾄｲﾚﾊﾟｯｸ新設
<設備工事>

1
,
8
4
0

1,405

Ａ

Ａ Ｃ

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ Ｄ

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

K5B

K5B

K5B

K8A

K5B K5B

K8A
K8A K8A

K5B

K5B

K8A K8A

K5B K5B

K8A

K5B

K8A

2
,
3
7
0

<建築工事>

K5B

2
,
3
7
0

2
,
3
7
0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ 新設

ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 新設

V

V

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

K5A

K5B

K8A

K8B

壁：既設壁仕上の上 ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：ｽﾃﾝﾚｽ巾木　H=100

巾木：床仕上(長尺ｼｰﾄ)巻上　H=100

　　印はシーリング箇所を示す。V

面台及び洗面カウンター廻りは全てシーリングのこと

<建築工事>

<建築工事>

L型手摺 新設
<建築工事>

L型手摺 新設
<建築工事>

[化粧鏡]W1,040×H900 新設
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1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽１ＦＬ

5
0
0

3
0

3
0▽２ＦＬ

△２ＳＬ

△２ＳＬ 3
0

　男子便所（１Ｆ）

N通りﾏﾃﾞ 4,550

2,500

4,580

2,500

N通りﾏﾃﾞ 4,550

1,0653,515

4,580

1,685 2,500

O通 ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000 O通り ﾏﾃﾞ 4,550 7,000

2,300 2,050 4,286.5 2,713.5

N通 ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000 N通 ﾘﾏﾃﾞ 4,550 7,000

Ｏ １ Ｏ １

Ｎ １ Ｎ １

Ｏ １ Ｏ １

　女子便所（２～５Ｆ）

　男子便所（２～５Ｆ）

１階・２～５階便所廻り展開図<改修後>

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ

開放

K5B

K5B

K8A K8A

K5B

K8AK8A

K5B

K8B K8B

K5B K5B

K8B

K5B

K8B

K5B

K8BK8B

K5B

K8B

K5B

K8B

<建築工事>

<建築工事>

K5B

開放

2
,
3
7
0

2
,
3
7
0

2
,
3
7
0

<建築工事>

K5B

V V

V

V

V

V

V

V

V

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

K5A

K5B

K8A

K8B

壁：既設壁仕上の上 ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：ｽﾃﾝﾚｽ巾木　H=100

巾木：床仕上(長尺ｼｰﾄ)巻上　H=100

　　印はシーリング箇所を示す。V

面台及び洗面カウンター廻りは全てシーリングのこと

L型手摺 新設
<建築工事>

[化粧鏡]W800×H900 新設

[化粧鏡]W1,600×H900 新設

[化粧鏡]W1,600×H900 新設
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1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

▽１ＦＬ

△ＧＬ

△便所ＦＬ

▽１ＦＬ

△ＧＬ

△便所ＦＬ

180

4,400

180

4,400

180 3,810 1,330

5,320 4,400

1,330

5,320

3,810

3,810

5,320

1,330

4,400

Ｃ ＥＤＥＤＣ

ＤＣ Ｅ Ｄ Ｃ Ｅ

1,3303,810

5,320

180

1,920 180

2,120180 2,120 180

1,920180

　男子便所（１Ｆ）

　女子便所（１Ｆ）

8
0

2
3
0

2
,
4
0
0

8
0

2
3
0

2
,
4
0
0

2
,
3
2
0

渡り廊下(1) １階職員便所展開図<改修後>

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ ＤＣ

2
,
3
2
0

K8A

K5B

K8A

K5B

K8A

K5B

K8A

K5B

K8A

K5B

K8A

K5B

K8A

K5B

K8A

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

K5A

K5B

K8A

K8B

壁：既設壁仕上の上 ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：ｽﾃﾝﾚｽ巾木　H=100

巾木：床仕上(長尺ｼｰﾄ)巻上　H=100

　　印はシーリング箇所を示す。V

面台及び洗面カウンター廻りは全てシーリングのこと

<建築工事>

<建築工事>

K5B

[化粧鏡]W1,040×H900 新設

[化粧鏡]W1,040×H900 新設
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1/50

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

180

4,400

4,400

180 3,810 1,330

5,320

1,330

5,320

3,810

ＥＥＤＣ

ＤＣ

4,400

Ｄ Ｃ

4,400

ＣＤ

開放

2
,
3
0
0

8
0

2
,
3
8
0

▽２ＦＬ

△便所ＦＬ

2
,
3
0
0

8
0

2
,
3
8
0

▽２ＦＬ

△便所ＦＬ

開放

渡り廊下(1) ２階女子便所展開図<改修後>

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｃ

K5B

K8B

K5B

K8B K8B

K5B

K8B

K5B

K8B

K5B

K8B

床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

[　]内は既存仕上とする

■凡例

項目 記号

K5A

K5B

K8A

K8B

壁：既設壁仕上の上 ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：ｽﾃﾝﾚｽ巾木　H=100

巾木：床仕上(長尺ｼｰﾄ)巻上　H=100

　　印はシーリング箇所を示す。V

面台及び洗面カウンター廻りは全てシーリングのこと

K5B

<建築工事>

[化粧鏡]W2,420×H900 新設
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

大会議室 平面詳細図　1/50
<既設>

大会議室

4,550 4,550 4,550 4,550

A B C D E

9
,
1
0
0

2

1

1/50大会議室 平面詳細図　<既設>

 

[黒板・掲示板] そのまま

[教壇] そのまま [教壇] そのまま

[黒板・掲示板] そのまま

[ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ] 撤去<下地共> ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[手洗い器] 撤去<設備工事>

掃除具入 新設 <取合補修共>
床:木質ﾊﾟｰｹｯﾄ張 <取合部分のみ張替>

A-89Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

[床:木質ﾊﾟｰｹｯﾄ張] そのまま



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

1,650

1,650

1,000

1,0001,000

1,000

1,950

1,000

1,000

2,000

大会議室

4,550 4,550 4,550 4,550

A B C D E

9
,
1
0
0

2

1

1,700

大会議室 平面詳細図　1/50
<改修後>

1/50大会議室 平面詳細図　<改修後>

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工
　　　t25×120×1,200

手洗の流し台への変更及び掃除具入の更新は先行工事とする

点線は仮設職員室の机・椅子配置を示す

床・壁・天井の改修工事は仮設職員室撤去後の工事とする

<注記>

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　  ：床材張替部分を示す

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

Y1A

Y6B

床見切：ｽﾃﾝﾚｽ見切 ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ

流し台： L=1,200新設

A-90Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



Ａ

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

△１ＦＳＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

△１ＦＳＬ

△１ＦＳＬ

5
0
0

6
0

3
,
0
0
0

5
0
0

6
0

3
,
0
0
0

5
0
0

6
0

3
,
0
0
0

Ｃ

Ｂ Ｄ

　　大会議室

4,550 4,550

18,200

4,550 4,550

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

800 9,100

２ １

9,100

１ ２

4,550 4,550
4,550 4,550

18,200

Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

大会議室 展開図　<既設>

[教壇]

[黒板] [掲示板][掲示板][黒板] [掲示板]

[アコーディオンカーテン]取外し [洗面器]撤去､<設備工事>

[掃除具入]撤去、取合補修

[巾木：木製 OP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

△１ＦＳＬ

△１ＦＳＬ

△１ＦＳＬ

5
0
0

6
0

3
,
0
0
0

5
0
0

6
0

3
,
0
0
0

5
0
0

6
0

3
,
0
0
0

Ａ

Ｃ

Ｂ Ｄ

　　大会議室

4,5504,550

18,200

4,5504,550

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

9,100800

２ １

9,100

１ ２

4,5504,550

18,200

4,5504,550

Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

[教壇]

[黒板] [掲示板][掲示板][黒板] [掲示板]

掃除具入、更新

大会議室 展開図　<改修後>

K1

K1

K1

K1

K7 [アコーディオンカーテン]復旧

K1

K1 K1

K1

K2 K2 K2

K1

K1

K7

[教壇]

K2

K1 K1 K1
K2 K2 K2K2

K1 K1 K1 K1

K7

K1

K1

K7

K1

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

<家具図参照>流し台 L1200、新設

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着張>
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保健室

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50保健室 平面詳細図　<既設・改修後>

-150
-325

-500

保健室

P Q R

6

7

8

9
2
,
6
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4,550 4,550

<既設>

保健室 平面詳細図　1/50

<改修後>

保健室 平面詳細図　1/50

-150
-325

-500

P Q R

6

7

8

9

2
,
6
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4,550 4,550

戸棚
W1500･H2600･D400

W800･H900･D400
戸棚

流し

製氷機

冷蔵庫

上部カーテンレールを示す.

上部カーテンレールを示す.

2,
7
00

6,000

掲示板新設.

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　  ：床材張替部分を示す

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

[上部カーテンレール] 撤去

[上部カーテンレール] 撤去

[黒板] 撤去

[人研ぎ流し] 撤去 <取合補修共>

[人研ぎ作業台･地袋] 撤去 <取合補修共>

[上部天袋] 撤去 <取合補修共>

[手洗い器] 撤去 <設備工事>

[床:塩ﾋﾞﾀｲﾙ張] 撤去

[手洗い器] 新設 <設備工事>

学校間仕切新設

学校間仕切新設

学校間仕切新設
<取合補修共>

<取合補修共>

<取合補修共>

ベッド
<備品>

ベッド
<備品>

ベッド
<備品>

<カーテンレール：建築工事>
<カーテン：別途工事(備品)>

<カーテンレール：建築工事>
<カーテン：別途工事(備品)>

<建築工事>
排水管床斫り補修排水管床斫り補修

V

V

V

周囲ｶｯﾀｰ切の上､

土間斫り、配管後補修
<建築工事>

[掲示板]撤去

VV

V V

VV

VV

V V

V V

[木製建具] 周囲カッター切の上､撤去 <設備工事>

周囲カッター切

周囲カッター切

Y5

※排水管床斫りにおけるカッター切
　位置については設備工事と調整し
　監督員の承認の後施工する事.

※　　印はカッター切箇所を示す。.
V

F

11

F

8

F

7

W1600･H890･D600

F

6

F

9

F F

3 4

戸棚
W1800･H900･D470

[木製建具] 周囲カッター切の上､撤去 <建築工事>

[木製建具] 周囲カッター切の上､撤去 <建築工事>

松葉杖収納
W400･H2600･D450

W1100･H2600･D750
布団収納戸棚

W2510・H1200・D35

A-93Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

▽ＦＬ

▽ＧＬ

5
0
0

2
,
6
0
0

▽ＦＬ

▽ＧＬ

5
0
0

2
,
6
0
0

[地袋] 撤去

[掲示板] 撤去

[洗面器] 撤去<設備工事>

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

4,5504,550

9,100

Ｐ Ｑ Ｒ

4,5504,550

9,100

８ ７ ６

4,5504,550

9,100

Ｒ Ｑ Ｐ

4,5504,550

9,100

６ ７ ８

　　保健室

[天板 人研ぎ] 撤去

[収納棚] 撤去

保健室 展開図 <既設>

[流し 人研ぎ] 撤去

[巾木：木製 OP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[木製建具] 撤去､木枠共

　　　　　　取合補修共

[木製建具] 撤去､木枠共

　　　　　　取合補修共

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

▽ＦＬ

▽ＧＬ

5
0
0

2
,
6
0
0

▽ＦＬ

▽ＧＬ

5
0
0

2
,
6
0
0

4,5504,550

9,100

８ ７ ６

4,5504,550

9,100

Ｐ Ｑ Ｒ

4,5504,550

9,100

Ｒ Ｑ Ｐ

4,5504,550

9,100

６ ７ ８

　　保健室 Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

保健室 展開図 <改修後>

戸棚 新設

W1500･H2600･D750

W800･H900･D400

[洗面ﾊﾞｯｸ] ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

2,700

2,7006,000

2,525 600 1,500 1,500 1,500

上部カーテンレールを示す.

[洗面器] 更新<設備工事>

2
,
1
0
0

K1

K1

K7

戸棚 新設

流し台 新設

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

学校用間仕切新設

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K1

K1

K7

W1500･H2600･D400
戸棚 新設

戸棚 新設

W1600･H900･D400

K1

K1

K7

K1

K1

K7
　　　　　 浮き部分撤去､高さ調整共

K5A

415 100

600

8
0
0

9
0

8
9
0

2
1
0

60 25

3
0

1
0
0

額縁と腰壁のチリは周囲ｼｰﾘﾝｸﾞのこと.
家具は床又は壁に堅固に取付けること.

F-7 流し 取合詳細図　　1/30

カーテン<別途工事>
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50進路指導室・進路応接室 平面詳細図　<既設>

2
,
1
0
0

7
,
0
0
0

進路指導室 進路応接室

A B C D E

4,550 4,550 4,550 4,550

<既設>
進路指導室 平面詳細図　1/50

2

1

9
,
1
0
0

[黒板・白板・掲示板] そのまま

　　　　　　　　　　<取合補修共>

[流し台] 撤去 取合補修共 [面台] 撤去 取合補修共

[人研ぎ棚･地袋] 撤去 取合補修共[ﾊﾟ-ﾃｰｼｮﾝ] 取外し 取合補修共

[黒板・掲示板] そのまま

[教壇] そのまま

[床:塩ﾋﾞﾀｲﾙ張] 撤去

[床:塩ﾋﾞﾀｲﾙ張] 撤去

[人研ぎ流し] 撤去
　　　 取合補修共

[書棚] そのまま

[床:木質ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 撤去<下地共>

[床:木質ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 撤去<下地共>

[
木
製
建
具

]
 
撤
去

[木製建具] 撤去
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50進路指導室・進路応接室 平面詳細図　<改修後>

進路指導室

A B C D E

4,5504,550 4,550 4,550

進路応接室2

進路応接室1

<改修後>
進路指導室 平面詳細図　1/50

2,850 1,700

7
,
0
0
0

2
,
1
0
0

3,
5
0
0

3
,
5
00

本棚 本棚 本棚 本棚

ｺﾋﾟｰ
ｼｭﾚｯﾀﾞ

本棚

棚棚

2

1

9
,
1
0
0

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　  ：床材張替部分を示す

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

Y5

Y5

Y2

Y2

Y5

[ﾊﾟ-ﾃｰｼｮﾝ] 再取付 取合補修共

　　　　　 30mmｽﾍﾟｰｻｰ追加共
　　　　　 再設置時一備組替え

防音間仕切 新設 取合補修共学
校
間
仕

切
 
新
設

　
取
合
補

修
共

　
取
合
補

修
共

学
校
間
仕

切
 
新
設

防音間仕切 新設 取合補修共
本棚

[黒板・掲示板] そのまま

[教壇] そのまま
Y5

流し台：L=1,500 新設
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

▽ＦＬ

△２ＦＳＬ

6
0

▽ＦＬ

△２ＦＳＬ

6
0

ＤＣＢＡ

13,650

4,550 4,550 4,550

１２

9,100

4,550 4,550 4,550

13,650

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

9,100

１ ２

　　進路指導室 ＢＡ

Ｃ Ｄ

進路指導室 展開図　<既設>

[黒板(白板)] [掲示板]

[木製建具] 撤去､枠･額縁共
　　　　　　　 取合補修共

[ｽﾗｲﾄﾞ黒板] [ｽﾗｲﾄﾞ黒板]

[教壇] そのまま

そのまま そのまま

そのままそのまま

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 取外し

既設壁 下地調整 既設壁 下地調整 一部 ﾎﾟﾘ合板ﾊﾟﾈﾙ撤去<下地共>

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0
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Ｃ

4,550 4,550

13,650

Ｄ Ｃ Ｂ

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 取外し､復旧]

開放 開放

K7

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 取外し､復旧]

9,100

１ ２

Ｄ

1/50

平島弘之＋
株式
会社
HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

●縮尺

●図面番号

●図面名

●工事名

徳島県県土整備部営繕課

　　進路指導室

▽ＦＬ

△２ＦＳＬ

3
,
0
0
0

▽ＦＬ

△２ＦＳＬ

3
,
0
0
0

ＤＣＢＡ

13,650

4,550 4,550 4,550

１２

9,100

4,550 4,550 4,550

13,650

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

ＢＡ

Ｃ

▽ＦＬ

△２ＦＳＬ

6
0

3
,
0
0
0

Ａ

9,100

２ １

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ､取外し､復旧]

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 取外し､復旧][ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 復旧時組替]

[ｽﾗｲﾄﾞ黒板]

[教壇]

進路指導室 展開図　<改修後>

K1

K2

K1

K1 K2

K1

K1 K2

K7

[黒板(白板)] [掲示板]

K1

K1

K7

K1

そのまま そのまま
[ｽﾗｲﾄﾞ黒板]

そのままそのまま

K2

K1

K2

K1

K2

K1

K5A

K1K1

K7

K1

K1

K1

学校用間仕切新設

A通ﾘﾏﾃﾞ　4,550

A通ﾘﾏﾃﾞ 13,650

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

3
0

3
0

進路指導室（パーテーション展開図）
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1/50

平島弘之＋
株式
会社
HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

●縮尺

●図面番号

●図面名

●工事名

徳島県県土整備部営繕課

Ｄ Ｅ

9,100

7,000

１

4,550

Ｅ Ｄ

9,100

7,000

１

3
0

3
,
0
3
0

▽ＦＬ
△２ＦＳＬ

3
0

3
,
0
3
0

▽ＦＬ
△２ＦＳＬ

4,550

2,850 1,700

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ｂ

4,550

7,000

１

9,100

△２ＦＳＬ

4,550

Ｄ Ｅ

9,100

7,000

１

4,550

Ｅ Ｄ

9,100

7,000

１

▽ＦＬ

3
0

3
,
0
3
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

進路応接室 展開図　<既設><改修後>

K9

K1

K1

K7

K1

[白板]

そのまま そのまま

[掲示板][黒板]

そのまま

K1

K1

K7

K9
[書棚]遮音間仕切新設

[書棚]

そのまま

[黒板]

そのまま

[白板] [掲示板]

そのまま

[人研ぎ棚：撤去 (取合補修共)]

[照明器具]撤去<設備工事>

[化粧鏡]撤去<取合補修共>

[腰壁:GB-R t12.5] 面台撤去

K1

遮音間仕切新設

開放

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

K5A

K6

　　進路応接室 <既設>

　　進路応接室 <改修後>

[地袋] 撤去 <取合補修共>

K5A
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[ストーブ] 取外し、保管 [ストーブ] 取外し、保管

既設木製建具･間仕切壁撤去

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50全日制職員室 平面詳細図　<既設>

LKJIHGF

4,5504,5504,5504,5504,5504,550

全日制職員室

梁型CH=2,170

<既設>

全日制職員室 平面詳細図　1/50

会議スペース

既設木製建具･間仕切壁撤去

[床:塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 撤去 <取合補修共>

[床:塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

[床:塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]

[白板] 撤去

[流し台＋調理台]取外し､保管

流し台：L1,200 撤去 <建築工事>

[SUS煙突] 取外し、保管 [SUS煙突] 取外し、保管

手洗器：撤去､化粧棚､照明器具共 <設備工事>
化粧鏡：撤去 <建築工事>

給湯器：取外し、保管 <設備工事>

　　  ：床材張替部分を示す
[　]内は既存仕上とする

■凡例
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徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50全日制職員室 平面詳細図　<改修後>

4,550 4,550 4,550 4,550 4,550 4,550

F G H I J K L

全日制職員室会議スペース

<改修後>

全日制職員室 平面詳細図　1/50

3人（管理職）

8人
8人 8人 8人

6人
6人

6人

棚

1,199

1
,
35

0

1
,0

5
0

1
,
35

0

天井伏図参照のこと
壁改修については展開図・天井改修については
記載なき床仕上は既存仕上そのままとする

　　  ：床材張替部分を示す

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 OAﾌﾛｱ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

■凡例

項目 記号

Y1床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗

Y2

Y3床:[ｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[ﾊﾟｰｹｯﾄ張] 部分張替 ｻﾝﾀﾞｰ掛 下地調整 UC塗 Y1A

Y4

Y5床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y3A床:[ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷]撤去 下地調整 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張

Y6

Y6A

床:[塩ﾋﾞｼｰﾄ張]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

[　]内は既存仕上とする

Y7

Y8

Y9

床:[ﾀｲﾙ張] 乾式置床 ｺﾝﾊﾟﾈ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

教壇:[既設教壇]奥行拡張(30cm)長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塗床仕上 ]撤去 下地調整 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

Y6B床:[人研ぎ仕上]撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張

床:[塩ﾋﾞﾀｲﾙ張]下地共撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張 Y5A

盤

梁型CH=2,170

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>
既設木製建具･間仕切壁撤去

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

Y8

Y5 Y5廊下

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ] 新設 <取合補修共>

±0

±0
±0

±0

+50

Y8

+50

既設木製建具･間仕切壁撤去
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･鋼製間仕切壁新設<取合補修共>

鋼製間仕切壁新設 W100の上
GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共

※OAフロア周囲の斜線部分はＯＡフロアの
　調整パネル(ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ)部分を示す.<各共通>

白板 W3,000×H1,510 新設
<取合補修共>

F
10

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工
　　　t25×120×1,200

　<取合補修共>
[流し台＋調理台] 復旧

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工
　　　t25×120×1,200

手洗器､化粧棚､照明器具 新設 <設備工事>
化粧鏡：新設 <建築工事>

　<取合補修共>
F
2c

[地袋]

[地袋] 下地調整の上 SOP塗替

※ 計53人　教員の机はW1,000xD700（袖机なし），管理職の机はW1,400x700（事務机＋袖机）で置いている

OAフロアは 500mm×500mmで割付けている

※ 改修後の机の配置について学校に聞取りの上、監督員と協議し、ＯＡフロアの割付や、床コンセントの

位置等の納まりについて決めること.

※ パーテーション位置については、学校に聞取りの上、監督員と協議し決めること.

（既設と同じ箇所の希望有）

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

+50

+50

+50

・ 図中　　　はＯＡフロア(500×500)を示す.

・ 図中　　　はＯＡフロア取合の調整パネル（パーティクルボード）部分を示す

・ 図中　　　はスロープ部分を示す.

[出欠簿収納棚]
下地調整の上 SOP塗替

[出欠白板] そのまま

流し台：L=1200 新設
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[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

▽ＦＬ

△２ＦＳＬ

4,550 4,550

27,300

4,550 4,550 4,550 4,550

Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ ＬＧＦ

Ａ

Ｃ

Ｌ ＦＧＨＩＪＫ

4,5504,5504,550

27,300

4,5504,5504,550

１

7,000

9,100

１

7,000

9,100

１

7,000

9,100

Ｂ Ｄ Ｄ

　　全日制職員室

▽FL

△2FSL

▽FL

△2FSL

全日制職員室 展開図　<既設>

[木製間仕切壁] 撤去､木製軸組共

　　　　　　　 取合補修共

[流し台] 撤去､取合補修共
　　　　　　 取合補修共

[ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ]､撤去 <取合補修共>

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[出欠白板]

そのまま

[出欠簿収納]

[掲示板]

3
0

2
,
9
7
0

2
,
9
7
0

3
0

2
,
9
7
0

3
0

開放

[地袋]

[黒板]

 そのまま

[白板]

撤去

[流し台､調理台] 取外し、保管

[巾木：木製 OP塗]

[腰壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地 EP塗]

[壁：ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地 EP塗]

[巾木：木製 OP塗]

そのまま

[地袋]
そのまま

[洗面器]撤去<設備工事>

[照明器具]撤去<設備工事>

[化粧鏡]撤去<取合補修共>

[給湯器] 取外し､保管

[化粧棚]撤去<設備工事>

そのまま

そのまま
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学校用間仕切新設

　　　　　　 取合補修共

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

1/50

△２ＦＳＬ

　　全日制職員室

Ｆ Ｇ ＬＫＪＩＨ

4,550 4,550 4,550

27,300

4,550 4,550 4,550

Ｌ ＦＧＨＩＪＫ

4,550 4,5504,5504,550

27,300

4,5504,550

Ｃ

△2FSL

△2FSL

全日制職員室 展開図　<改修後>

１

7,000

9,100

Ｂ

１

7,000

9,100

Ｄ

開放

[掲示板]

Ｄ

9,100

7,000

１

[　]内は既存仕上とする
床改修については平面詳細図・天井改修については
天井伏図参照のこと

■凡例

項目 記号

K1壁：EP塗替（ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ下地）

K2壁：SOP塗替（木下地）

K3壁：EP塗（GB-R下地）

壁：銘木化粧合板張 （GB-R下地） K3A

壁：ｸﾛｽ張 （GB-R下地） K4

K5壁：壁ｸﾛｽ撤去部下地処理の上ｸﾛｽ張替

K5A壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ下地　EP塗

巾木：木製巾木撤去新設　SOP塗 K6

K7巾木：木製巾木　SOP塗替

巾木：ﾓﾙﾀﾙ巾木　EP塗替 K8

K9

K10

木部：木製建具(枠共)等　SOP塗替

鉄部：鋼製建具(枠共)等　SOP塗替

K6A巾木：塩ビソフト巾木新設

[出欠白板]

そのまま

[出欠簿収納]

[掲示板]

[地袋]
K9

[流し台､調理台] 再取付

Ａ

盤

[白板]
W3,000×H1,200×t35

新設､取合補修共

学校用間仕切新設 学校用間仕切新設

[流し台] L1200、新設

取合補修共

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ､新設

K3

K3

K1

K2K1

K6A

K1

K1

K9
[地袋]

K1

K1

K2 K2K2K2K2

K6A

2
,
9
2
0

8
0▽FL

2
,
9
2
0

8
0▽ＦＬ

K6A

▽FL

8
0

2
,
9
2
0

GB-R t12.5＋GB-H t9.5<両面二重張> 取合補修共
鋼製間仕切壁新設 W100の上

そのまま

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張<接着工法>

化粧棚 新設

<設備工事>
洗面器 新設

化粧鏡 新設<取合補修共>
<建築工事>

<設備工事>
照明器具 新設

[給湯器]再取付<設備工事>

K9
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Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台Ｆ－２ａ　　大会議室　流し台

徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課徳島県県土整備部営繕課

●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名●工事名

●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名●図面名

●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号●図面番号

●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATESHIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社会社会社会社会社会社会社
株式株式株式株式株式株式株式

平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋平島弘之＋

A3:×70％A3:×70％A3:×70％A3:×70％A3:×70％A3:×70％A3:×70％

Ｆ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れＦ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れＦ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れＦ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れＦ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れＦ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れＦ－１ａ　　大会議室　/　掃除具入れ

A2：1/30A2：1/30A2：1/30A2：1/30A2：1/30A2：1/30A2：1/30

数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処

　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60
・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－
※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス

　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定
・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は
アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定
コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　
桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用
アンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービス

（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）
化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 

リングリングリングリングリングリングリング

コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法

　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60
・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－
※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス

　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定
・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は
アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定
コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　
桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用
アンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービス

（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）
化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 

リングリングリングリングリングリングリング

コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法

Ｆ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れＦ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れＦ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れＦ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れＦ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れＦ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れＦ－１ｂ　　各室　/　掃除具入れ数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処

階階階階階階階 　　　部屋名　　　部屋名　　　部屋名　　　部屋名　　　部屋名　　　部屋名　　　部屋名 数量数量数量数量数量数量数量

１１１１１１１
１１１１１１１
１１１１１１１

１１１１１１１

１－１教室１－１教室１－１教室１－１教室１－１教室１－１教室１－１教室
１－２教室１－２教室１－２教室１－２教室１－２教室１－２教室１－２教室
１－３教室１－３教室１－３教室１－３教室１－３教室１－３教室１－３教室
１－４教室１－４教室１－４教室１－４教室１－４教室１－４教室１－４教室

１－５教室１－５教室１－５教室１－５教室１－５教室１－５教室１－５教室

１１１１１１１
１１１１１１１

１１１１１１１
１１１１１１１
１１１１１１１

３－１教室３－１教室３－１教室３－１教室３－１教室３－１教室３－１教室
３－２教室３－２教室３－２教室３－２教室３－２教室３－２教室３－２教室

３－３教室３－３教室３－３教室３－３教室３－３教室３－３教室３－３教室
３－４教室３－４教室３－４教室３－４教室３－４教室３－４教室３－４教室
３－５教室３－５教室３－５教室３－５教室３－５教室３－５教室３－５教室

３３３３３３３

４４４４４４４

１１１１１１１
28

150

6
5

固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20

ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿
481ｘ267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45

3101020

1
0
0 2
0

2
0

1
,
9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
4
9
0

2
0
2
5
0

32020

245

ＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛け

背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼

3
0
0

4
0
0

芯材   徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用

巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼

465 95

560

600

20 20

巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）

通気孔通気孔通気孔通気孔通気孔通気孔通気孔

本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20

扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20

小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2

芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用

ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）

アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品
レール取手レール取手レール取手レール取手レール取手レール取手レール取手

巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼巾木　ポリ合板貼

465 95

560

600

20 20

巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）巻ステンパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）

通気孔通気孔通気孔通気孔通気孔通気孔通気孔

本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20本体　両面メラミン化粧MDFボード　t20

小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2小口　樹脂貼り　t2

扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20扉　ポリ合板フラッシュ  t20

芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用

ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）ｽﾗｲﾄﾞ丁番（ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ）

アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品アルミ押出成型品
レール取手レール取手レール取手レール取手レール取手レール取手レール取手

20 345

28
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5
0

2
0

1
,
4
9
0

1
,
8
0
0

1
,
9
0
0

2
0

2
0

1
0
0

6
5

固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20固定棚　両面メラミン化粧MDFボード　t20

ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿ステンレス水受け皿
481ｘ267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45481ｘ 267ｘ H45

20 10 335

270

160 背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼背板　ポリ合板貼

4
0
0

3
0
0

ＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛けＳＵＳパイプ雑巾掛け

芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用芯材  徳島県産材100%使用

2
,
0
0
0

7
0

1
0
0

5
0

2
,
6
0
0

5
5
0

450

5
5
0

1,200

数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処 数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処

<BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品>　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による

9
0

8
0
0

8
9
0

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工  t26

立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張

給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事

25

400

25

Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４

扉開放時扉開放時扉開放時扉開放時扉開放時扉開放時扉開放時

Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納Ｆ－３　　保健室　松葉杖収納 Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚Ｆ－４　　保健室　布団収納戸棚

家具詳細図－１（参考図）家具詳細図－１（参考図）家具詳細図－１（参考図）家具詳細図－１（参考図）家具詳細図－１（参考図）家具詳細図－１（参考図）家具詳細図－１（参考図）

Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４Ｆ－４

　5ｘ45 or 5ｘ 60　 5ｘ45 or 5ｘ 60　 5ｘ45 or 5ｘ 60　 5ｘ45 or 5ｘ 60　 5ｘ45 or 5ｘ 60　 5ｘ45 or 5ｘ 60　 5ｘ45 or 5ｘ 60
・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－
※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス

　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定
・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は
アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定
コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　
桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用
アンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービス

（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）
化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 

リングリングリングリングリングリングリング

コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法

　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60　5ｘ45 or 5ｘ 60
・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－・Ｐレスアンカ－
※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス※コンクリート用アンカービス

　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定　探知機で位置を出して固定
・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は・ＬＧＳの場合は
アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定アンカービスにて固定
コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　コンクリート用　　　
桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）桟木（下地）

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 
（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）（リング）
コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用コンクリート用
アンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービスアンカービス

（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）（アイボリー等）
化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 化粧キャップ 

リングリングリングリングリングリングリング

コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　コーススレッド　

家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法家具標準固定方法

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称

外　装外　装外　装外　装外　装外　装外　装

内　装内　装内　装内　装内　装内　装内　装 耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板

t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板

木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ

棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け

t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）

樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）

スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番

上段：感知式耐震ラッチ上段：感知式耐震ラッチ上段：感知式耐震ラッチ上段：感知式耐震ラッチ上段：感知式耐震ラッチ上段：感知式耐震ラッチ上段：感知式耐震ラッチ

下段：マグネットキャッチ下段：マグネットキャッチ下段：マグネットキャッチ下段：マグネットキャッチ下段：マグネットキャッチ下段：マグネットキャッチ下段：マグネットキャッチ

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 

棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板

(上段)(上段)(上段)(上段)(上段)(上段)(上段)

固定棚板固定棚板固定棚板固定棚板固定棚板固定棚板固定棚板

側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付

見　付見　付見　付見　付見　付見　付見　付

開　戸開　戸開　戸開　戸開　戸開　戸開　戸

領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー

幕　板幕　板幕　板幕　板幕　板幕　板幕　板

台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪

その他その他その他その他その他その他その他 松葉杖用ハンガー松葉杖用ハンガー松葉杖用ハンガー松葉杖用ハンガー松葉杖用ハンガー松葉杖用ハンガー松葉杖用ハンガー

角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）
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2
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Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３

Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３Ｆ－３

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板

t24 耐摩耗紙化粧板t24 耐摩耗紙化粧板t24 耐摩耗紙化粧板t24 耐摩耗紙化粧板t24 耐摩耗紙化粧板t24 耐摩耗紙化粧板t24 耐摩耗紙化粧板

木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

金属ダボ φ9　1段金属ダボ φ9　1段金属ダボ φ9　1段金属ダボ φ9　1段金属ダボ φ9　1段金属ダボ φ9　1段金属ダボ φ9　1段

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）

樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）通気孔付取手（ABS樹脂）

スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番スライド丁番

t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称

外　装外　装外　装外　装外　装外　装外　装

内　装内　装内　装内　装内　装内　装内　装

棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板

側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付

見　付見　付見　付見　付見　付見　付見　付

開　戸開　戸開　戸開　戸開　戸開　戸開　戸

台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪

角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）

給排水管接続は設備工事給排水管接続は設備工事給排水管接続は設備工事給排水管接続は設備工事給排水管接続は設備工事給排水管接続は設備工事給排水管接続は設備工事

390　けこみ390　けこみ390　けこみ390　けこみ390　けこみ390　けこみ390　けこみ750750750750750750750
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Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台Ｆ－２ｂ　　進路指導室（踏込）　流し台数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処
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5
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<BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品>　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26

立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張

給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事

9
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8
9
0

数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処 Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台Ｆ－２ｃ　　全日制職員室　流し台

5
5
0

1,200

<BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品><BL認定品>　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による　仕様等は認定基準による
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9
0

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工 t26

立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張立上り：ﾒﾗﾐﾝ化粧板張

給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事給水栓及び排水管接続は設備工事

数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処数量：１ヶ処

製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報
※　扉色　　　　　：ホワイト※　扉色　　　　　：ホワイト※　扉色　　　　　：ホワイト※　扉色　　　　　：ホワイト※　扉色　　　　　：ホワイト※　扉色　　　　　：ホワイト※　扉色　　　　　：ホワイト
※　カウンタ－色　：ホワイト※　カウンタ－色　：ホワイト※　カウンタ－色　：ホワイト※　カウンタ－色　：ホワイト※　カウンタ－色　：ホワイト※　カウンタ－色　：ホワイト※　カウンタ－色　：ホワイト
※　洗面ボウル※　洗面ボウル※　洗面ボウル※　洗面ボウル※　洗面ボウル※　洗面ボウル※　洗面ボウル
    人工大理石製    人工大理石製    人工大理石製    人工大理石製    人工大理石製    人工大理石製    人工大理石製
※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ※　使用水圧：0.05(流動時)～0.75ＭＰａ
※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト※　化粧鏡：本体カラ－はホワイト
    LEDランプ(4.4W×1個)    LEDランプ(4.4W×1個)    LEDランプ(4.4W×1個)    LEDランプ(4.4W×1個)    LEDランプ(4.4W×1個)    LEDランプ(4.4W×1個)    LEDランプ(4.4W×1個)

    収納トレイ4個付き    収納トレイ4個付き    収納トレイ4個付き    収納トレイ4個付き    収納トレイ4個付き    収納トレイ4個付き    収納トレイ4個付き
    バックパネル付き(樹脂製)    バックパネル付き(樹脂製)    バックパネル付き(樹脂製)    バックパネル付き(樹脂製)    バックパネル付き(樹脂製)    バックパネル付き(樹脂製)    バックパネル付き(樹脂製)

    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m    コンセント1個付き(許容電力：1200Wまで)電源コ－ド長さ：1.0m

Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台Ｆ－２ｄ　　校長室　洗面化粧台

175175175175175175175
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A-105A-105A-105A-105A-105A-105A-105Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事

数量：10ヶ処数量：10ヶ処数量：10ヶ処数量：10ヶ処数量：10ヶ処数量：10ヶ処数量：10ヶ処
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t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工
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耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板
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木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）

一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）

引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸

見　付見　付見　付見　付見　付見　付見　付

側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付

棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板

内　装内　装内　装内　装内　装内　装内　装

外　装外　装外　装外　装外　装外　装外　装

作業天板作業天板作業天板作業天板作業天板作業天板作業天板

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称

一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪

角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）

c.水栓取付部分c.水栓取付部分c.水栓取付部分c.水栓取付部分c.水栓取付部分c.水栓取付部分c.水栓取付部分b.両サイドb.両サイドb.両サイドb.両サイドb.両サイドb.両サイドb.両サイドa.前面a.前面a.前面a.前面a.前面a.前面a.前面

プレス加工プレス加工プレス加工プレス加工プレス加工プレス加工プレス加工
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材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様
SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）SUS304 t1.0 （正面R加工・全周スロープ加工）

大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP大型排水トラップ（ゴミカゴ付） YT-50XSP

ポリエステル樹脂板ポリエステル樹脂板ポリエステル樹脂板ポリエステル樹脂板ポリエステル樹脂板ポリエステル樹脂板ポリエステル樹脂板

耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）

樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）

一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）

流　し流　し流　し流　し流　し流　し流　し

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称

外　装外　装外　装外　装外　装外　装外　装

内　装内　装内　装内　装内　装内　装内　装

側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付

見　付見　付見　付見　付見　付見　付見　付

引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸

一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪

給水栓給水栓給水栓給水栓給水栓給水栓給水栓 (設備工事）(設備工事）(設備工事）(設備工事）(設備工事）(設備工事）(設備工事）

角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）

配管立上平面図配管立上平面図配管立上平面図配管立上平面図配管立上平面図配管立上平面図配管立上平面図
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ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板

t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板

木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ

棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）

樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板t20 ポリエステル樹脂板

木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）木口：樹脂エッジ（ABS樹脂）

成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）成形引手（ABS樹脂）

一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）

引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸引違戸

見　付見　付見　付見　付見　付見　付見　付

側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付側板見付

棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板棚　板

内　装内　装内　装内　装内　装内　装内　装

外　装外　装外　装外　装外　装外　装外　装

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様

一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）

t20 樹脂化粧アルミラインサッシt20 樹脂化粧アルミラインサッシt20 樹脂化粧アルミラインサッシt20 樹脂化粧アルミラインサッシt20 樹脂化粧アルミラインサッシt20 樹脂化粧アルミラインサッシt20 樹脂化粧アルミラインサッシ

一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）一体成形ガイドレール（PP樹脂）

引違ガラス戸引違ガラス戸引違ガラス戸引違ガラス戸引違ガラス戸引違ガラス戸引違ガラス戸

一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）一体成形Vレール（ABS樹脂）

強化ガラス t4強化ガラス t4強化ガラス t4強化ガラス t4強化ガラス t4強化ガラス t4強化ガラス t4

シリンダープッシュ錠シリンダープッシュ錠シリンダープッシュ錠シリンダープッシュ錠シリンダープッシュ錠シリンダープッシュ錠シリンダープッシュ錠

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ 四方（ABS樹脂）

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 t20 ポリエステル樹脂板 台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪台　輪

幕　板幕　板幕　板幕　板幕　板幕　板幕　板

領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー領域表示カラー

角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）角部：セーフティカバー（ABS樹脂）

材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様材　質・仕　様

t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工t20 メラミン化粧板　ポストフォーム加工

ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 ポリエステル樹脂板 

耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板耐摩耗紙化粧板

t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板t20 耐摩耗紙化粧板

木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ全可動面付棚柱(20ピッチ)・ダボ

棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け棚板ズレ防止棚受け

硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）硬質耐候性樹脂エッジ（ABS樹脂）
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HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

FL

2
,
6
0
0

１箇所

FL

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

5
0
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

FL

2
,
6
0
0

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

7,000

1,9005,100 950

2,850

1,900

１箇所 １箇所第1応接室･第2応接室・第3応接室事務室校長室 ３箇所 保健室

FL

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

5
0
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

950

2,850

1,900

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

スチール ８０ｍｍ

焼付塗装、校長室側：木目プリント鋼板

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

スチール ８０ｍｍ

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

スチール

学校用間仕切

８０ｍｍ スチール

学校用間仕切

８０ｍｍ

焼付塗装 焼付塗装

沓摺：ステンレス製

02 03 0401

焼付塗装

建具表－１

１箇所保健室

FL

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

5
0
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

950 1,900

スチール

学校用間仕切

８０ｍｍ

沓摺：ステンレス製

05

焼付塗装

特記事項

01.建具金物はｽﾃﾝﾚｽ製とし、見本品提出の上承認を

 　得ること。

03.構造上、美観上による軽微な変更は本工事範囲

　 とする。

一般事項

01.本図に含まれない建具は建具工事外とする

02.アルミサッシの性能は下記による

耐風圧性　S-5

SF 　ｽﾃﾝﾚｽ三方枠　　　　 WF　 木製三方枠

SG　 ｽﾁｰﾙ製防球格子　 　 WG 　木製防球格子

LSD　軽量ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ　　　　 AS　 ｱﾙﾐｼｬｯﾀｰ

SD　 ｽﾁｰﾙ製ﾄﾞｱ　　　　　 LS 　軽量ｼｬｯﾀｰ

ATL　ｱﾙﾐ製天窓　　　　 　SS　 ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ

AD　 ｱﾙﾐ製ﾄﾞｱ　　　　　　ATD　ｽﾁｰﾙ製防音ﾄﾞｱ

AW   ｱﾙﾐ製窓　　　　　　 WP 　木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SAD　ｽﾃﾝﾚｽ製自動ﾄﾞｱ　　　WD 　木製ドア

AAD　ｱﾙﾐ製自動ﾄﾞｱ　　　　WW 　木製窓

03.建具符号

F　　戸襖

FW　網入型板ｶﾞﾗｽ

PW　網入透明ｶﾞﾗｽ　　  　 TF　型板強化ｶﾞﾗｽ

SG　摺りｶﾞﾗｽ　　　　　   TFL　強化ｶﾞﾗｽ

F 　型板ｶﾞﾗｽ　　　　　   HFL　熱線反射ｶﾞﾗｽ

FL　透明ｶﾞﾗｽ　　　　 　　KFL　熱線吸収ｶﾞﾗｽ

04.ｶﾞﾗｽ符号

02.全て製作図作成の上承認を得ること。

05.沓摺タイプ

Ａ．見切り無 Ｂ．木製沓摺（桧） Ｃ．ステンレス沓摺 Ｄ．ステンレス沓摺

(ﾚｰﾙ金物) (ﾚｰﾙ金物)

桧:100×80程度 
40×20×2(HL)

40×100×2(HL) 

８０ｍｍ

１箇所

スチール

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装

06

FL

1,870

1
,
8
1
0

3
0

戸車、引違い戸用錠

進路指導室 １箇所

８０ｍｍ

07

ＳＡＴパ－テーション

スチール

焼付塗装

進路応接室１、２

9502,770 600

4,320

2
,
1
0
0

9502,770 600

4,320

FL

3,500

900 900940 760

9
4
0

9
0
0

9
0
0

7
6
0

3
,
5
0
0

2,770 1,550

900900900895

75 75

575

FL

2
,
0
7
0

3
0

1,870

2
,
1
0
0

2
5

スチール

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装

戸車、引違い戸用錠

08
進路指導室（踏込）

８０ｍｍ

１箇所

2
,
6
0
0

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

１箇所

８０ｍｍ

11
全日制職員室

スチール

学校用間仕切

焼付塗装

敷居：埋込ステンレスレール

戸車、クレセント、引違い戸用錠

1,900

FL

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

9,500

1,520 1,520 1,520 1,520 1,520

１箇所

８０ｍｍ

全日制職員室
10

FL

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

スチール

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装

2,600

1,050 1,550

2
,
6
0
0

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

１箇所

８０ｍｍ

2
,
6
0
0

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

FL

1,900

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

全日制職員室

スチール

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装

09

6,500

1,533 1,533 1,534

一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４

一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４ 一般：ＴＦ－４

一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４

STW　ｽﾃﾝﾚｽ製窓　　　　　 TB 　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

AG　 ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ　　　　　 AP　ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

ACW　ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　　　 MP　移動ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

STD　ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞｱ　　　　　SP　ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SP

FL

1,870

3
0

スチール

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装

８０ｍｍ

1
,
7
9
0

３箇所図書室、司書室兼書庫

一般：ＴＦ－４

16

04.マスターキーを作成する事。（３組）

戸車、ｸﾚｾﾝﾄ、丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠 戸車、ｸﾚｾﾝﾄ、丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

戸車、ｸﾚｾﾝﾄ、丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠 丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設）

※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設）

※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設）

※新設 防音間仕切壁

3
,
0
3
0

9
3
0

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

※ 図中 　 　  　 　 　 はコンセント 取付位置を示す.ｺﾝｾﾝﾄ
　 （ パーテーショ ン内に配線必要・ 天井から配線）

気密性　　A-3

水密性　　W-4

A-108Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



SP SP SP SP

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋
A2：1/100
A3:×70％

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

建具表－２

特記事項

01.建具金物はｽﾃﾝﾚｽ製とし、見本品提出の上承認を

 　得ること。

03.構造上、美観上による軽微な変更は本工事範囲

　 とする。

一般事項

01.本図に含まれない建具は建具工事外とする

02.アルミサッシの性能は下記による

耐風圧性　S-5

SF 　ｽﾃﾝﾚｽ三方枠　　　　 WF　 木製三方枠

SG　 ｽﾁｰﾙ製防球格子　 　 WG 　木製防球格子

LSD　軽量ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ　　　　 AS　 ｱﾙﾐｼｬｯﾀｰ

SD　 ｽﾁｰﾙ製ﾄﾞｱ　　　　　 LS 　軽量ｼｬｯﾀｰ

ATL　ｱﾙﾐ製天窓　　　　 　SS　 ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ

AD　 ｱﾙﾐ製ﾄﾞｱ　　　　　　ATD　ｽﾁｰﾙ製防音ﾄﾞｱ

AW   ｱﾙﾐ製窓　　　　　　 WP 　木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SAD　ｽﾃﾝﾚｽ製自動ﾄﾞｱ　　　WD 　木製ドア

AAD　ｱﾙﾐ製自動ﾄﾞｱ　　　　WW 　木製窓

03.建具符号

F　　戸襖

FW　網入型板ｶﾞﾗｽ

PW　網入透明ｶﾞﾗｽ　　  　 TF　型板強化ｶﾞﾗｽ

SG　摺りｶﾞﾗｽ　　　　　   TFL　強化ｶﾞﾗｽ

F 　型板ｶﾞﾗｽ　　　　　   HFL　熱線反射ｶﾞﾗｽ

FL　透明ｶﾞﾗｽ　　　　 　　KFL　熱線吸収ｶﾞﾗｽ

04.ｶﾞﾗｽ符号

02.全て製作図作成の上承認を得ること。

05.沓摺タイプ

Ａ．見切り無 Ｂ．木製沓摺（桧） Ｃ．ステンレス沓摺 Ｄ．ステンレス沓摺

(ﾚｰﾙ金物) (ﾚｰﾙ金物)

桧:100×80程度 
40×20×2(HL)

40×100×2(HL) 

全日制職員室

可動間仕切

付属金物一式

90ﾟ

１箇所

ｽﾀｯﾄﾞ：５０ｍｍ
ﾊﾟﾈﾙ ：４０ｍｍ

900460 900 900 900 900

4,960

900460 900 900 900 900

4,960

750 900

1,650

7
5
0

9
0
0

ｽﾀｯﾄﾞ：アルミ
ﾊﾟﾈﾙ ：スチール

腰パネル：焼付塗装

小会議室

FL

1,900

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

5
0
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

3,600

1,700

FL

1,870

1
,
8
1
0

3
0

１箇所

スチール

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

８０ｍｍ スチール

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装 焼付塗装

戸車、引違い戸用錠

書道室、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室

1-5教室、3-5教室
４箇所

８０ｍｍ

1,900

FL

8,200

2
,
1
0
0

5
0
0

5
0
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

4,400 1,900

1-4教室、1-3教室、1-2教室、1-1教室、135教室

3-4教室、3-3教室、3-2教室、3-1教室、145教室
10箇所

スチール

戸車、クレセント、引違い戸用錠

敷居：埋込ステンレスレール

学校用間仕切

焼付塗装

８０ｍｍ

一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４ 一般：ＴＦ－４

STW　ｽﾃﾝﾚｽ製窓　　　　　 TB 　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

AG　 ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ　　　　　 AP　ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

ACW　ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　　　 MP　移動ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

STD　ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞｱ　　　　　SP　ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

01

SD
９箇所各階 東階段室

1,800

2
,
7
2
0

2
5

2
,
6
9
5

FL

CL

両開き防火扉

焼付塗装

－

スチール ８０ｍｍ

01

－

三方枠

ステンレス

ＨＬ仕上

2
,
1
0
0

485 600

1
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

2
,
0
0
0

FL FL

開放

SD SD

02
１箇所１階 バリアフリートイレ（踏込）

750 （ 680）
男子便所

女子便所

男女各４箇所 計８箇所４箇所

焼付塗装

－

スチール

片開き戸

８６ｍｍ

焼付塗装

－

スチール

片開き戸

８６ｍｍ

03

SF

ヒンジ、ケースハンドル、順位調整器

常時開放式 特定防火設備 <煙感知器連動>

丁番、分電盤錠丁番、分電盤錠

沓摺：ステンレス 40×20 t=2.0

－

12 13 14 15

04.マスターキーを作成する事。（３組）

※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設）※更新(既設撤去及び新設）

※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設木製建具撤去及び新設）

一般：ＴＦ－４、ランマ：ＴＦＬ－４

１８０ｍｍ

01

沓摺：ステンレス 40×20 t=2.0

LSD
１箇所

スチール

焼付塗装

Ｆ－４

自動閉鎖式片引き戸

付属金物一式

1,000120

１階 バリアフリートイレ

２１６ｍｍ

2
,
1
0
0

2
1
0

※更新(既設撤去及び新設）

01

AD
職員昇降口 １箇所

FL

1
,
8
0
0

片開きドア

アルミ ７０ｍｍ

丁番、円筒錠、ドアチェック

ＦＷ－６.８　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(ｱﾙﾎﾟﾘｯｸ-3.0）

800

１箇所 １箇所
AW

01

AW

02

引違い窓 ４枚建 引違い窓

アルミ アルミ ７０ｍｍ

戸車、クレセント

エントランス ホール ～ 事務室 図書室 ～ 司書室・書庫

FL

1,420

1
,
4
3
0

FL 8
0
0 1
,
8
2
0

1
,
0
2
0

3,235
<木枠内々>

<
木

枠
内

々
>

26.5ｍｍ

敷居：埋込レール<ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ> 敷居：埋込レール<ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ>

ＴＦＬ－5 ＴＦＬ－４

障子、金物類取替（枠はそのまま）

ＢＣ－１ ＢＣ－１ ＢＣ－１

ハカマ、ソロバンレール、錠前

9
3
5

4
9
5

※更新(既設撤去及び新設） ※更新(既設撤去及び新設）※障子のみ更新(既設撤去及び新設）

SP

00
進路指導室 １箇所

900 900 900 900 900 900 900 900

FL

3
,
0
3
0

4,725 4,175

2525 1,100 550

4,725

90090090090025 1,100

4,175

550 900 900 900 900 25

4
,
0
3
0

4
3
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

※再利用(既設取外し及び復旧）

可動間仕切

付属金物一式

ｽﾀｯﾄﾞ：アルミ
ﾊﾟﾈﾙ ：スチール

腰パネル：焼付塗装

一般・ランマ共：ＴＦ－４

ｽﾀｯﾄﾞ：５０ｍｍ
ﾊﾟﾈﾙ ：４０ｍｍ

床レベル変更に伴い30mmのスペーサー必要、復旧時に一部組替（扉位置変更）

ｺﾝｾﾝﾄ (136､146, 3-2のみ）

※ 図中 　 　  　 　 　 はコンセント 取付位置を示す.ｺﾝｾﾝﾄ
　 （ パーテーショ ン内に配線必要・ 天井から配線）

気密性　　A-3

水密性　　W-4

２～５階 男子便所 ２～５階 便所

FL

2
,
1
0
0

2
,
9
2
0

8
0

3
0
5
0

6
5
0

1
7
0

A-109Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



　　※非常時外開機能付巾木：ステンレス H=60

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×70％

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式 トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

４０ｍｍ

４箇所

４０ｍｍ

特記事項

01.建具金物はｽﾃﾝﾚｽ製とし、見本品提出の上承認を

 　得ること。

03.構造上、美観上による軽微な変更は本工事範囲

　 とする。

一般事項

01.本図に含まれない建具は建具工事外とする

02.アルミサッシの性能は下記による

耐風圧性　S-5

SF 　ｽﾃﾝﾚｽ三方枠　　　　 WF　 木製三方枠

SG　 ｽﾁｰﾙ製防球格子　 　 WG 　木製防球格子

LSD　軽量ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ　　　　 AS　 ｱﾙﾐｼｬｯﾀｰ

SD　 ｽﾁｰﾙ製ﾄﾞｱ　　　　　 LS 　軽量ｼｬｯﾀｰ

ATL　ｱﾙﾐ製天窓　　　　 　SS　 ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ

AD　 ｱﾙﾐ製ﾄﾞｱ　　　　　　ATD　ｽﾁｰﾙ製防音ﾄﾞｱ

AW   ｱﾙﾐ製窓　　　　　　 WP 　木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SAD　ｽﾃﾝﾚｽ製自動ﾄﾞｱ　　　WD 　木製ドア

AAD　ｱﾙﾐ製自動ﾄﾞｱ　　　　WW 　木製窓

03.建具符号

F　　戸襖

FW　網入型板ｶﾞﾗｽ

PW　網入透明ｶﾞﾗｽ　　  　 TF　型板強化ｶﾞﾗｽ

SG　摺りｶﾞﾗｽ　　　　　   TFL　強化ｶﾞﾗｽ

F 　型板ｶﾞﾗｽ　　　　　   HFL　熱線反射ｶﾞﾗｽ

FL　透明ｶﾞﾗｽ　　　　 　　KFL　熱線吸収ｶﾞﾗｽ

04.ｶﾞﾗｽ符号

02.全て製作図作成の上承認を得ること。

05.沓摺タイプ

Ａ．見切り無 Ｂ．木製沓摺（桧） Ｃ．ステンレス沓摺 Ｄ．ステンレス沓摺

(ﾚｰﾙ金物) (ﾚｰﾙ金物)

桧:100×80程度 
40×20×2(HL)

40×100×2(HL) 

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

TB
２～５階　女子便所

巾木：ステンレス H=60

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

１階　女子便所
TB

１箇所

４０ｍｍ

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

TB
１階　男子便所

925 92540

1
,
5
0
0

4
0

120 600 355 600 225 230 600 1,500600 355 600 225

解放 解放 6
5
0

2
,
5
5
0

1
,
8
4
0

6
0

600230 1,500

解放 6
5
0

2
,
5
5
0

1
,
8
4
0

6
0

１箇所

４０ｍｍ

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

１階　踏込（掃除具入）
TB

170 600 170

3
5
0

4
0

1
,
8
4
0

6
0

170 600 170

１箇所

４０ｍｍ

TB
２～５階　女子便所（掃除具入）

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

４０ｍｍ

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

TB
４箇所 ４箇所４箇所

４０ｍｍ

TB
２～５階　男子便所

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

3
8
0

4
0

360600300

1,212

1
,
8
4
0

6
0

1,212

300 600 360 200 600 340 600 340 600 340 600 100 200 600 340 600 340 600 340 600 100

1
,
4
5
0

4
0

900 40 900 40 900 40 900

1
,
8
4
0

6
0

300 600 360

600100 1,190 300 600 360

４０ｍｍ

1
,
8
4
0

6
0

300 600 360185 60040 200

9
0
0

4
0

01 02 03 04

05 06 07

TB
２～５階　男子便所 ４箇所

エッジ、ラバトリー金物、ラッチ エッジ、ラバトリー金物、表示錠 エッジ、ラバトリー金物、表示錠 エッジ

エッジ、ラバトリー金物、ラッチ エッジ、ラバトリー金物、表示錠 エッジ、ラバトリー金物、ラッチ

エッジ、ラバトリー金物、表示錠

120

建具表－３
A2：1/50 

08

STW　ｽﾃﾝﾚｽ製窓　　　　　 TB 　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

ACW　ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　　　 MP　移動ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

STD　ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞｱ　　　　　SP　ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

AG　 ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ　　　　　 AP　ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

メラミン化粧板張

－

WD

01
２階　生徒指導室 １箇所

片開きドア

３６ｍｍエッジ：桧

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、戸当り

扉及び金物取替（枠はそのまま）

FL

800

1
,
8
1
0

04.マスターキーを作成する事。（３組）

※障子のみ更新(既設撤去及び新設）※新設　

※新設　 ※新設　 ※新設　

※新設　※新設　※新設　※新設　

1
,
8
4
0

6
0

1
,
8
4
0

6
0

　　※非常時外開機能付

　　※非常時外開機能付

　　※非常時外開機能付

▲ ▲ ▲擬 擬 擬

▲擬

※ 図中 ▲擬 は擬音装置取付位置を示す.

※ 図中 　　 はコンセント取付位置を示す.

２～５階　女子便所（掃除具入）

4
0
2
4
0

1
,
3
1
0

1,310

手摺補強

　（ブースパネル内に配線必要・天井から配線）

　（ブースパネル内に配線必要・天井から配線）

気密性　　A-3

水密性　　W-4

A-110Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

会社
株式

平島弘之＋

A3:×70％

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

 記号　室名　箇所数

形　　　　　状 

金　　　　　物

備　　　　　考

硝　　　　　子

仕　　　　　上

材 種 ・ 見 込

形　　　　　式

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

４０ｍｍ

４０ｍｍ

特記事項

01.建具金物はｽﾃﾝﾚｽ製とし、見本品提出の上承認を

 　得ること。

03.構造上、美観上による軽微な変更は本工事範囲

　 とする。

一般事項

01.本図に含まれない建具は建具工事外とする

02.アルミサッシの性能は下記による

耐風圧性　S-5

SF 　ｽﾃﾝﾚｽ三方枠　　　　 WF　 木製三方枠

SG　 ｽﾁｰﾙ製防球格子　 　 WG 　木製防球格子

LSD　軽量ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ　　　　 AS　 ｱﾙﾐｼｬｯﾀｰ

SD　 ｽﾁｰﾙ製ﾄﾞｱ　　　　　 LS 　軽量ｼｬｯﾀｰ

ATL　ｱﾙﾐ製天窓　　　　 　SS　 ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ

AD　 ｱﾙﾐ製ﾄﾞｱ　　　　　　ATD　ｽﾁｰﾙ製防音ﾄﾞｱ

AW   ｱﾙﾐ製窓　　　　　　 WP 　木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

SAD　ｽﾃﾝﾚｽ製自動ﾄﾞｱ　　　WD 　木製ドア

AAD　ｱﾙﾐ製自動ﾄﾞｱ　　　　WW 　木製窓

03.建具符号

F　　戸襖

FW　網入型板ｶﾞﾗｽ

PW　網入透明ｶﾞﾗｽ　　  　 TF　型板強化ｶﾞﾗｽ

SG　摺りｶﾞﾗｽ　　　　　   TFL　強化ｶﾞﾗｽ

F 　型板ｶﾞﾗｽ　　　　　   HFL　熱線反射ｶﾞﾗｽ

FL　透明ｶﾞﾗｽ　　　　 　　KFL　熱線吸収ｶﾞﾗｽ

04.ｶﾞﾗｽ符号

02.全て製作図作成の上承認を得ること。

05.沓摺タイプ

Ａ．見切り無 Ｂ．木製沓摺（桧） Ｃ．ステンレス沓摺 Ｄ．ステンレス沓摺

(ﾚｰﾙ金物) (ﾚｰﾙ金物)

桧:100×80程度 
40×20×2(HL)

40×100×2(HL) 

TB
渡り廊下(1) １階　女子職員便所 １箇所

TB

４０ｍｍ

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

１箇所
TB

１箇所
TB

渡り廊下(1) １階　女子職員便所

渡り廊下(1) １階　男子便所

４０ｍｍ

TB

TB
渡り廊下(1) ２階　女子便所

４０ｍｍ

１箇所 １箇所

１箇所

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

1
,
8
4
0

6
0

995995

4
0

4
0

1
,
8
4
0

6
0

895895

４０ｍｍ

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

エッジ エッジ、ラバトリー金物、表示錠、ラッチ エッジ

エッジ、ラバトリー金物、表示錠

エッジ、ラバトリー金物、表示錠

1
,
8
4
0

6
0

1,0051,005

4
0

6
5
0

2
,
5
5
0

1
,
8
4
0

6
0

9
0
0

4
0

1
,
0
8
0

6
0
0

4
5
0

900 100 600 755 510 100
40 40 40

9
0
0

1
,
2
3
5

2
9
5 4
0

900 100 600 755 510 100
40 40 40

解放解放

455 600 1,080

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

４０ｍｍ

トイレブース

メラミン化粧板張

芯材：ペーパーコア

－

巾木：ステンレス H=60

TB TB
渡り廊下(1) ２階　踏込 渡り廊下(1) ２階　女子便所１箇所 １箇所

４０ｍｍ

6
5
0

2
,
5
5
0

1
,
8
4
0

6
0

渡り廊下(1) １階　男子便所

735

4
0

1
,
8
4
0

6
0

735 790 600 890 600 100

90040

40 1,450 40 1,450

6
5
0

2
,
5
5
0

1
,
8
4
0

6
0

790 600 890 600 100

解放解放

4
0

1
,
0
0
0

1,450 40 1,450 1,25040

600 3001,140600890600100

6
5
0

2
,
5
5
0

1
,
8
4
0

6
0

600 3001,140600890600100

解放解放

1
,
0
0
0

4
0

エッジ、ラバトリー金物、表示錠エッジ エッジ

建具表－４
A2：1/50 

09 10
渡り廊下(1) １階　男子便所

11

12 13 14 15

16

STW　ｽﾃﾝﾚｽ製窓　　　　　 TB 　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

AG　 ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ　　　　　 AP　ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

ACW　ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　　　 MP　移動ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

STD　ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞｱ　　　　　SP　ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

04.マスターキーを作成する事。（３組）

※新設　 ※新設　 ※新設　

※新設　※新設　※新設　※新設　

※新設　

　　※非常時外開機能付

　　※非常時外開機能付 　　※非常時外開機能付

　　※非常時外開機能付

1
,
0
0
0

4
0

600880 450

1
,
1
5
0

4
0

解放

600880 450

※ 図中 ▲擬 は擬音装置取付位置を示す.

※ 図中 　　 はコンセント取付位置を示す.

　（ブースパネル内に配線必要・天井から配線）

　（ブースパネル内に配線必要・天井から配線）

棚
モップ掛け

1,
20
0

天
井
高

棚

モップ掛け

300

50 100 100 50 30

50

台枠： 杉　 30×40
　 　 　 合成樹脂調合ペイント 塗り

25

150

※
高

さ
 打

合
せ

に
よ

る

ｱﾙﾐｱﾝｸ゙ ﾙ

棚板: t=25 ﾎ゚ ﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ
　 　 　 見付 樹脂張り

SUS製 J形フック

棚詳細図　 　 1/10

モップ掛け詳細図　 1/10

下地補強（ 建築工事）

※図はＳ Ｋ 付掃除具入を示し 、 Ｓ Ｋ 無掃除具入はこ れに倣う も のと する.

★掃除具入内部詳細図 （ 参考図 ）

気密性　　A-3

水密性　　W-4

A-111Ｒ６営繕　池田高等学校　三・池田　管理棟内部改修工事



65

１時間耐火【耐火構造　FP060NP-0199】

ｽｸｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 断面図　1/10

LGS(100)+GB-F12.5+GB-R-H9.5

トイレ間仕切り 軽量鉄骨間仕切壁詳細図　１／１０

梁下・スラブ下 RC梁から若干はずれる場合の取合

見切縁：ｱﾙﾐ

FS(消臭・抗菌・防汚)巻上げ
端部ｼｰﾙ押ｴ

150以内

65

150以内 150以内

GB-S厚12.5+KFK6

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3　t50

塩ビ廻り縁

12.5
150以内

塩ビ廻り縁

GB-S厚12.5+KFK6

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3　t50

見切縁：ｱﾙﾐ

FS(消臭・抗菌・防汚)巻上げ
端部ｼｰﾙ押ｴ

LGS100 LGS100

振れ止め（ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ上部）詳細図

△CH=3,000

教室
取り合い耐火ｼｰﾙ

樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗

溶接金網φ6@100目
軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ厚100

FS(抗菌)

樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗

溶接金網φ6@100目
軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ厚100

FS(抗菌)

学校間仕切り詳細図(上枠）　　　1/10

学校間仕切り詳細図　展開図　　1/20

△CH=2,700

塩ビ廻り縁
廊下

耐火ｼ-ﾙ

耐火ｼ-ﾙ

耐火ｼ-ﾙ 耐火ｼ-ﾙ

耐火ｼ-ﾙ耐火ｼ-ﾙ

耐火ｼ-ﾙ耐火ｼ-ﾙ

▽FL

100GB-R-H厚9.5 GB-R-H厚9.5

GB-F厚12.5GB-F厚12.5

2
,
6
3
0

3
,
7
5
0

9
4
0

1
8
0

3
0

2
,
0
7
0

5
0
0

2
,
1
0
0

5
0
0

4
0
0

3
,
0
0
0

●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

A2=1/50
A3=71％各部詳細図－１

SP

15
SP

15

　（参考図） 　（参考図）

　（参考図）

　（参考図）

L-50×50×4

L-50×50×4

2C-75×45×15×2.3

2C-75×45×15×2.3
△教室天井高さ

L-50×50×4

L-50×50×4

2C-75×45×15×2.3
スタッド：LGS（100）

2C-75×45×15×2.3

2C-75×45×15×2.3(ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ上部) 2C-75×45×15×2.3(ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ上部)

2C-75×45×15×2.3

打込みピン　900＠程度

袖壁下部

打込みピン　900＠程度

2C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.3 2C-75×45×15×2.3

スタッド：LGS（100）450＠

※耐火シールは製造所の仕様によるものとする.
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●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

H
＝

建
具

表
に

よ
る

▽FL 3
0

(既存床仕上げに合わせる)

1
5

一般部ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ（寒冷紗）塗り
ｼﾞｮｲﾝﾄﾃｰﾌﾟ張りの上

塩ﾋﾞｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄ

二重張りの場合（石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ）
突付け工法

(べベルエッジ）

PL-1.5加工

PL-37*30*2.3

SOP塗り

下地

15

1
9

1
5

8
2

4046 46 4046 46

9
0
2
5

PL-1.5加工
SOP塗り

下地
PL-37*30*2.3

40 165
頭つなぎ

C-65*30*10*1.6

面台 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ　t26

2
6

LGSW65 耐水ﾍﾞﾆﾔ　t12+KFK6

15

配管用ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞｯｸ詳細図　１／２０

L=1,550　1か所(１階便所）

見切りA 見切りB

L=1,550　３か所(２～4階便所）

引き違い扉　1/5
5
1

改修前

2
1
0

84

1
4
4

5
4

9
0

(ｱﾙﾐ製) (ｱﾙﾐ製)

(既存床仕上げに合わせる)

210

15

144

9054

23

6
0

2
5

15

2
5

2
2
0

2
5

3
0

1
57

15 15

25
44

1
7
8
0

1
8
1
0

SP SP
16 08

SP
14

廊下

学校間仕切り取り合い部　1/5

軽鉄壁下地の取り合い部　　1/5 便所　壁・サッシ取り合い 1/10

総W 

1
5

25

教室

2

壁面納まり

廊下

教室

2

改修前

改修後

桧100×100

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ　厚6

15

▽FL

2
5

廊下 教室

15

廊下
床改修有

3
0

床改修無

2
5

溶接用アンカ－φ１０

モルタル充填
埋木　ﾌﾞﾅ22×30

教室

H
=
2
,
6
2
0

2

改修前
改修後

床改修有

教室廊下

▽ＦＬ ▽ＦＬ

カールプラグ

6
0

床改修無

9
0

廊下

▽ＦＬ

▽ＦＬ

3
0

カールプラグ

桧100×60

桧24×105

H
=
2
,
6
0
0

H
 
＝

2
5
7
0

2

廊下

枠廻り床切欠有

C-100×50×20×2.3@455+GB-F12.5+GB-R-H9.5両面貼

15

耐火ｼ-ﾙ耐火ｼ-ﾙ 耐火ｼ-ﾙ耐火ｼ-ﾙ

15

1
5耐火ｼ-ﾙ

耐火ｼ-ﾙ

9
4

5
0

5
2

6
5

1
2
4
0

2
2

3
7

2
8

5
7

1
0
9

1
7
4

5
0

5
0

1
0
0

174

65109 65109

174

1
0
0

1
0
0

50 50

100

図書室

司書室兼書庫

図書室

司書室兼書庫

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

2,100
2,100

各部詳細図－２ 1/5　1/10　1/20

　（参考図）

　（参考図）

　（参考図） 引き違い扉　1/5　（参考図）

　（参考図）
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●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志各部詳細図－３　（参考図）

　 　 　 （ 中空仕様）

　 　 3, 000N（ 300kgf）

H-50

●パネルサイズ
　 　 500×500×22. 8mm

●材質・ 表面処理

　 　 溶融亜鉛メッキ鋼板　

　 　 表面板・ 裏面板

●パネル重量

　 　 約5. 0kg/枚

●有姿最弱部集中荷重（ 加圧板φ50） ※

　 　 たわみ5. 0mm以内

　 　 残留変形3. 0mm以内

●耐震性能

●適応床高さ
　 　 H=50mm

　 　 タイルカーペット 厚7mm含む

品　 名　 ：

形　 式　 ：

仕　 様　 ：

    ※有り姿による試験（ JAFA新規格）

備考

パーチクルボード

DP脚 開口カバーロックリング

AN3000パネル

パーチクルボード

DP脚

AN3000パネル

LB脚（M10）LB脚（M10）

LB脚（M10）

LB脚（M10）

100＜A≦600

1
0
0
＜

A
≦

6
0
0

基準納まり図　 S=1/20

タイルカーペット

（オプション）

AN3000パネル ロックリングロックリング

LB脚（M10）LB脚（M10） 端部ボード

（パーチクルボード）

DP脚

（ボルトタイプ）

DP脚

（ボルトタイプ）

500切断寸法100＜A≦600

50

＠500

50

縦断面詳細図　 S=1/3

パーチクルボード

ロックリング

標準パネル

開口パネル

受台カバー

（1／2カット）

支柱

パネル受台・H

端部　 納まり図

■適応床高さ 単位: mm

適応床高さ（ Ｈ）

５ ０ 約　 ２０

配線空間（ ｈ ） 調整範囲

＋１６
－　 ０－　 ０

＋１ ６

※H寸法はタイルカーペット 厚さ7mmを含む

DP脚標準部　 納まり図

開口パネル

標準パネル

開口パネル

標準パネル

開口パネル

標準パネル

パネル受台・H

ロックリング

支柱

受台カバー

H
＝

5
0

7
2
2
.
8

2
0
.
2

3

A3：×70％
A2：1/2　1/15

　 　  ＯＡフロア

　 　 支柱調整式ﾊ゚ ﾈﾙ工法 支柱分離型

（人通りの多い箇所は現場担当者との打合せにより、パーチ中央にLB脚補強を決定すること）

　　JIS 振動試験 積載荷重350kg-1G
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●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志各部詳細図－４ 1/2　1/5　1/10　1/50

　床改修工法（H=100mm）　　1/5

改修前

[ﾎﾞｰﾀﾞ-人研ぎ]

[ﾓﾙﾀﾙｺﾃﾐｶﾞｷ　EP塗]

300 100
[□-19×19×1.6　OP塗]

[ﾊﾟｰﾗｲﾄﾌﾟﾗｽﾀｰ塗]

300 100

CL塗

60

1
2
0

　新設 [ﾎﾞｰﾀﾞ-人研ぎ]FS　ｶﾁｵﾝ系樹脂ﾓﾙﾀﾙ下地

階段手摺廻り床仕上げ詳細図　1/10

[　]は既存仕上とする 改修後

5

VT　下地ﾓﾙﾀﾙ共撤去

EP-G塗

既設人研ぎ流し
コア抜き

排水ﾄﾗｯﾌﾟ 断面図　1/10

25

289
3

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板張り厚3.0mm

耐水ﾍﾞﾆﾔ　厚9.0mm

木下地

手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ

流しｽﾃﾝﾚｽ張り・手洗いﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　1/50、1/10

教壇改修　　1/107か所 ピクトサイン詳細図 1/5,1/10ダストホッパー改修（1～4階）　　1/10

2
0
0

既
存

教
壇

5
.5

2

2
0
8

25

5.5ベニヤ
FS厚2.0

寸法は、平面図による

ＳＵＳ厚1.64
0
0

500

4
0
0

500

ＳＵＳ皿ﾋﾞｽ

改修前 改修後

ｼｰﾙ挟み込み既存SUS板撤去

ダストホッパー撤去

200

5

6

2
0
0

3
0

1
0

1
5

2
0
0

1
0
0

1
5

3
0

F
L
+
1
,
5
0
0

(
現

地
打

合
せ

）

■仕上

本体：ｱｸﾘﾙ(乳白色)厚5

支持板：ｱｸﾘﾙ厚3S1
表示：ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ出力

　　　(UVﾗﾐﾈｰﾄ処理) ｱｸﾘﾙ厚3
色：男子ピクト…青

色：女子ピクト…赤

ｱｸﾘﾙ(乳白色)厚5サイン　1/10

ﾋﾞｽ止め

ｻｲﾝ断面図　1/5

ダストホッパー撤去の上周囲モルタル補修

6枚

1,710

5
2
0

 

2,090

5
2
0

平面 東側 4か所 1/50平面 西側 2か所 1/50

　（参考図）

[ｼｵｼﾞ集成材　CL塗]

集成材　下地処理の上SOP塗

ＳＵＳ304　t=1.0mm　＃400磨き加工

ｽﾃﾝﾚｽシンク

１階 東側廊下

２階 東側廊下

３階

３階

西側廊下

東側廊下

４階

４階 東側廊下

西側廊下

W2,090× D520

W2,090× D520

W2,090× D520

W2,090× D520

W1,710× D520

W1,710× D520

階 位置 　　寸法 　備考

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ付

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ付

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ付

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ付

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ付

ﾄﾞﾗﾑﾄﾗｯﾌﾟ付

改修箇所リスト

AL見切縁(単色塗装品)

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板t3

10

12

入隅目地

AL見切縁(単色塗装品)

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板t3

15

9

出隅目地

1
5 9

ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2) 3×3

不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板t3

平目地

　不燃メラミン化粧板　詳細図　　1/2

2 12

20

際根太 ボード受け

長尺塩ビシート t2

コンパネ t12

パーティクルボード600X1,820Xt20

クッションゴム

10
0

※支持束は高さ調整タイプとする.

際根太

防汚陶板 t6

シーリング

長尺塩ビシート t2

コンパネ t12

パーティクルボード
600X1,820Xt20

ボード受け

クッションゴム

4

20
6 12 2 12

20 10
0

　防汚陶板床仕上取合  1/5

S2

7枚

S3

2枚

1枚
S4
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１０か所

EP塗

EP塗



●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志　（参考図）各部詳細図－５

▽FL-100

3
0

15
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

改修前

15
0

▽FL

3
0

10
0

改修後

▽FL-100

1/3　1/10　1/20

1000×560

鉄筋はつり出し 10d以上
鉄筋溶接 片面10d以上

既存ﾀｲﾙの上
樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗

既存鉄筋にフレア溶接

（10d以上）

D10@200ｼﾝｸﾞﾙ

D10-@200 ﾀﾃﾖｺ共

1
0
0

1
0
0

100 100

1
0
0

1
0
0

100 100

既設鉄筋10d以上はつり出し

既存鉄筋にフレア溶接（10d以上）

既設鉄筋

既設鉄筋

1, 2, 3, 4階　 和便器開口塞ぎ  1/10 配管用ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞｯｸ詳細図　１／２０

2
6

15

16540

C-65*30*10*1.6

頭つなぎ 面台 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ　t26

LGSW65 耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+KFK6

ｼｰﾘﾝｸﾞ

600Φ

鉄筋はつり出し 10d以上
鉄筋溶接 片面10d以上

▽FL

▽FL-100

既存鉄筋にフレア溶接

（10d以上）

D10@200ｼﾝｸﾞﾙ

D10-@200 ﾀﾃﾖｺ共 既設鉄筋

既存鉄筋にフレア溶接（10d以上）既設鉄筋10d以上はつり出し

100 100

1
0
0

1
0
0

斜補強筋： 2-D10

1階　 男子便所　 床下点検口　 開口調整  1/10

<別図参照>

既設マンホール：鋳鉄製600Φ
　　　　　　撤去<受枠共>

既設マンホール：鋳鉄製600Φ
　　　　　　　　撤去<受枠共>

フロアーハッチ
600□ 新設

斜補強筋： 2-D10

（位置変更前）

（位置変更後）

ｶｯﾀｰ切り
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●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志1/2　1/5　1/10　1/50　（参考図）各部詳細図－６

フロアーハッチ廻り詳細図　1/5

1
0
0

1
2

2
0

2

外蓋寸法 600

有効開口寸法 570

立上り部ﾓﾙﾀﾙ詰め

開口部周囲ﾓﾙﾀﾙｺﾃ仕上

溶接ｱﾝｶｰ及び丸鋼

パーティクルボード

コンパネ t12

長尺塩ビシート t2

600X1,820Xt20フロアーハッチ 600□ 張物仕上用
鍵付き 防臭ﾀｲﾌﾟ

　取合いモルタル斫り撤去
端部アンカー不良箇所：

　アンカー状況確認の上　補修

　下地調整の上 モルタルコテ ＥＰ塗

中間部アンカー不良箇所：
　外部よりSUS FB-4.5により裏当て

　貫通ボルトM6により固定のこと

※手摺ブラケットアンカー不良箇所：
　・ブラケット不良箇所：ブラケット交換
　・ブラケットアンカー不良箇所：既設再使用 増締め等にて固定する

　・ブラケットアンカー部壁下地不良箇所：既設ブラケット撤去 位置変更の上交換

　・手摺材不良個所：ジョイント区間内にて同材と交換設置

　・以上にて補修出来ない場合は協議による

100以内

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ EP塗

SUSﾌﾞﾗｹｯﾄ @900以内
ｱﾝｶｰ仕様 化粧ｶﾊﾞｰ付き

集成材手摺(35φ) UC塗

階段手摺改修用要領　1/10

落下防止手摺改修用要領　1/10

※手摺ブラケットアンカー不良箇所にて改修できない場合
　・既設手摺取外し 再使用可能な場合は工場にて補修する

　・既設手摺が再使用出来ない場合は同等品を製作し交換する

　・その他アンカー部不良個所：モルタル斫り撤去 下地調整の上 モルタルコテ EP塗

ｽﾗﾌﾞ開口周囲ｶｯﾀｰ切 ｽﾗﾌﾞ開口周囲ｶｯﾀｰ切
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４
０

15
目板

Ｔバー：

　スクリ－ン端部　 　Ｔバ－ジョイント　

壁面マ テ ゛ BW芯マ テ ゛

ア ル ミ 押出形材

●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

◇仕様表

アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

CW

項　 目

パネ ル

付属品

目板／戸当り

芯　 材

部　 材

巾木／床レ ー ル

天井レ ール

壁面レ ール／コ ー ナ ー カ バー

ヒ ン ジ

ロ ッ ク

そ の他金物 戸当り 帽子掛け SK

非常時用表示付ス ラ イ ド ロ ッ ク HK

中心吊グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ

ア ル ミ 押出形材　 <ア ル マ イ ト ク リ ア 処理仕上>

ス テ ン レ ス 　 1. 2mm　 <ヘ ア ラ イ ン 仕上>

ス テ ン レ ス 　 0. 8mm　 <ヘ ア ラ イ ン 仕上>

ペー パー コ ア

標準色（※木目柄含む）
高圧メ ラ ミ ン 樹脂化粧板(下地：MDF)

材　 料（板厚mm）

パネ ル表面材

Ｌ
Ｈ

Ｌ
Ｈ

６
０

Ｄ
Ｈ

Ｐ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

２
５

２
５

Ｐ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

６
０

２０ＤＷＤＷ ＢＷＡＷ

総Ｗ

ＥＷ

◇仕様表

AW DW BW DW

CW

20

総W

H

60
20

PHDH
15

EW

H

60
20

PH

LHLH

材　 料（板厚mm）

高圧メ ラ ミ ン 樹脂化粧板(下地：MDF)
標準色（※木目柄含む）

ペー パー コ ア

ア ル ミ 押出形材　 <ア ル マ イ ト ク リ ア 処理仕上>

ス テ ン レ ス 　 0. 8mm　 <ヘ ア ラ イ ン 仕上>

ア ル ミ 押出形材　 <ア ル マ イ ト ク リ ア 処理仕上>

ア ル ミ 押出形材　 <ア ル マ イ ト ク リ ア 処理仕上>

中心吊グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ

非常時用表示付ス ラ イ ド ロ ッ ク HK

戸当り 帽子掛け SKそ の他金物

ロ ッ ク

ヒ ン ジ

壁面レ ール／コ ーナ ー カ バー

笠木

巾木／床レ ー ル

目板／戸当り

芯　 材

パネ ル表面材

部　 材項　 目

付属品

パネ ル

　パネル詳細　

天井チ リ 調整範囲：20～30

　扉詳細　 　パネル詳細　 　扉詳細　

　内開きトイレ用扉　

壁面レ ー ル取付下地
建築工事

壁面レ ー ル

ス ト ロ ー ク 15 ス ト ロ ー ク 35
非常解外開通常

非常時用表示付ス ラ イ ド ロ ッ ク HK

中心吊グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ
カ チ ッ ト シ ス テ ム

目板

戸当り目板非常時

非常時戸先目板

戸先目板カ バー

　 内開き ト イ レ 用扉　

非常時外開き 対応ド ア非常時外開き 対応ド ア

Ｒコ ー ナ ー カ バー

Ｅ
Ｗ

８２
０

２
０４

０

２０ＣＷＤＷ

ＤＷ1 3

ＢＷ

ＤＷ1

ＤＷ

4

AW

20

8 ４３

Ｒ１０

　内開きトイレ用扉　

3

40

　内開きトイレ用扉　

目板 戸当り
Ｒコ ー ナ ー カ バー

Ｒ１０

カ チ ッ ト シ ス テ ム

目板

中心吊グ レ ビ テ ィ ヒ ン ジ

非常時用表示付ス ラ イ ド ロ ッ ク ＨＫ

壁面レ ー ル取付下地
建築工事

壁面レ ー ル

ス ト ロ ー ク 35ス ト ロ ー ク 15
通常 非常解外開

非常時
戸先目板カ バー

非常時戸先目板

非常時外開き 対応ド ア 非常時外開き 対応ド ア

　ＳＫ・物入れ用片開き扉　

中心吊ヒ ン ジ上部マ グ ネ ッ ト キ ャ ッ チ

引手ＨＫ

　ＳＫ・物入れ用片開き扉　　ＳＫ・物入れ用片開き扉　　ＳＫ・物入れ用片開き扉　

中心吊ヒ ン ジ上部マ グ ネ ッ ト キ ャ ッ チ

引手HK

３ ＤＷ2

ＤＷ
３

４
０

Ｔバー：
ア ル ミ 押出形材

BW芯マ テ ゛壁面マ テ ゛

目板

　Ｔバ－ジョイント　　スクリ－ン端部　

天井下地建築工事

天井レ ー ル

表面材

巾木

床レ ー ル

ＦＬ

ＣＬ

芯材

Ｃ
Ｈ

４０

２５
２

５

３
５

Ｐ
Ｈ

６
０

巾木調整範囲：巾木H－10～巾木H＋15

 

芯材

表面材

４０

Ｃ
Ｈ

Ｄ
Ｈ

６
０

ＦＬ

ＣＬ

下部小口防水テ ー プ (PP)

戸当り 帽子掛け SK

60
PH

H

40

20

笠木

表面材

芯材

４６

巾木

床レ ー ル

ＦＬ

芯材

表面材

笠木

下部小口防水テ ー プ (PP)

４６

40

20
DH

H

60

ＦＬ

15

巾木調整範囲：巾木H－10～巾木H＋15

戸当り 帽子掛け SK

トイレブース詳細図　1/5　1/60　　天井レールタイプ、非常時外開きドア トイレブース詳細図　1/5　1/60　　笠木タイプ、非常時外開きドア

1/5　1/60

ＳＷ
ＤＷ

ＤＷ2３ ３
SW

15

Ｅ
Ｗ

８２
０

４
０

２
０

２０ＣＷＤＷ

ＤＷ1４

ＢＷ

３

ＤＷ

ＤＷ1

ＡＷ

４８

２０

４
０

４
０

４
０

トイレブース詳細図（参考図）
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本棚

現場切欠

4350

●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志進路応接室 パーティション詳細図1　（参考図） 1/50

進路応接室1

進路応接室2

2

1

ED

4350 11585

865

2765

865

60

900

150

900 550

60

07

SP

SP

07b
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SP

888 880 880

2755

95

60 47

2850 1700
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0
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〃

35
00
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修

共
学
校

間
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切

 新
設

21
00

91
00

70
00

35
00

35
00

SP

07

現場切欠 現場切欠

1585

60 865 865

2765

900

150

550 60

1585

900

21
00

30
30

93
0

25

93
0

21
00

30
30

93
0

30
30

21
00

25

88083 880

3500

880 730 47 47 880 880 888 60

2755

15

25
15

07a

SP

07a

SP
07

SP

07b

SP

07b

SP
07a

SP

15

進路指導室・進路応接室 パーティション詳細図1　<改修後>

進路指導室 平面詳細図　1/50

<改修後>
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パネル受け

21
00

4

ラ
ン

マ
H 

14
.5

51
14

.5

80

ＣＬ

W

80

5114.5 14.5

天井レール

（隙間シール貼りの事）

パネル開き止め

パネル

充填材

上桟

受け下桟

巾木レール

(隙間シール貼りの事）

W 150 W

83
W

47

87

87

W

47

(パネル連結) (コーナーカバー)

14
.5

51
14

.5

80

10

33

特コーナーカバーＬ

W

※木目シート鋼板は製作不可

※最小DW=760（コンシールドＤＣ取付の場合）

※切窓ガラリ取付不可

※現地確認必要

※現地確認必要

既存棚

学校間仕切枠

※焼付塗装仕上は3分艶とする。

115

ＦＬ

上桟

CH

25
15

(パネル)

CH＞3000

コーナーレール

コーナーカバー

Ｔコーナー納まり Ｌコーナー納まり

14.5 51 14.5

80

14
.5

51
14

.5

80

(パネル)

CH＞3000

壁面納まり

壁面レール充填材

壁面レール

壁面カバー

29

10 50

2

60 W 

80

2

項目 部材 材料(板厚mm)

(小松ウオール マイティ－８０ＷＧ同等品)◇仕様表

パネル パネル表面材 亜鉛めっき鋼板 0.5mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

芯材 せっこうボード 12.5mm

充填剤 グラスウール 32kg/m3 厚さ40mm

骨材 冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>天井レール

巾木レール 冷間圧延鋼板 1.2mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

上桟 冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

受け下桟・パネル受け アルミ押出形材 <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

パネル開き止め アルミ押出形材 <アルマイト処理仕上>

壁面レール・カバー 冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

壁面レール充填材 ウレタンフォーム

エンドフィニッシュ 冷間圧延鋼板 1.2mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

Tコーナーレール

コーナーカバーL

コーナーカバーT 冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

Tコーナーカバー

冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板 1.0mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

ポール(支柱) 冷間圧延鋼板 1.2mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

枠 冷間圧延鋼板 1.2mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>ドア枠

ドア気密材 エチレンプロピレンゴム <ブラック色>

ドア パネル表面材

芯材

ロック 美和 LA錠/ゴール LX錠

ドアクローザ

旗丁番 ステンレス(シブタニ DH-SS-127)丁番

亜鉛めっき鋼板 0.6mm <メラミン樹脂指定色焼付塗装仕上>

防音芯材(内部ロックウール入り)

ニュースター CL-163N (コンシールドタイプ)

戸当り 床付け戸当り

ドアボトム(シブタニ DB-400W)下部シール材

ステンレスフランス落し

旗丁番

気密材

13

2121

13

2 2

W=900

50 800 50

80

55

36

5DW=8185

36

42
18

2
60

15
.5

2.
5

67.5 有効Ｗ 

壁面納まり

1050

2

60W 

80

14.5 51 14.5

80

CH

表面材

天井レール

（隙間シール貼りの事）

1.5 77 1.5

芯材

下部シール材

 
21

00
 

パネル

充填材

60

80

旗丁番

気密材

35
5

10
25

(3
00

以
上

)
DH

=2
04

8
4

60
3

ＣＬ

ＦＬ

ドアクローザー

コンシールド式単式アーム式

ニュースター ＣＬ－１６３Ｎ

●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志進路応接室 パーティション詳細図2　（参考図） 1/5
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U

U <カウンター共>

大型鏡

1b
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ﾍﾞｯｾﾙ式洗面器×2
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37977973
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1040
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018
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90
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U

U <カウンター共>

大型鏡

ﾍﾞｯｾﾙ式洗面器×11c

2c

●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志1/20

U

U <カウンター共>

大型鏡

ﾍﾞｯｾﾙ式洗面器×11a

2a

U

U <カウンター共>

大型鏡

1d

2d

ﾍﾞｯｾﾙ式洗面器×3
2780

340 800 800 840

60
0

2780

2040740

給水100±10

662 900 900 300 315
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50
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0
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0
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0

63
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じ
位
置
）
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97
2（

鏡
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じ
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）

排
水
50

0±
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給
水
30

0±
10

82
0（

溢
れ
面
）

18
37
（
鏡

上
面
）

②

①

1

※2：塩ビ管および鋼管使用の場合（追加部材）

フリーサイズ大型鏡（一般鏡）

フロントパネル扉式

壁排水金具

台付自動水栓

ベッセル式洗面器

マーブライトカウンター

品　　　　名品　　　　番

器　　　具　　　明　　　細

自動水栓機能部

台付自動水栓

排水配管用アダプター（塩ビ管用カバー付）

排水配管用アダプター（鋼管用カバー付）

※1

※2

数

1

1

1

1

1

1

数

1

数

1

1

1

1

1

1

数

1

U-1a
U-2a

U-1b
U-2b

U-1c
U-2c U-2d

U-1d

1＋1

2 3

2

2

3

3

2 3＋P

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

3

3

１階：女子便所×１・男子便所×１ ２～５階：女子便所×4・男子便所×４ １階：女子職員便所×1・男子職員便所×1

２階：女子便所×１

※給排水配管接続は機械設備工事とする。

断面詳細図・製品仕様

12

洗面カウンター詳細図（参考図）

※1：台付自動水詮の内訳

図

①

図

②

タイトル

給水

タイトル

排水

給水

排水

管径φ３２

Ｒ１／２

＜製品側給排水および配管接続情報＞
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●工事名 ●図面番号

徳島県県土整備部営繕課

●図面名 ●縮尺

株式
平島弘之＋会社

HIROYUKI HEISHIMA ARCHITECT & TEAM28 ASSOCIATES

一級建築士　第 152422 号　蔭山仁志

AB680BRTA38YF#HB1 AB680BR#HB1 AB680BRTA38YG#HB1

AB680BRTA38YH#HB1 AB680BR#HB1 AB680BR#HB1 AB680BRTA38YJ#HB1

3

3

AB680BRTA38YS#HB1 AB611BRTA38YT#HB1

　Ｕ－３ａ 　Ｕ－３ｂ 　Ｕ－３ｃ

793.5 7973 3 793.5 55

2400

約6 約6
5 793.5 797 7973

3200

3 793.5 5 5 793.5 3 1048.5 5

1855

3 5553355 3 3 5

A部
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手すりを取 り付ける 際は、施工方 法にあっ た

材質：ステ ンレスの 表面に軟質塩 化ビニー ル樹脂を被覆
※「福祉用 具 -固定形手 すり （ ）」 を満たしています
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菌

手す り を取り付 ける 際 は、施工 方法 にあ った

材質 ： ステンレ スの 表 面に軟質 塩化 ビニ ール 樹 脂を 被覆
※「 福 祉用具 -固定 形手 すり（ ） 」を 満 たし てい ますJ I S 9 8 2T 2

指 定の 固定 金具 を 必ず 使用して ください

防汚コーティング・抗菌仕様

75

品番・製造ロットNo.

※上部３か所はハンガー固定用
壁取付け用タッピンねじ（\U+03C6５\U+00D7４０）　６本（同梱）

床固定位置（１：５）

壁仕上面

パーティション挟み込み固定ねじの場合（4本）

かさ上げ用スペーサー使用の場合

壁仕上面

37
.5

20

12

(2
3)

使いかたラベル

管理者用ラベル

施工必要空間（※３）

かさ上げ用スペーサー（使用数：２個）

壁仕上面

パーティション（補強木なし）

床仕上面

9
50

160

200
200

160

40

250

75
0

20

15
8
70

（
※
2
）

48
0（

※
2）

5
60

160

(90)

外側２箇所の穴にアンカーボルトM６（別売品）２本

もしくはコーチねじ\U+03C6６（別売品）２本で床固定すること。

（※１）

(1
00

)

（100）300

10

※2　設置場所が湿式清掃をされる場合には、別売品のかさ上げ用スペーサー　2個入り（品番：YPH13057）

 を使用することで、腐食を低減することができます。その場合、取付位置が通常より10ｍｍ高くなります。

※3　脚カバー側面のねじ固定の為、施工空間が必要です。

※１ 内側２箇所の穴は旧型品から取替えの際に、既存のアンカーボルトを受けるためのものです。

【 収納時 】 【 使用時 】
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注意ラベル

（ﾄﾗｽﾀｯﾋﾟﾝねじ　\U+03C6５X３５）
壁取付ねじ　3本

壁仕上面

品番表示

脚部

壁
仕
上

面

ボード上面

壁
仕

上
面

床仕上面

<注記>
カラー：ホワイト（本体）
グレー（ボード上面・脚部）

壁仕上面

　Ｕ－４ Ｌ型手摺 　Ｕ－５ 小便器手摺 　Ｕ－６ ベビーチェア

　Ｕ－７ フィッティングボード

防汚コーティング・抗菌仕様
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